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第 1 章	 序論	

	

第 1節	 研究の背景，目的	

	 筆者は，2008 年度より，4年制大学の保育士，幼稚園教諭養成課程において，また 2013 年度

からは両者に加え小学校教員養成課程におけるピアノ指導を行ってきた。養成校に入学してく

る学生のうち，全くピアノの経験がない学生は，毎年一定数おり，また経験があっても忘れてし

まっている学生や，ピアノの演奏と音楽理論の知識や，音楽的教養，音楽的表現が結びついてい

ない学生も数多く見受けられる。	

		ピアノ演奏には様々な音楽的知識やテクニックが必要であるが，中でもピアノの弾き方，奏法

については，ピアノを全く初めて弾くという段階から，学習者も指導者も，常に意識しながら学

ぶことが重要である，と改めて考えるようになった。このことは，音楽を専門的に学び，ピアノ

を専攻する場合に非常に重要なことであるが，音楽やピアノを専門的に学ぶのではなく，保育の

中での表現活動の 1 つとして音楽やピアノを学習する場合，また教育の現場で授業等にピアノ

を用いる場合にも，同様に重要なことと考える。	

	 しかしながら，音楽を専門に学習する場合とは大きく異なり，保育者（保育士と幼稚園教諭の

両者の総称）養成や小学校教員養成の場合，短期間に，また短い授業時間で，一定の演奏技法の

習得が求められる。さらに，18 歳という青年期に全く初めてピアノを学習する，という学習者

の割合も少なくない。	

大学，短期大学や専門学校等の高等教育機関における保育者や，小学校教諭の養成課程でのピ

アノの指導について，現在までに様々な研究がなされてきている。また，保育者，小学校教諭の

養成校を対象としたピアノ教材，教則本が多数出版されている。	

その中で，養成校用のさまざまなピアノ教材を見てきたが，大学や短期大学等で全く初めてピ

アノを弾く，というピアノの初学者に特化し，十分考慮されている教材は，あまり見当たらなか

った。また，ピアノを始める年齢として，大学や短期大学等に入学する 18 歳という年齢は，一

般的には遅いと言われており，養成校での 2年間，3年間，4年間という修学期間は，ピアノと

いう楽器の演奏技能を身に付けるには決して十分な期間とは言えない。	

	 この 18 歳で全く初めてピアノを学習し始めるということ，また短期間に演奏技能を習得する

ということに焦点を当て，保育士や幼稚園教諭，小学校教諭を目指すピアノの初学者が，大学な

どの教育機関において，効率良く学習を進めることができるピアノ教材を開発する，ということ

が本研究の 終的な目的である。	
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第 2節	 研究の方法	

	 本研究の方法として， 終的な目的である保育士，幼稚園教諭，また小学校教諭の養成課程に

おける初学者が効果的に学習することができる新しいピアノ教材を作成するために，まずは既

存の養成校を対象としたピアノ教材の比較，分析を行う。	

また，保育士，幼稚園教諭，保育教諭，小学校教諭への調査を行い，保育，教育の現場で必要

とされるピアノ演奏や音楽に関する技能について，また保育，教育の現場でどのような歌が歌わ

れているか，そのピアノ伴奏等に必要な技能等を明らかにする。	

歴史的に，保育者，小学校教諭の養成機関において，これまでどのようなピアノ教材，教則本

が使用されてきたか，その変遷をたどり教材の内容について考察する。	

さらに，養成校でピアノを指導する教員を対象とした，初学者に対するピアノ指導についての

調査を行う。	

これらを総合し，習得の順序等も考慮しながら，初学者が効果的に学習することができる教材

を作成する。	

実際に，2018 年 4 月から S 女子大学人間学部人間発達学科の保育士，幼稚園教諭，小学校教

諭の養成課程における前期の 1 年生のピアノの授業の一部に教材を使用し，それまでの教材と

の差異を実験的に比較，分析し，評価，検証する。なお，授業を受けた学生らからは，授業に関

するデータを研究目的で本論文に使用することについて説明を行い承諾を得ていることを書き

添える。	

数値の処理および検定は	Microsoft	Excel	for	Mac	のデータ分析機能を用いて解析を行い，

検定については，p＜.05 を有意水準とした。	
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第 2 章	 保育者，小学校教員養成課程におけるピアノ教育の現状	 	

	

第 1 節	 保育者，小学校教員養成の現状	 	

第 1 項	 保育者，小学校教員養成校と保育者，小学校教員数の推移	

現在の日本で保育士として保育施設で勤務するためには，全国保育士養成協議会が行ってい

る保育士試験（国家資格）を受験し合格して保育士資格を取得するか，または厚生労働省の指定

する指定保育士養成施設において定められた課程を修了し保育士資格を取得することが必要で

ある。幼稚園教諭については，文部科学省の定める幼稚園教諭養成課程のある大学，短大等で学

び幼稚園教諭免許状を得ることが必要であり，同様に小学校教諭についても，小学校教員養成課

程のある大学，短期大学等で小学校教諭免許状を取得することが必須である。	

平成 29 年度 4月 1日現在において，指定保育士養成施設は大学，短期大学，専門学校の昼間

部，夜間部，また通信教育制を合わせ，全国に 669 の施設がある。1	幼稚園教諭養成課程のある

大学，短期大学は通学課程，通信教育課程を合わせ 566 の養成校があり，2	小学校教員養成課程

のある大学，短大は通学過程，通信教育課程を合わせ 311 の養成校が認められている。3	

	 平成 30 年 4 月 1 日からは，指定保育士養成施設は 15 施設増加し4，幼稚園教諭免許が取得で

きる大学，短期大学が 11 校,小学校教諭免許が取れる大学が 8校新設(短期大学から 4年制大学

へ改編したものも含む)された。5		

	 また，保育士の数，幼稚園教諭，小学校教諭の人数の推移に着目すると，まず保育士について

は，厚生労働省の雇用均等・児童家庭局保育課で 2015 年(平成 27 年)11 月より行われた「保育

士等確保対策検討会」のうち，第 3回(2015 年(平成 27 年)12 月 4日開催)の資料6	（表 1）によ

                                                
1 厚生労働省ホームページより

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kodomo/kodomo_kosodate/hoiku/index.html 
（2018 年 9 月閲覧） 
2 文部科学省ホームページより	 「文部科学統計要覧（平成 30 年度版）」 
http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/kyoin/daigaku/detail/1287039.htm（2018 年 9 月閲覧） 
	 通学過程で一種免許状，二種免許状を取得できる大学，短期大学，また通信課程の大学，短期大学の 
数。専修免許状を取得できる大学院等については計上していない。 

3 文部科学省ホームページより	 「文部科学統計要覧（平成 30 年度版）」 
http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/kyoin/daigaku/detail/1287044.htm（2018 年 9 月閲覧） 
	 通学過程で一種免許状，二種免許状を取得できる大学，短期大学，また通信課程の大学，短期大学の 
数。専修免許状を取得できる大学院等については計上していない。 

4 厚生労働省ホームページより	  
https://www.mhlw.go.jp/content/000345025.pdf（2018 年 10 月閲覧） 

5 文部科学省ホームページより 
http://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/micro_detail/__icsFiles/afieldfile/2018/04/23/12

86672_3.pdf（2018 年 10 月閲覧） 
6 厚生労働省ホームページより 

https://www.mhlw.go.jp/file/05-Shingikai-11901000-Koyoukintoujidoukateikyoku- Soumuka/s.1_3.pdf 
（2018 年 10 月閲覧） 
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れば，保育所(園)7	に勤務する保育士の数は，平成 16 年から平成 25 年にかけて，32 万 7 千人

から 40 万 9千人まで，毎年増加していることが分かる。	

	

表 1	 保育所に勤務する保育士数の推移	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	 	 	 	 	

	

（6
厚生労働省「第 3 回保育士等確保対策検討会」参考資料 1「保育士等に関する関係資料」p.6）	

	

		また幼稚園教諭，小学校教諭についても，近年その数は年ごとに増加傾向にある。文部科学省

の「文部科学統計要覧(平成 30 年度)」8	による，幼稚園教諭の教員数の推移について表 2 のと

おり，また幼保連携型認定こども園9	の教員数の推移を表 3，小学校教諭の教員数の推移を表 4

に示す。	

	 表 2 の幼稚園教諭の教員数の推移では，見かけでは 2015 年に減少しているように見えるが，

これは文部科学省統計要覧に幼保連携型認定こども園の項目が追加され，これまで幼稚園の教

員として計上されていた教員数が，幼稚園から幼保連携型認定こども園に移行した施設の教員

数に含まれることによるものであり，実際には減少している訳ではない。	

                                                
7 児童福祉法では「保育所」が正式名称である。公立，私立，また認可，認可外に関わらず，「保育所」， 
「保育園」の両方の名称が使用されている。本論では「保育所(園)」と統一し表記する。 
8 文部科学省ホームページより	 http://www.mext.go.jp/b_menu/toukei/002/002b/1403130.htm 
（2018 年 10 月閲覧） 
9 改正認定こども園法により創設された幼稚園的機能と保育所的機能の両方を併せ持つ単一の施設。「保

育教諭」が配置され，保育教諭は幼稚園教諭免許状と保育士資格の両方が必要となる，ただし，現在経過

措置が講じられている。 
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表 2	 幼稚園教諭の教員数の推移	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	 	 										

	

	 	 	 (8文部科学省「文部科学統計要覧（平成 30 年度）」2.幼稚園	)	

	

表 3	 幼保連携型認定こども園の教員数の推移	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

(8文部科学省「文部科学統計要覧（平成 30 年度）」3.幼保連携型認定こども園	)	
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表 4	 小学校の教員数の推移	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

(8文部科学省「文部科学統計要覧（平成 30 年度）」4.小学校)	

	

	 これらのことから，保育士，幼稚園教諭また小学校教諭は，その養成校も微増し，保育者，小

学校教員の数も増加の傾向にあり，今後も引き続き社会的に需要が見込まれる。さらには，近年

の待機児童の問題や，小学校における外国語教育の本格的な導入など，それぞれ人材の確保とと

もに質の向上も求められており，保育者，小学校教諭の養成の現場においても，卒業後の将来ま

でを見通し，社会に出て保育，教育の現場で貢献できる人材の育成が求められている。	

	

第 2 項	 養成校の新入生のピアノの能力	

	 保育者や小学校教諭の養成校におけるピアノ教育については，日本において養成が始まった

当初から継続して行われており，ピアノの演奏技能は保育，教育において重要視されていると言

える。このことについては，後の第 5章第 1節「保育者，小学校教員養成課程におけるピアノ教

材の変遷」において詳細を論じる。泉谷(2006)は，「ピアノの技術習得に寄せる現場からの期待

は大きいと思われる」10	と言及している。保育，教育の現場からの意見については，今回行った

                                                
10 泉谷千晶「初心者のためのピアノ・グループ指導の研究〜保育者養成課程における実技のカリキュラム

の工夫〜 p.25 
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調査の内容を第 3章で詳しく論じる。	

	 しかしながら，中山(2008)は，「多くの養成校では，入学試験科目にピアノ実技を課していな

いため，ピアノ学習未経験の学生が入学している。」11	という実情を指摘している。東北地方の

保育，幼児教育，児童教育等を学ぶ 27 校の大学，短期大学の 2017 年度実施の入学試験について

調査したところ，国立大学で小学校，中学校や高等学校の教員免許を取得する学科で，音楽系の

専攻を選択し入学試験を受験する場合についての音楽に関する実技試験を除き，保育士，幼稚園

教諭，また小学校教諭の資格，免許取得を主とした学科の場合は，入学試験で音楽に関する実技

があったのは調査した 27 校のうち 1 校(リズム打ちの模倣や，スキップ等のステップなど，ピ

アノの実技試験ではないもの)のみであった。	

	 養成校に入学した新入生を対象とした，音楽経験，ピアノが弾けるかどうか等の，ピアノの能

力に関する調査，研究については，多くの例が報告されている。中山(2008)は養成校に入学する

前のピアノの学習経験について「入学者の約 20％がピアノ学習未経験者である。」12	と示し，金

指(2009)は「毎年 30〜40％の学生が，ピアノのレッスンを受けた経験がなく入学してくる」13	こ

とを指摘している。また高御堂(2011)は養成校の学生のうち「45％がピアノ未経験者」14	である

ことを，小野(2012)は，2011 年の調査で大学入学前のピアノレッスン経験の有無について 45.2％

の学生が経験がないこと15	を示しており，また三沢(2016)によれば，保育者養成校において入学

の前に「音楽の授業以外の音楽経験のある者は約 3割」16	と報告し，諸井(2016)は「ピアノの経

験が「全くなし」と」17	答えた学生が 38％であることを報告している。この報告は調査対象の

養成校や，地域や性別（共学か女子大学か）が異なることや，対象の母数が多くはないことから，

あくまでも推定ではあるが，2008 年から現在まで，ピアノ未経験の入学生の数が緩やかに増加

している傾向がうかがえる。	

	 筆者が勤務している S 女子大学における 2008 年度から 2017 年度までの，入学生のピアノ経

験の年数についての調査結果をグラフ 1 に示す。この結果からは年度によりピアノ未経験者が

減少している部分も見受けられるが，2011 年度からは僅かずつではあるが未経験者の割合が増

加している現状が示される。なお，2018 年度入学生のピアノ未経験者の割合は 40.81％であり，

                                                
11 中山由里「ピアノ教育の導入期における授業についての一考察 −ピアノ学習初心者への講座を通して

−」 p.67 
12 同上 p.67 
13 金指初恵「弾き歌いに関する一考察：教育実習事前指導の観点から」 p.199 
14 高御堂愛子「保育者・小学校教諭を目指す学生の読譜力とリズム感について −東海学園大学人文学部発

達教育学科第 2 期生の実態調査より−」 p.131 
15 小野由惠「保育者・教育者養成におけるピアノ学習の実態調査に基づく学習支援の課題」 p.87  
16 三沢大樹「保育者養成課程における学生の音楽能力と音楽リメディアル教育に関する報告」p.2 
17 諸井サチヨ「保育者養成校での『弾き歌い』指導に関する一考察〜学生のピアノ技能に関する実態調査

を中心に〜」 p.82,83 
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2017 年よりも増加している。	

	 	

グラフ 1	 S 女子大学における入学生のピアノ経験年数の比率の推移	

	

	 これらのことから，保育者，小学校教員養成校においては，地域や性別等による差はあるが，

毎年一定数のピアノ学習の未経験者が入学しており，またその割合は増加傾向にある可能性が

示唆された。	
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第 2節	 保育所保育指針，幼稚園教育要領，小学校音楽科学習指導要領の改訂と養成課程のカリキュラム	

	 2017 年(平成 29 年)3 月に，「保育所保育指針」，「幼稚園教育要領」，「幼保連携型認定こども園

教育・保育要領」が告示され改訂がなされた。2018 年(平成 30 年)4 月より適用されている。今

回の改訂で，保育所(園)も，幼稚園も，幼保連携型認定こども園も全て「幼児教育施設」として

位置づけられた。保育所(園)，幼稚園，幼保連携型認定こども園に共通する幼児教育のあり方が

明確化され，乳幼児からの発達と学びの連続性，また小学校教育との接続のあり方が明示された。

「保育所保育指針」，「幼保連携型認定こども園教育・保育要領」では，乳児保育と 1歳以上 3歳

未満児の保育のねらい及び内容の記載の充実がなされた。	

	 保育所(園)，幼稚園，幼保連携型認定こども園が幼児教育施設として位置づけられたことによ

り，それぞれの保育及び教育において，保育，教育の「ねらい及び内容」に基づく活動全体によ

って育むものとして「育みたい資質・能力」が以下のように明示された。この「資質・能力」は

三つの柱とされ，小学校以上の教育との共通する力の育成をすることとなった。以下が幼児教育

施設としての「育みたい資質・能力」である。	

	

	 (1)	 豊かな体験を通じて，感じたり，気付いたり，分かったり，できるようになったりする

「知識及び技能の基礎」	

	 (2)	気付いたことや，できるようになったことなどを使い，考えたり，試したり，工夫したり，

表現したりする「思考力，判断力，表現力等の基礎」	

(3)	 心情，意欲，態度が育つ中で，よりよい生活を営もうとする「学びに向かう力，人間性

等」18	

	

	 また今回の改訂では，幼稚園では 3 年間，保育所(園)や幼保連携型認定こども園では 5 年間

の中で，小学校就学時の具体的な姿として，また幼児教育が 終的に向かう方向としての「幼児

期の終わりまでに育ってほしい姿」が示された。10 の項目があり，「10 の姿」と呼ばれる。	

	「健康な心と体」，「自立心」，「協同性」，「道徳性・規範意識の芽生え」，「社会生活との関わり」，

「思考力の芽生え」，「自然との関わり・生命尊重」，「数量や図形，標識や文字などへの関心・感

覚」，「言葉による伝え合い」，「豊かな感性と表現」の 10 項目である。	

	 他に「主体的・対話的で深い学び」(アクティブ・ラーニング)の実践について，また「小学校

教育との接続」についても示された。	

	 資質・能力の三つの柱について，また，幼児期の終わりまでに育ってほしい 10 の姿について

は保育所(園)，幼稚園，幼保連携型認定こども園での活動全体に関わることであり，その活動は

                                                
18 『幼稚園教育要領〈平成 29 年告示〉』フレーベル館	 p.6 
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「ねらい及び内容」に基づく。保育内容には心身の健康に関する領域「健康」，人との関わりに

関する領域「人間関係」，身近な環境との関わりに関する領域「環境」，言葉の獲得に関する領域

「言葉」，感性と表現に関する領域「表現」の，5 つの領域があり，それぞれの「ねらい及び内

容」が指針，教育要領に示されている。音楽分野が特に関わるのは「表現」の領域である。「表

現」の「ねらい及び内容」を以下に示す。	

	

「幼稚園教育要領」より	

	 	 	 表現	

	 	 感じたことや考えたことを自分なりに表現することを通して，豊かな感性や表現する力	

を養い，創造性を豊かにする。	

	 	 １	 ねらい	

	 	 (1)	いろいろなものの美しさなどに対する豊かな感性をもつ。	

	 	 (2)	感じたことや考えたことを自分なりに表現して楽しむ。	

	 	 (3)	生活の中でイメージを豊かにし，様々な表現を楽しむ。	

	 	 ２	 内容	

	 	 (1)	生活の中で様々な音，形，色，手触り，動きなどに気付いたり，感じたりするなどして	

楽しむ。	

	 	 (2)	生活の中で美しいものや心を動かす出来事に触れ，イメージを豊かにする。	

	 	 (3)	様々な出来事の中で，感動したことを伝え合う楽しさを味わう。	

	 	 (4)	感じたこと，考えたことなどを音や動きなどで表現したり，自由にかいたり，つくった	

りなどする。	

	 	 (5)	いろいろな素材に親しみ，工夫して遊ぶ。	

	 	 (6)	音楽に親しみ，歌を歌ったり，簡単なリズム楽器を使ったりなどする楽しさを味わう。	

	 	 (7)	かいたり，つくったりすることを楽しみ，遊びに使ったり，飾ったりなどする。	

	 	 (8)	自分のイメージを動きや言葉などで表現したり，演じて遊んだりするなどの楽しさを	

味わう。19	

	 	

	 「保育所保育指針」，「幼保連携型認定こども園教育・保育要領」については，前述の通り，乳

児保育と 1 歳以上 3 歳未満児の保育のねらい及び内容の記載が追加された。詳細については，

それぞれを参照されたい。3歳以上児に対するねらい及び内容については，上記「幼稚園教育要

                                                
19 『幼稚園教育要領〈平成 29 年告示〉』フレーベル館	 p.20，21 
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領」のそれと同様である。	

	

「表現」の内容のうち，	(1)，(2)，(3)，(4)，(6)，(8)が特に「音楽」に関わる項目と言え

る。これらの領域「表現」のねらい，また内容に沿って，活動の中で子どもたちに保育，教育す

ることができる音楽的な技能，技術，また音楽の表現力が保育士，幼稚園教諭，保育教諭には求

められている。	

	

小学校における新学習指導要領は 2017 年(平成 29 年)3 月に公示され，小学校では 2020 年か

ら完全実施される。改訂の注目すべき点として，「幼稚園教育要領」や「保育所保育指針」，「幼

保連携型認定こども園教育・保育要領」にもその前段階が示された，「資質・能力の三つの柱」

があげられる。新学習指導要領では，「知識及び技能」，「思考力，判断力，表現力等」，「学びに

向かう力，人間性等」の三つの柱に基づき，各教科等の目標や内容について再整理が図られた。	

また，今回の改訂では，各教科等をなぜ学ぶのか，それを通じてどのような力が身に付くのか，

という教科等を学ぶ意義を明確にすることが求められている。「各教科等の特質に応じた，物事

を捉える視点や考え方」である「見方・考え方」が重要な視点となっており，資質・能力の三つ

の柱に支えられ「見方・考え方」が育まれ，「見方・考え方」を働かせた学びによって各領域・

分野の学習が深まり，資質・能力がより一層伸びていくことが期待されている。その重要な手立

てとして，追記されたものが「主体的・対話的で深い学び」(アクティブ・ラーニング)である。

こちらも「幼稚園教育要領」等と同様に追記された。各教科等の特質に応じた言語活動の充実に

ついても今回の改訂によって示されている。また今回の改訂の特徴として生活や社会とのつな

がりが強調されていることがあげられる。改訂の基本方針の中の「社会に開かれた教育課程」と

いう位置づけからも明らかである。「カリキュラム・マネジメント」についても新たに示された。	

音楽科についても，上記の特徴に基づき改訂がなされた。音楽科の「目標」は，下記のように

改定された，	

	

	 表現及び鑑賞の活動を通して，音楽的な見方・考え方を働かせ，生活や社会の中の音や音楽と

豊かに関わる資質・能力を次のとおり育成することを目指す。	

	 	 (1)	曲想と音楽の構造などとの関わりについて理解するとともに，表したい音楽表現を	

するために必要な技能を身に付けるようにする。	

	 	 (2)	音楽表現を工夫することや，音楽を味わって聴くことができるようにする。	

	 	 (3)	音楽活動の楽しさを体験することを通して，音楽を愛好する心情と音楽に対する感性	



 14 

を育むとともに，音楽に親しむ態度を養い，豊かな情操を培う。20	

	

	 各学年(低・中・高の 2学年ずつ)の学年の目標についても資質・能力の三つの柱に沿って整理

された。詳細については，「小学校学習指導要領解説音楽編」(文部科学省)を参照されたい。	

音楽科の内容については，指導事項が資質・能力から「思考力，判断力，表現力等」と，「知

識」，「技能」に整理された。内容の構成については従来どおり，「A表現」と「B鑑賞」の 2つの

領域と，〔共通事項〕から構成されており，「A表現」は(1)歌唱，(2)器楽，(3)音楽づくりの 3つ

の分野に分けられている。各学年の歌唱共通教材については，以下のとおり，現行と同様の曲と

なっている。	

	

	 第 1学年	 「うみ」，「かたつむり」，「日のまる」，「ひらいたひらいた」	

	 第 2学年	 「かくれんぼ」，「春がきた」，「虫のこえ」，「夕やけこやけ」	

	 第 3学年	 「うさぎ」，「茶つみ」，「春の小川」，「ふじ山」	

	 第 4学年	 「さくらさくら」，「とんび」，「まきばの朝」，「もみじ」	

	 第 5学年	 「こいのぼり」，「子もり歌」，「スキーの歌」，「冬げしき」	

	 第 6学年	 「越天楽今様」，「おぼろ月夜」，「ふるさと」，「われは海の子」	

	

	 今回の改訂で新たに付け加えられた事項として，「我が国の郷土の音楽の指導に当たって」の

配慮事項として，「曲に合った歌い方や楽器の演奏の仕方などの指導方法を工夫すること」，また

現行の学習指導要領では「和楽器」については高学年で取り上げる旋律楽器の例として示されて

いたが，「第 3学年及び第 4学年で取り上げる旋律楽器」の例示に「和楽器」が追加されたこと，

知的財産の保護と活用に関する配慮事項として，「表現したり鑑賞したりする多くの曲について，

それらを創作した作曲者がいることに気付き，学習した曲や自分たちのつくった曲を大切にす

る態度を養うようにするとともに，それらの著作者の創造性を尊重する意識をもてるようにす

ること。また，このことが，音楽文化の継承，発展，創造を支えていることについて理解する素

地となるよう配慮すること」が，現行の中学校及び高等学校の学習指導要領で示されていたもの

が小学校の学習指導要領でも示されたこと，などがある。	

	 音楽科の各学年の目標や内容を踏まえ，音楽の授業を実践していくための音楽的技能，技術が

小学校教諭に求められる。	

	

	 保育士，幼稚園教諭，また小学校教諭の養成校における保育士養成課程，また教職課程におい

                                                
20 『小学校学習指導要領(平成 29年告示)解説	音楽編』（文部科学省）	
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ても，それぞれの指針や教育要領，学習指導要領の改訂に合わせカリキュラムの再編が求められ

ている。	

	

	 保育士養成課程のカリキュラムは，見直しが行われ，指定保育士養成施設においては 2019 年

度入学生から見直しを踏まえたカリキュラムが適用されることになる。また保育士試験につい

ては，2020 年度からの適用が適当であるとされた。21	保育士試験の実技試験については，現行

のものと同様とすることも合わせて示された。	

音楽が関わる必修科目としては，現行では系列「保育の内容・方法に関する科目」の科目「保

育内容演習」の「表現」に関わる部分として，また系列「保育の表現技術」の科目「保育の表現

技術」の音楽表現に関わる部分が，今回の見直しにより，系列「保育の表現技術」は系列「保育

の内容・方法に関する科目」に統合され，合わせて科目名称が「保育の表現技術」から「保育内

容の理解と方法」へと変更となった。見直し後は系列「保育の内容・方法に関する科目」の科目

「保育内容演習」における領域「表現」について，また科目「保育内容の理解と方法」の音楽表

現に関わる部分が，直接的に音楽の技能，技術が必要な分野である。	

幼稚園教諭，小学校教諭の養成については，大学における教職課程の再課程認定が 2017 年度

から申請が開始され「教職課程コアカリキュラム」が導入されることになった。また「領域に関

する専門的事項」の科目については教職課程コアカリキュラムの対象とはされていないが，平成

29 年 3月に一般社団法人保育教諭養成課程研究会によって，「幼稚園教諭の養成課程のモデルカ

リキュラムの開発に向けた調査研究−幼稚園教諭の資質能力の視点から養成課程の質保証を考

える−」の調査研究の中で，5 領域の教育内容の着実な実践と幼児教育の専門家としての幼稚園

教諭の資質能力の育成に向け，モデルカリキュラムが開発され，提案されている。 

また，一般社団法人全国保育士養成協議会が行う「保育士試験」の実技試験では，試験分野と

して，音楽表現に関する技術，造形表現に関する技術，言語表現に関する技術のうち 2分野を選

択するが，音楽表現に関する技術の試験では，幼児に歌って聞かせることを想定した，2曲の子

どもの歌の課題曲を弾き歌いするが，楽器については，ピアノだけでなく，ギター，アコーディ

オンでの弾き歌いも認められている。保育士として必要な歌，伴奏の技術，リズムなど総合的に

豊かな表現ができること，が求められている。	

	 これらのことから，保育士や幼稚園教諭，小学校教諭を目指し，養成課程で学ぶ学生にとって，

一定のピアノ演奏技能の獲得は，重要な位置を占めていると言うことができる。	

	

                                                
21 厚生労働省保育士養成課程等検討会報告書「保育士養成課程等の見直しについて（検討の整理）」(2017

年 12 月)	 厚生労働省 HPより	
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保育者，小学校教諭の養成校においては，上述の，領域「表現」に関わる科目，保育内容の指

導法に関する科目や，小学校音楽科の教科教育法，教科に関する科目等，資格取得，免許状取得

のための必修科目が設定されているが，それに合わせて養成校では，授業数や単位数に多少の差

はあるが，ピアノや歌，また音楽の基礎知識に関する授業が設定されているのが通例である。こ

れまで保育所保育指針や幼稚園教育要領，小学校学習指導要領等の各法令の改訂や，それに合わ

せた養成課程のカリキュラム編成の変更に伴い，他の科目の変更や増減と同様に，音楽関連の科

目についても，科目数やその名称，単位数などについて同様に変更され，また授業の実施方法等

についても，授業科目や授業時数を増やさずに学生により良い学習内容，環境の提供を目指し，

グループによるレッスンの実施や，ピアノ実技の授業と，他の声楽や器楽などの授業の抱き合わ

せで授業を実施するなどの，各養成校の創意，工夫が随時行われてきた。 

その中で，ピアノ実技のレッスンの時間については，特に検討が重ねられてきている，と言え

る。前回(2010 年(平成 22 年))の保育士養成課程のカリキュラムの変更では，それまで「基礎技

能」という名称であった科目が「保育表現技術」という名称に改められた。「基礎技能」の目標

は，もちろん「保育の内容を理解し」，「保育の中で取り扱う教材やそれらを展開するために必要

な」22	知識や技能の習得であり，内容には具体的に	

	

1.音楽に関する基本的な知識や技能	

(1)楽譜を読むために必要な基本的な知識		

(2)歌い，演奏するために必要なソルフェージや器楽に関する知識や技能		

(3)様々な音楽活動を通しての楽しさや喜びの経験		

(4)子どもの歌，簡易楽器，ピアノなど器楽による伴奏法など保育実践において必要な知識や	

技能	

(厚生労働省「第 5 回保育士養成課程等検討会」(平成 22 年 2 月)資料 2「教科目の教授内容の改正案」p.21 より引用)	

 

	 とあった。 

平成 22 年の改正で「基礎技能」から「保育の表現技術」への科目の名称や教授内容の改正は， 

 

子どもの表現を広く捉え，子ども自らの経験や周囲の環境との関わりを様々な表現活動や 

遊びを通して展開していくことが重要であることを踏まえ，このような子どもの表現に係る 

保育士の保育技術を修得する教科として「保育表現技術」に名称を変更する。 

                                                
22 厚生労働省「第 5回保育士養成課程等検討会」(平成 22年 2月)資料 2「教科目の教授内容の改正案」

p.21 
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また、現行の「基礎技能」の内容にある音楽，造形，体育を，音楽表現，造形表現，身体表現， 

言語表現とするが，これらに関する表現技術を保育との関連で修得できるようにすることが 

必要である。23 

 

	 という理由，目的で行われた。科目の目標は「基礎技能」と同様の内容ではあるが，「知識や

技能を習得させる」という言う表現が，「知識や技術を習得する」と変更になっており，教える

側ではなく，学ぶ側が主体の表現になっている。また「技能」が「技術」に変更になっているこ

とについて，村上ら(2017)は，「技能」については，「保育者養成校の学生を主体としているため，

そこに付随する能力である「技能」に焦点が当てられた」24，そして「技術」に変更になったの

は，「保育者が技能を身に付けているのは当然として，保育現場でその技術を活用することを目

標とした」25	ためである，と推測している。科目の内容についても，具体的な「歌」や「器楽」，

「ピアノ」，「伴奏」といった語句の表現は無くなり，	

	 	

音楽表現に関する知識や技術		

(1)子どもの発達と音楽表現に関する知識と技術		

(2)身近な自然やものの音や音色，人の声や音楽等に親しむ経験と保育の環境		

(3)子どもの経験や様々な表現活動と音楽表現とを結びつける遊びの展開	

(厚生労働省「第 5 回保育士養成課程等検討会」(平成 22 年 2 月)資料 2「教科目の教授内容の改正案」p.21 より引用) 

 

という表現に改正された。改正後の養成校の問題として，村上ら(2017)は平成 23 年度の全国保

育士養成協議会セミナーの第 9分科会での，「音楽表現系科目の意義と授業実践」がテーマでの

議論における意見を，「「基礎技能」を踏襲する意見と，豊かな表現力を持った学生の養成を目指

す意見に二分された」26	と紹介している。前者には，保育者からの「ピアノを基本として楽譜の

読み方や子どもたちへの指導の際に必要な基本的技術」を求める意見や，「器楽，声楽という枠

組みで鍵盤楽器の奏法の習得や演奏技術の習得を目指す」27	という養成校側の意見があったと

報告している。また後者の意見として，「子どもたちが音楽表現活動を通して心身ともに健やか

に成長していく」ことや，「ピアノに拘らず様々な音を活用して音の楽しさを伝えていく発想の

                                                
23 「保育士養成課程等の改正について（中間まとめ）」(平成 22 年 3 月)厚生労働省保育士養成課程等検討

会 資料 
24 村上玲子・三島瑞穂「保育者養成校における教科目「保育表現技術」の捉え方と課題 −音楽担当者の立

場からの考察−」 p.23 
25 同上 p.23 
26 同上 p.24 
27 同上 p.24 
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転換」28	を求める声があったこと，また養成校の教員が「総合的な視点から音楽を捉え直す必要

性や音楽を表現の一部として捉えていくことも大切である」29	という意見があったことについ

て触れている。子どもたちへの保育，教育の活動の中で，技能を重視するか，表現を重視するか，

という議論にもなっているが，両者のいずれにしても，実際には教育上の問題として，音程がと

れなかったり，楽譜が読めなかったりという，「学生に基本的な表現の技術と知識を習得させる

難しさが指摘され，学生の表現力をどう育てるか」30	という問題が生じている，と指摘してい

る。また，身体表現，音楽表現，造形表現，言語表現の 4つの分野の表現を担当する「教員間の

連携」の必要性や，「学生がピアノ等の技能の習得で精一杯で余裕がない中で，表現の本質をど

う学ぶか」が課題になっており，これは「表現の特性，形態も異なる身体，音楽，造形，言語の

4つの表現分野で捉えることによる分断」31	 が原因になっているとも言っている。	

	 このようなはカリキュラム変更後も，保育や教育の現場からは，養成校には変わらずにピアノ

や音楽の技能が求められている。後の第 3章にも示すが，保育所(園)や幼稚園の採用試験には，

カリキュラム変更前と変わらずにピアノの実技試験が行われており，また保育実習や幼稚園教

育実習でも弾き歌い等の技能がある程度求められている。小学校の教員採用試験においては，自

治体の違いにより，実技試験が廃止されているところもあるが，現在も歌唱共通教材の弾き歌い

などの音楽の実技試験を実施しているところもある。ピアノという楽器は，演奏の技能があれば，

1台でメロディーも伴奏も同時にしかも広範囲の音域で演奏することができ，独奏楽器としても，

伴奏の楽器としても用いられ，また調律の必要はあるが，ある程度正しい音程を弦楽器や管楽器

等と比較すると平易に出すことができるということから，保育，教育の現場では長らく活用され

ている。村上らが「表現の技術はピアノの技術，弾き歌いの技術の習得が重要視され，これらの

技術を備えて初めて表現ができるようになるという前提がある」32	と言っているように，保育

者養成校ではこれまでの慣例的にも，ピアノを重視している傾向があると言え，「基礎技能」が

「保育の表現技術」に変わってからも，科目が減少している養成校もあるが，カリキュラム編成

等を工夫したり，グループレッスンを導入したりと，何とか音楽の技能が表現まで結びつくよう

にと取り組んでいるのが現状である。	

	 参考として，村上らが平成 25 年度の全国大学音楽教育学会中・四国地区学会の中で 6校の養

成校に対して行った，保育表現技術（音楽分野）の科目名と授業の内容についての調査結果を表

5に示す。 

                                                
28 村上玲子・三島瑞穂「保育者養成校における教科目「保育表現技術」の捉え方と課題 −音楽担当者の立

場からの考察−」 p.24 
29 同上 p.24 
30 同上 p.24 
31 同上 p.25 
32 同上 p.25 
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表 5	 保育表現技術（音楽分野）の科目名と授業の内容について33 

 

 

 

 

 

 

 

 

	 この調査では，改正の前と同様に，楽典，ソルフェージュや，発声法，歌唱法，ピアノ演奏技

術や弾き歌いの内容が実施されていた。 

 

筆者が勤務する S 女子大学では，2018 年現在においては，保育者，小学校教員養成課程にお

ける音楽が関連する科目の授業は，以下の表 6のとおり実施されている。34	

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                
33 村上玲子・三島瑞穂「保育者養成校における教科目「保育表現技術」の捉え方と課題 −音楽担当者の立

場からの考察−」p.25 
34 現行のカリキュラムによる授業とその内容について示した。必修の後の(保)については保育士資格取得

のための必修科目を，(幼)については幼稚園教諭一種免許状取得のための必修科目を，(小)については，

小学校教諭一種免許状取得のための必修科目を，それぞれ示している。 

からは，身体，音楽，造形，言語の４つの表現分野を

担当する教員間の連携の必要性とともに，各表現分野

の課題が指摘された．特に，学生がピアノ等の技能の

習得で精一杯で余裕がない中で，表現の本質をどう学

ぶかが課題として挙げられた．これは，表現をそれぞ

れ表現の特性，形態も異なる身体，音楽，造形，言語

の４つの表現分野で捉えることによる分断が起こした

問題の指摘といえる．

　全国大学音楽教育学会中・四国地区学会の平成 24

年度の研究大会においても，当時保育士養成課程検討

委員であった矢藤より保育士養成課程改正の趣旨と

「保育表現技術」の意味や音楽との関連についての説

明を受け，活発な議論が展開された 11）．「演奏技術等

に主眼が置かれるケースが多い」，「音楽領域は非常勤

講師が担当することが多い」，「音楽領域は保育を機軸

とした科目として一貫していると言えない」と指摘し，

養成校のカリキュラムにおける位置づけと工夫が必要，

採用試験におけるピアノ重視の対策や保育の質の向上

と音楽の役割の明確化が課題であると示唆した．これ

らの指摘は，これまで保育に基礎技能「音楽」が必要

であると疑う余地のなかった担当教員にとって，大き

な課題を投げかけられたといっても過言ではない．

　文部科学省平成 21-22 年度先導的大学改革推進委託

事業による「短期大学における今後の役割・機能に関

する調査研究」の成果報告書の中では，次のように

保育者養成機関と現場とのかい離が浮き彫りになっ

た 12）．幼児教育に関連する「個別的・具体的保育知識・

実践力」について，短期大学が最も力を入れて育成し

ている力は「ピアノ技術」であり，２位は「豊かな表

現力」，３位は「子どもを見守り支援する力」であっ

た．この結果を受けて，保育所を対象とした訪問調査

を行ったところ，「ピアノもできた方がよいが，最も

重要なことではない」「（短期大学の）ピアノ重視は

驚きですね．（中略）今は保育の在り方が大きく変わっ

ている」「ピアノ等は得意技の一つ．一人で保育をす

るわけではないので，一人にすべてが備わっている必

要はない」といった回答が得られた．一方，「やはり

ピアノができる保育者は音楽の活動を多く取り入れて

いるので，子どもたちの音楽的環境が豊かになる」と

いう意見もあり，ピアノが苦手な学生も保育の現場で

は積極的に音楽活動を取り入れられるように教えてい

く必要性が感じられるものであった．

　平成 25 年度の全国大学音楽教育学会中・四国地区

学会大会における「保育者の音楽表現技術をどう捉え

るか」についてのシンポジウムでは，教科目の改正か

ら２年経過した中で，地区学会会員校における改正前

後のカリキュラム構成の現状や音楽の授業の実践報

告，さらに，保育現場からの保育表現技術の捉え方等

各々の立場から保育表現技術の解釈や捉え方について

活発な意見交換が行われた 13）．その中で，学会会員

校６校を対象とした保育者養成校における保育表現技

術（音楽分野）の科目名と授業内容調査結果が報告さ

れた．以下は，その保育表現技術（音楽分野）の科目

名と授業内容の調査結果である．

　Ａ校： 音楽基礎演習，音楽Ⅰ～Ⅳ，楽典，子どもの

音楽的発達，発声法，ピアノ演奏技術，子ど

もの歌の弾き歌い

　Ｂ校：基礎音楽Ａ，楽典，子どもの歌の弾き歌い

　Ｃ校： 音楽Ⅰ・Ⅱ，基礎音楽Ⅰ・Ⅱ，器楽Ⅰ・Ⅱ，

楽典，ピアノ演奏技術，発声法，歌唱技術

　Ｄ校：音楽Ⅰ～Ⅳ

　Ｅ校：基礎技能音楽Ａ，音楽Ｂ

　Ｆ校： 音楽Ⅰ～Ⅳ，楽典，ピアノ技術，声楽，弾き

歌い，簡易打楽器の奏法，合奏，即興演奏

　これらの教科目名を概観すると，「音楽」という名

称が大半で「表現技術」の科目名は見当たらない．授

業内容は，音楽の基礎知識と技術の習得を目標とし，

楽典，ソルフェージュ，発声法，歌唱法，また，ピア

ノ演奏技術と子どもの歌の弾き歌いが中心で改正前の

「基礎技能」の多くの内容がそのまま実施されていた．

表現の技術はピアノの技術，弾き歌いの技術の習得が

重要視され，これらの技術を備えて初めて表現ができ

るようになるという前提があるといえる．

　改正後に展開された保育者養成校の教科目「保育表

現技術」に関する以上の議論には，共通して次のよう

な課題が見られる．保育所保育指針や保育現場の視点

からは，ピアノ等の基礎技能に拘らない現実の子ども

の表現を中心とした内容が必要であることがわかる．

教科目「保育表現技術」では，従来の基礎技能の専門

的知識・技能ごとの独立した枠組みではなく，実際の

子どもの表現に対応する一体化した新たな教育的枠組

みが求められている．

　しかし，現状では，授業や教員間の連携，保育現場

との連携，共通認識が十分ではないという大きな課題

がある．具体的には，学生自身の表現力をどのように

向上させるかという保育者養成校の苦心の様子が見ら

保育者養成校における教科目「保育表現技術」の捉え方と課題

－音楽担当者の立場からの考察－

25
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表 6	 2018 年度 S 女子大学の保育者，小学校教員養成課程における音楽関連の科目 
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	 この表で見ると，ピアノの科目が多いようにも見えるが，個人レッスンの授業では，1時間

(90 分)の授業のうち，学生が教員に直接指導を受けられるのは 15 分〜20 分と，短い時間であ

る。90 分のうち，直接指導の他の時間には，電子ピアノで予習，復習を行っている。また，2年

次には「子どもと音楽」や，「保育内容演習」の科目である「保育内容(表現(音楽))」が開始さ

れ，それまでに表現できるための知識，技能が身に付いていなければならない。そう考えると，

1年次の基礎科目である「音楽入門」や「ピアノ入門」での初学者への指導は，必然的に，短期

間に知識と技能を合理的，効果的に身に付けられるようなものでなければならない。	

2019 年度からは，今回(平成 29 年度(2017 年度))の見直しにより，「保育の表現技術」は系列

「保育の内容・方法に関する科目」に統合され，科目名称が「保育の表現技術」から「保育内容

の理解と方法」へと変更となる。科目の目標や内容は現行のものから継承される部分も見られる

が，「表現」という文言がなくなり，より保育の中での子どもを中心とした実践的な能力が求め

られていると言える。音楽を子どもと一緒に楽しんだり，子どもたちに歌や楽器の指導を行った

り，子どもと一緒に音楽を鑑賞し良さを味わい気持ちを共有するためには，やはり基礎的な音楽

の知識，技能や，ピアノ等の演奏の能力は重要であると考える。今後も養成校のカリキュラム編

成については，継続して検討を重ねる必要性がある。	
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第 3節	 養成校のためのピアノ教材の比較	

	 保育者，小学校教員養成校を対象とした，ピアノ指導用のテキストが各出版社から出版されて

いる。比較的容易に入手することができ，かつ現在も保育者，小学校教員養成校で使用されてい

ると考えられる 8つの教材について，それぞれの内容と特徴について比較し分析した。（表 7−A，

7−B）	

	 8 つの教材のうち，5つが『バイエルピアノ教則本』を底本としている。『バイエルピアノ教則

本』は，日本でのピアノ教育の初期から現在まで引き続き使用されている教材である。特に，保

育者養成課程や教員養成課程においては，伝統的に使用され，現在でも多くの養成校で使用され

ている。しかしながら，近年は「バイエル」を使用するデメリットについても認識され始めてい

る。例えば導入部分から右手も左手もト音記号(高音部譜表)での表記のため，左手のヘ音記号

(低音部譜表)の読譜に混乱が生じたり，抵抗感を感じやすくなったりする，等のデメリットがあ

る。これらについては，第 5 章第 2 節「保育者，小学校教員養成課程におけるピアノ教材の変

遷」の中で詳しく論じる。	

	

ピアノを弾く姿勢，椅子の座り方，手や腕の使い方やフォーム等について，簡単な説明がある

ものはあったが，初学者に向けた詳しい説明や指示があるものは見当たらなかった。どの教材も，

保育，教育の現場で活用できるよう考慮され，楽典の知識が学習できるようになっていたり，リ

ズム表現についての教材が掲載されていたり，また保育者養成と同時に小学校教員養成課程で

も活用できるよう，小学校歌唱共通教材が掲載されていたりと，養成校での授業と，保育，教育

の現場での活用との両方の視点から作成されているものもあった。また，これらの教材は単独で

使われる場合もあるかもしれないが，多くの養成校では子どもの歌が多数掲載されている弾き

歌いの教材を併用するのが通例である。しかしながら，養成校に入学するまでに，音楽の学習経

験が乏しく，全くのピアノ初学者が学習する，という観点からみると，初期の段階で急に両手で

のピアノ演奏の課題があったり，すぐに歌とピアノを同時に行う「弾き歌い」の課題があったり

と，いずれの教材も初学者にとっては十分に考慮されているとは言えない。このことも初学者が

学習することを前提としたピアノ学習の教材を作成しようと考えた 1つの所以でもある。	

	

	

	

	

	

	

	



 23 

表 7-A  既存の教材の比較 
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表 7-B	 既存の教材の比較 
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第 3 章	保育・教育の現場が保育者，小学校教員に求めるピアノ，音楽に関する能力	

	

第 1節	保育士試験の実技試験	

前章でも触れているが，保育士試験では，「弾き歌い」が実技試験として実施されている。（筆

記試験の合格者に対して行われる。実技試験は，音楽表現に関する技術，造形表現に関する技術，

言語表現に関する技術のうち 2分野を選択するものであり，音楽表現を選択しなければ，音楽の

実技ができなくとも，保育士資格を取得することはできる。）ここには，2018 年度後期実施の課

題の内容を示す。 

	

平成 30 年度の保育士試験「受験申請の手引き」より	

試験分野	

音楽表現に関する技術		 幼児に歌って聴かせることを想定して、課題曲の両方を弾き歌いす	

る。	

求められる力:保育士として必要な歌、伴奏の技術、リズムなど、総合的に豊かな表現ができ	

ること。	

1.「おかあさん」(作詞	田中	ナナ	・	作曲	中田	喜直)		

2.「アイ	アイ」(作詞	相田	裕美	・	作曲	宇野	誠一郎)	

	

●ピアノ、ギター、アコーディオンのいずれかで演奏すること。(楽譜の持ち込み可)		

●ピアノの伴奏には市販の楽譜を用いるか、添付楽譜のコードネームを参照して編曲したも	

のを用いる。	

	●	ギター、アコーディオンで伴奏する場合には、添付楽譜のコードネームを尊重して演奏	

すること。	

●	いずれの楽器とも、前奏・後奏を付けてもよい。歌詞は 1番のみとする。移調しても	

よい。	

注意	1:ピアノ以外の楽器は持参すること。	

注意	2:ギターはアンプの使用を認めないのでアコースティックギターを用いること。	

カポタストの使用は可。	

注意	3:アコーディオンは独奏用を用いること。	

	 （一般社団法人全国保育士養成協議会 平成 30 年度保育士試験「受験の手引き」より引用） 
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譜例 1	 平成 30 年度(後期) 保育士試験 音楽表現に関する技術 実技試験35	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

		過去の課題曲においても同様に，メロディーにコードが付されている楽譜で，子どもの歌の弾

き歌いが 2曲設定されてきた。歌，ピアノ(ギター，アコーディオンも可)，また弾きながら歌う

「弾き歌い」の技術と，総合的な豊かな表現が求められている。「保育士試験」においても「弾

き歌い」の技術が求められていることに注目する。	

	

                                                
35 一般社団法人全国保育士養成協議会 平成 30 年度保育士試験「受験の手引き［後期用］」p.30 

中田喜直

音楽試験課題曲

※試験会場に楽譜は用意しますが、自分の楽譜を持ち込むことも可とします。

日本音楽著作権協会（出）許諾第1712993‐701号

申
請
す
る

受
験
す
る

質
問
す
る

大
阪
府
の
保
育
士
試
験
に
つ
い
て

全
科
目
免
除
者
の
受
験
申
請
期
間
に
つ
い
て

30
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第 2節	保育者へのアンケート調査から	

2018 年(平成	30	年)1 月〜3月にかけて，保育者への質問紙による調査を行った。宮城県仙台	

市を中心とし，東京都 23 区，名古屋市，大阪市，福岡市の公立，私立の保育所(園)，幼稚園，	

幼保連携型認定こども園（以下「認定こども園」と記す。）の中から，無作為に 300 の園を抽出

し，郵送で質問紙を送付し調査を依頼した。質問紙は A4 の用紙 1枚に両面印刷したものを，各

園に 5部送付し，1つの園から 大 5人分を返送してもらう形をとった。	

返送により 133 の園から回収することができた。返送の回収率は 44.3%である。各園から 少

は 1 人分， 多で 5 人分の質問紙を返送してもらい，合計で 571 人分の有効回答を得ることが

できた。	

本節では，質問紙調査から得られたデータの分析，考察を行う。	

なお，質問紙については，資料として本章末に示す。	

	

質問紙を回収できた，保育所(園)，幼稚園，認定こども園の種別ごとの人数と比率は，以下の

表 8のとおりである。	

571 名の保育者のうち， も多かったのが幼稚園に勤務する保育者 316 人からの回答であり，	

続いて保育所(園)に勤務する保育者が 211 人，認定こども園に勤務する保育者が 44人であった。	

 

表 8  種別ごとの人数と比率 

	

	

	

	

	 以下，項目ごとに，質問紙での質問と集計結果を示す。	

	

質問 1 あなたの学生時代まで、また就職してからのご経験について、ご記入下さい。 

 

質問 1では，養成課程のある短期大学や大学等に入学する以前のことから，調査時までの経験	

について，対象者自身について質問した。	

	

・卒業した保育士，幼稚園教諭の養成校(専門学校，短大，大学など)の就学年数について		

56.04%という半数以上の比率で，就学年数は 2 年であったことが分かった。また 4 年制大学	

や，短期大学のあとに専攻科に進学し 4年間就学した人数は	27.50%であった。今回の調査では，

質問紙を回収できた 571 人の対象者うち，保育士試験を受験し保育者として勤務している人数

�� ����� ����

	�� %
��
 � )
������ %% ( (
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は 4名(0.70%)であり，ほとんどの保育者が保育士養成校で学び，資格を取得したうえで保育者

として勤務している形態であった。養成校の就学年数とその人数，比率を表 9に示す。	

	 	

      	 	 	  表 9	 卒業した養成校の就学年数 

	 	 	 	 	 	

	

	

	

	

	

	

	

・これまでに経験した職種について		

回答を得た保育者が，これまでに経験した保育職の職種については，表 10 のような結果であ

った。幼稚園教諭が 378 件，次いで保育士が 266 件，認定こども園に勤務する保育教諭の件数は

34 件であった。	

表 10	 経験した職種 

	

	

	

	

	

・現場経験の年数	

保育者としての勤務年数については，今回の調査では も長いもので 45 年， も短いものは	

1 年であった。(1 年未満の数ヶ月の経験については，1 年に含めてカウントした。)	 若手であ

る 1年〜4年が比較的多く，勤務の経験年数が増えるに連れ，人数が少なくなっており，反比例

の関係になっていることが分かった。経験年数とその人数，比率について表 11 に示す。	
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 	 	 	 	 	 	 	 	 	 表 11	 現場経験の年数と比率 

			

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	・役職，職名について	

現在の役職について調査した。職場により役職名が異なり，様々な職名で勤務していることが

分かった。表 12 に結果を示す。質問が選択ではなく，記述式であり，また「役職」のイメージ

が「園長」や「主任」等を表すものと捉える保育者が多かったのか，この項目は「回答なし」が

多かった。質問の文章について，再考の余地がある。	
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		 	 	 	 	 	 	 	 	表 12	 職名	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

・実習生の指導担当の有無について		

保育所(園)，幼稚園，認定こども園における，保育実習，幼稚園教育実習の実習生を受け入れ，

指導を行ったことがあるかどうかについて質問した。表 13 がその結果である。今回調査に回答

した保育者のうち，76.36%の保育者が実習生を指導した経験があることが分かった。	

	

表 13	 実習指導の経験 

	

	

	

	

	

・養成校に入学するまでのピアノの経験，音楽経験の有無について	

回答のうち，明確にピアノを習った期間が分かるもの(456 件)について，表 14-A にまとめた。

また期間は分からなかったが，その他の楽器を習った経験があるもの，どの程度ピアノを弾くこ

とができたか分かるものと，回答がなかったもの(115 件)について表 14-B に示した。入学前ま

でのピアノを習った経験が分かった 456 人のうち，「全く経験がない」と答えた人数は 133 人で，
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比率は 29.17%であった。約 3 割が未経験であり，この結果は，四家・菊地・岩淵(2013)の調査

と同様の数値である。36	また経験が 3 年以下の人数については，4 割以上となることが分かっ

た。中には，10 年を超えてピアノの経験がある対象者もいたが，未経験者や経験が 3 年以下の

対象者の割合については，これまでの先行研究と概ね同様の結果が得られた。	

	

表 14-A 	 	 	 	 	 	 	 	 	 			表 14-B 

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	質問 2 保育所(園)、幼稚園、こども園での保育・教育の中で、ピアノの活用について、ピア

ノを使用する頻度が多い順に並べてください。 

	

質問 2では，保育所(園)，幼稚園，認定こども園での保育・教育の活動の中で，どのような場	

面でピアノを活用することが多いか，を質問した。ピアノ演奏を伴った活動として考えられる，	

A〜C の 3 つの場面と，その他を D とし，ピアノを用いる頻度が高い順に並べ替えの回答を求め	

た。回答の項目は以下の通りである。	

                                                
36 四家・菊地・岩淵「本学の保育者養成課程におけるピアノ指導の課題と展望 −カリキュラムの見直しと

学生のアンケートの結果から−」『仙台白百合女子大学紀要第 18 号』p109〜110 

	�
������� ���� �����

��

%

% %

%

%

%

%

�� %

-1.����:=35 ,5>,?

����74 ��
���&74 ��
!&�"#$*74 ��
:=�� ��
���74 ��
2� �
�'��*( �
60
;���� �
+9 �
�& �*�#�	 �
)��%(���3 �
�'*��9 �
/8�� ��

<����



 32 

A	子どもの歌の伴奏(朝や帰りの会の歌，季節の歌，発表会のための練習など)	

	B	歌の指導での活用(メロディーの音取りなど)	

		 C	ピアノ単独での演奏(活動の切り替えの音楽等も含む)	

D	その他	

並べ替えられた順位に，1 位を 4，2 位を 3，3 位を 2，4 位を 1 とし，また並べ替えの項目が

4つに満たない場合には，未回答の順位を 0として得点化し，順位データの分析を行った。	

571 人の対象者のうち，8件は回答が無く，有効な回答は 563 件であった。A〜Dについて平均

値と標準偏差の数値を表にしたものが表 9である。また表 8をグラフ化したものが，グラフ 2で	

ある。また，A〜D のそれぞれの順位別の回答件数を集計し表にしたものが表 15 であり，表 15

をグラフ化したものがグラフ 2である。表 16 には選択肢 A〜Dの順位別回答件数を，表 16 をグ

ラフ化したものをグラフ 3に示す。	

		

																					表 15	 選択肢 A〜D の平均値と標準偏差 
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表 16	 選択肢 A〜D の順位別回答件数	

	

	

	

	

	

	

	

グラフ 3	

			

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

D の「その他」を含め，A〜D の保育・教育の中でのピアノを活用の 4 つの項目のうち，平均

値，回答順位ともに得点が も高かったのが A「子どもの歌の伴奏」の場面であった。次いで B

「歌の指導」，C「ピアノ単独での演奏」の順となった。Dの「その他」については，172	人の対

象者が自由記述で回答し，計 224 件の回答数が得られた。Dの回答の詳細を表 17 に示した。	
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表 17	 D「その他」の内容	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

																							

	

D「その他」のうちで も多くあがったのが「リトミック，リズムあそび」の活動であった。	

次いで「ゲーム等」の椅子取りゲームやストップゲーム等のゲームの BGM としての活用があげら	

れた。以下，「行事等」，「礼拝，奏楽」と続く。中には，「クラスに音楽担当の専任教諭がいるの	

で自分は弾かない」という回答もあった。	

	 	

	

質問 3 保育士、幼稚園教諭、保育教諭として必要なピアノ演奏の技術についてお答えくださ

い。以下の①～⑧の項目について、とても重要だと思うものには A、まあまあ重要だと思うもの

には B、あまり重要ではないと思うものには C、まったく重要ではないと思うものには Dを、そ

れぞれ○で囲んでください。 

	

質問 3 では，保育士，幼稚園教諭，保育教諭として必要な，ピアノ演奏の技術について質問	

した。保育，教育の現場で必要であると考えられる 7つの項目のピアノと弾き歌いに関する技能	

について 4択で回答を求めた。さらに，7つ以外にもあれば「その他」として自由記述式の回答	

を求めた。質問項目は，以下の通りである。	

①ピアノ独奏の曲を弾くことができる		

②子どもの歌を右手で旋律を弾きながら歌うことができる		

③子どもが歌うのに合わせて伴奏をすることができる		

④右手で旋律を弾き，左手でコードを弾くことができる		
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⑤両手でコード伴奏をすることができる		

⑥伴奏を弾きながら歌う(弾き歌いする)ことができる		

⑦伴奏を弾きながら先歌い(次の歌詞の頭出し)をすることができる		

⑧その他	

4 択の回答の各選択肢は，A「とても重要だと思う」，B「まあまあ重要だと思う」，C「あまり重	

要ではないと思う」，D「全く重要ではないと思う」とした。	

①〜⑦の回答を集計しまとめたものが表	18 である。	

	

				表 18	 質問項目①〜⑦の集計	

			

①の「ピアノ独奏の曲を弾くことができる」は，A が 12.1％，B が 41.0％であり，AB 両者を

合わせると，53.1％となり，半数以上の保育者がピアノ独奏の曲を弾くことができることを重要

である，と捉えていることが分かった。同時に，C が 36.6％，また D が 7.7％で CD の両者を合

わせた 44.3％の保育者があまり重要はでない，全く重要ではないと考えていることが分かった。

「まあまあ重要である」と「あまり重要ではない」の割合がほぼ同程度であるのは，保育，教育

の現場でピアノ独奏の曲を弾く場面はあっても，それよりも歌を伴った活動のほうがより頻度

が高いことが理由として考えられる。	

	 ②の「子どもの歌を右手で旋律を弾きながら歌うことができる」は，Aが 77.8％と約 8割を占

め，また Bが 20.1％であり，保育者の大多数が重要であると考えていることが判明した。Cの回

答は 1.8％，Dについては 0件であった。	

	 ③の「子どもが歌うのに合わせて伴奏をすることができる」についても，②と同様に，重要で
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あると考えている保育者がほとんどであった。Aは70.8％，Bは26.8％であり，両者合計で97.6％

と高い数値を示している。Cが 2.3％，Dについては②と同じく 0件であった。	

	 質問項目の中で，②，③については同程度に重要視されていることが判明した。右手で旋律を

弾きながら歌うこと，また子どもが歌うのに合わせて伴奏を弾くことは，保育者のピアノ演奏に

おける技能として，基礎的であり，また重要であると考えられていることが，この調査から読み

取ることができる。	

	 ④の「右手で旋律を弾き，左手でコードを弾くことができる」は，Aが 42.7％，Bが 45.7％で

あり，88.4％の割合で重要であると考えられていることが分かった。Cが 10.3％，Dは 0.3％で

あった。	

	 ⑤の「両手でコード伴奏をすることができる」については，Aが 13.0％と，①と同程度の割合

で，②，③，④，⑤，⑥，⑦に比べて Aの回答の割合が低いことが分かった。Bが 44.3％，Cが

36.8％，	 D が 5.1％であり，B,C,D についても①の回答とほぼ同様であった。4割以上の保育者

が「あまり重要ではない」，「まったく重要ではない」と回答し，他の質問と比較すると重要度が

低いことが分かった。	

	 ⑥の「伴奏を弾きながら歌う(弾き歌いする)ことができる」では，Aが 59.2％，Bが 33.1％で

あり，9割以上の保育者が「とても重要だと思う」，「まあまあ重要だと思う」と回答した。	

	 ⑦の「伴奏を弾きながら先歌い(次の歌詞の頭出し)をすることができる」は，Aが 44.3％，B

が 42.6％であり，AB 合わせて 86.9％であり，こちらも重要度が高いということができる。	

	 7 つの質問項目のうち，もっとも必要とされ重要度が高いのが②「子どもの歌を右手で旋律を

弾きながら歌うことができる」であり，次いで③「子どもが歌うのに合わせて伴奏をすることが

できる」，続いて⑥「伴奏を弾きながら歌う(弾き歌いする)ことができる」が必要とされている

ことが分かった。保育，教育の現場において必要と考えられているのが，「両手で伴奏をするこ

と」よりも「右手で旋律を弾きながら歌うこと」であり，もちろん両手で演奏することも必要と

されてはいるが，その必要性よりも「右手旋律と歌」を演奏するほうが必要性が高いことが，こ

の質問の結果から分かった。また，①「ピアノ独奏の曲を弾くことができる」や⑤「両手でコー

ド伴奏をすることができる」については，他の質問に比べ必要性，重要度が低いことが分かった。	

この結果には，保育，教育現場でのピアノの活用について，「子どもの歌の伴奏をする場面」，

「歌唱指導の場面」が多かったという質問 2 の結果との関連性も見られる。質問 3 で重要度が

高かった，「右手で旋律を弾きながら歌うこと」，「子どもの歌に合わせて伴奏すること」，「弾き

歌いをすること」は，質問 2の結果である，活用の場面が多かった「子どもの歌の伴奏をする場

面」，「歌唱指導の場面」で必要となる技能である。	

⑧の「その他，ピアノや弾き歌いに関する技術で重要であると思うこと」については，以下の	

表 19 に記述をまとめた。⑧は対象者のうち 116 人から記述があり，計 138 件の意見があがった。	
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表 19	 ⑧「その他」の記述（複数）	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

意見が 1	件のみで，他に同様のものが無く，分類できなかった 17 件の意見は，以下の表 20

に示す。		

	

表 20 	 ⑧「その他」のうち 1 件のみの記述 
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少数の意見の中にも，保育，教育の活動の中でのピアノや弾き歌いに関する技術について，重	

要な意見が複数あった。歌い出しの「さん，はい」などの声がけや，子どもたちが歌う直前に歌	

詞を先読みする「先歌い」37	の技術，曲の途中から弾ける技術や，聴奏や暗譜など，ただ子ども

たちと一緒に歌うだけでなく，歌唱指導の活動の中で活用することができ，また活動の幅が広が

り重要な役割を担う技術，技能が見受けられた。また子どもたちが活動の中心であること，さら

に表現のために楽曲を分析し理解すること等の，保育や教育の活動だけでなく，一般的に音楽を

表現するうえでも重要である意見があげられている。	

	

	

質問 4 保育所(園)、幼稚園、こども園で歌う機会が多い曲を、年齢別に 3〜5曲ほどお答えく

ださい。	

	

質問 4では，保育所(園)，幼稚園，認定こども園で歌う機会が多い曲を，3歳児，4歳児，5歳

児	の年齢別に，それぞれ 3〜5曲を記述式で回答を求めた。保育所(園)や認定こども園では 0〜

2 歳の 3 歳未満の乳児，幼児も在籍しているが，3 歳未満児と，3 歳以上児のそれぞれの，ピア

ノの伴奏や弾き歌いの活動を伴った保育・教育の中での音楽的な活動を比べた場合，より多く，

本格的になるのは 3 歳以上児の活動であると考えられるため，本調査では対象を 3 歳，4 歳，5

歳とした。	

表 21 には，3歳児で歌うことが多い曲の集計結果を示した。表 22 には 4歳児の結果を，表 23

には 5歳児での結果を示した。3〜5歳児全てを合わせた結果については，表 24 に示した。	

	 集計の際，「季節の歌」や「聖歌」，「讃美歌」など，複数の曲を示しているものや，曲名を特

定できないもの，また「園歌」など園や施設によって曲が異なるものについては，表の 後にセ

ルを灰色にして表示した。また，「おはようのうた」や「朝のうた」，「帰りのうた」など，曲名

が同じで歌詞や旋律が異なる別の曲が複数あるものを薄灰色で示している。	

	 	

                                                
37 「頭出し」，「先読み」，「先歌い」等の名称が使われている。本論では「先歌い」とする。 
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表 21	 3 歳児 歌う機会が多い曲	
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表 22	 4 歳児 歌う機会が多い曲 
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表 23	 5 歳児 歌う機会が多い曲	
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表 24	 3〜5 歳児全て 歌う機会が多い曲 
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3 歳児では，曲名として 232 曲，件数は 1,446 件の回答があった。件数が も多かったのが，

アニメーション映画『となりのトトロ』のオープニングテーマ曲である《さんぽ》であった。1988

年の上映から 30 年が経過しているが，現在での保育所(園)，幼稚園，認定こども園での歌唱の

定番曲になっている。《ちゅうりっぷ》，《どんぐりころころ》，《おもちゃのチャチャチャ》，《こ

いのぼり》，《てをたたきましょう》，《ちょうちょう》，《とんぼのめがね》，《むすんでひらいて》

などの，曲の長さが比較的短く，旋律が複雑ではく単純で，3歳児の発達段階に即した曲が上位

に順位付けられている。《おべんとう》や，《朝のうた》，《帰りのうた》，《おかえりのうた》など

の挨拶や食事時に歌う歌も件数が多かった。	

	 4 歳児では，277 曲，1,285 件の回答が得られた。3歳児での結果と同様に，《さんぽ》が も

件数が多かった。上位に順位付けられた曲は，明らかに 3歳児のそれよりも，曲が長く，また旋

律やリズムが複雑になっていることが分かる。挨拶や食事の歌についても 3 歳児と同じく件数

が多かった。《夢をかなえてドラえもん》や《勇気 100％》などの，テレビアニメーション番組

の主題歌もあげられた。	

	 5 歳児では，295 曲，1,306 件の回答があった。 も件数が多かったのが《にじ》であった。

《にじ》は 4歳児でも《さんぽ》に次いで多かった曲である。《にじ》は新沢としひこ(1963〜)

作詞，中川ひろたか(1954〜)作曲の曲である。新沢，中川は両者とも保育者の経験がありシンガ

ーソングライターや，絵本作家等として子どもたちに向けた活動をしている。子どもたち向けの

曲を多数作詞，作曲しており，現代の保育・教育現場において数多くの歌が歌われている。《に

じ》に次いで件数が多かった《世界中のこどもたちが》は小学校の音楽の教科書にも採用されて

いる。《ともだちになるために》や《はじめの一歩》，《さよならぼくたちのようちえん(ほいくえ

ん)》，《パレード》など，今回の調査でも，多くの曲が回答された。また 5歳児の結果では，《カ

レンダーマーチ》や《思い出のアルバム》，《ビリーブ(Believe)》，《ありがとうの花》などの卒

園に向けた歌や，《ドキドキドン！1年生》，《1年生になったら》など小学校入学に向けて歌われ

る歌も数多くあげられた。《にじのむこうに》や《ありがとうの花》など，NHK 教育テレビ(NHK	E

テレ)で放送されている教育・音楽番組である「おかあさんといっしょ」から生まれた名曲も上

位に順位付けられた。	

	 3〜5歳児全ての回答を合わせると，曲名が 458 曲，件数は 4,037 件の回答が得られた。《さん

ぽ》が 上位で，《にじ》が 2番目に件数が多かった。「おかあさんといっしょ」や「みんなのう

た」，「いないいないばぁっ！」などのテレビ番組の音楽を担当し，数多くの子どもの歌を作曲し

た福田和禾子(1941〜2008)の作品である《カレンダーマーチ》が 3番目に多い結果となった。昔

から歌い継がれている子どもの歌や童謡，唱歌や，福田和禾子の作品，新沢としひこ，中川ひろ

たかが作詞・作曲した作品，また《あめふりくまのこ》や《バスごっこ》，《おはながわらった》

などの曲の作曲家で，合唱曲や，子ども向けのピアノ曲集が広く知られている湯山昭(1932〜)の
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子どもの歌の作品も多くあげられた。《おべんとう》や《給食のうた》(《おべんとう》の歌詞の

「おべんと」の部分を「きゅうしょく」に替えた歌)，また《朝のうた》，《おかえりのうた》，《帰

りのうた》，《おはようのうた》，《誕生日のうた》などの，園生活や行事に関わる歌も多くの件数

を集めた。調査結果の全体を通して見ると，数多くの曲名があげられ，それぞれの施設によって，

また年齢によって保育，教育の中で多くの異なった歌が歌われていること，また歌われる歌は概

して園生活や行事，季節に合わせた歌も多く歌われていることが分かった。	

 

 

質問 5 保育所(園)、幼稚園、こども園で活用している、歌の楽譜、本、曲集をお答えください。 

	

質問 5では，保育所(園)，幼稚園，認定こども園で活用されている歌の楽譜，曲集について調

査した。保育，教育の中で活用されている楽譜や曲集のタイトルと出版社を質問した。表 25 が

調査の集計結果である。楽譜，曲集の名称については，質問紙に記入されている通りに表記し，

出版社については，回答が無いものについては「回答なし」と表記した。また，複数のシリーズ

が出版されており，どの曲集か特定できないものや，名称から楽譜，曲集や曲が特定できないも

のについては，表の 後に薄灰色で表記した。	

	 上位の 3つがチャイルド本社出版の『こどものうた』シリーズであった。『こどものうた 100』

が も多く，22,59％を占めた。次いで『こどものうた 200』が 20,79％，さらに『続こどものう

た 200』が 7,53％となった。この 3冊のシリーズを合わせると，311 件となり，全体の 50,90％

を占める比率となる。この『こどものうた』シリーズのどの曲集か特定できなかったものも 16

件(2,62％)あり，今回の調査では回答を得たうちの半数以上の非常に高い割合で，『こどものう

た』シリーズが保育，教育の現場で活用されている，という結果になった。	

『こどものうた 12 ヶ月』（ひかりのくに）や，『どれみファンタジーランド』（エー・ティー・

エヌ），『おおきい木』（ドレミ楽譜出版社）などの保育，教育現場で歌われることを前提とした

子どもの歌，童謡の曲集，子ども向けに作曲された歌曲集が上位に順位付けられた。またキリス

ト教や仏教の保育所(園)，幼稚園で歌われる曲集や，大学や専門学校が独自に作成した曲集も見

受けられた。	
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表 25	 活用している歌の楽譜，曲集	
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質問 6 あなたが勤務している保育所(園)、幼稚園、こども園で、採用試験に音楽やピアノに関

する試験を行っている場合、試験課題の内容を、支障のない範囲でお答えください。 

	

質問 6では，現在勤務している保育所(園)，幼稚園，認定こども園の採用試験のうち，音楽や

ピアノに関する試験の内容を質問した。調査対象の 571 人のうち，265 人から回答を得られた。

回答率は 46,40％である。「回答がない」ものと，「実施自体をしていない」もの，「実施はして

いるが内容は分からない」ものなど，回答がなかった数が試験を実施していない数と一致してい

ないため，この数値が，音楽やピアノに関する試験を実施している園の正確な割合とは言えない

が，今回の調査の範囲では，約半数の園では音楽やピアノに関する試験を実施している，という

ことが分かった。	

	 265 件の回答のうち，試験課題が 2種類以上のものが 102 件，1種類のものが 163 件であった。

試験課題が 2種類以上のものを表 26−A，1種類のものを表 26−B に示す。	
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          表 26-A	 試験課題(2 種類以上)	 	 	 	 	 	 	 表 26−B	 試験課題(1 種類) 

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

採用試験のうち，課題の内容として も多くあがったものが「自由曲」であった。ついで「課

題曲」や「初見」もあげられた。「課題曲」については，そのほとんどが子どもの歌や童謡であ

る。また，この場合の「初見」とは，音楽大学の授業や試験等で行われるようなピアノ演奏の上

での「初見」視奏のような「初見」ではなく，その大半が子どもの歌，童謡を試験当日に楽譜が

渡され視奏，もしくは弾き歌いする，という課題であると考える。平成 25 年度(2013 年度)の S

女子大学の幼稚園の採用試験を受けた学生への事後調査では，ピアノ実技試験の課題の内容の

記述のうち，課題の内容に「初見」の表記があったものがのべ 10 件あり，そのうち初見の内容

の詳細について記述があったものが 7 件，内容は不明のものが 3 件であった。詳細の記述があ

V_W^c V_W^d 5C

8S QIE

W^E QIE

W^E 8S

=G QIE

������� QIE
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った 7件のうち，5件が子どもの歌や童謡の弾き歌いであり，残り 2件のうち 1件は「讃美歌の

伴奏」，もう１件は「歌なしのピアノのみの初見演奏」であった。38	参考までに内容を表 27 に示

す。このことから，保育所(園)や幼稚園の採用試験でのピアノ実技内容の「初見」は，大半が子

どもの歌や童謡の弾き歌い，または伴奏を当日指定で演奏する試験である，と考えられる。	

	 採用試験の内容は，各保育所(園)，幼稚園，認定こども園によって様々な課題が提示された。

「自由曲」が も多かったことから，採用試験受験者へのある程度の幅の広い選択肢が用意され

ていることが分かった。同時に，「弾き歌い」や「課題曲」，「初見」という語句も多く散見され

ることから，受験者のピアノの演奏技能を確認するのと同時に，弾き歌いをすること，歌唱の技

能，また読譜の能力や，その場で与えられた課題への対応力など，総合的な能力を審査されてい

ることが分かった。	

	

表 27	 幼稚園の採用試験のピアノ実技課題	 	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

                                                
38 四家昌博(2016)	 「保育者，小学校教員養成課程における効果的なピアノ指導について−テクニック的

な視点から−」平成 28 年度全国大学音楽教育学会東北地区学会研究発表 
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	四家(2016)「保育者，小学校教員養成課程における効果的なピアノ指導について−テクニック的な視点から−」	

平成 28	年度全国大学音楽教育学会東北地区学会研究発表	発表資料より）	
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質問 7 保育士、幼稚園教諭の養成校に望む、養成校で学んでいる間に身に付けてほしいと思う

ピアノや音楽に関する技能をご記入ください。 

 

	 質問 7では，保育士，幼稚園教諭の養成校に望む，養成校で学んでいる間に身に付けてほしい

と思うピアノや音楽に関する技能について質問した。総回答数571のうち，450人の回答者から，

複数回答も含め 588 件の回答があった。同様の回答を回答数の多い順に並べまとめたものが表

28 である。	

	 今回の調査では，保育，教育の現場で働く保育者が考える，養成校で学んでいる間に身に付け

てほしいと思うピアノや音楽に関する技能で も上位に位置づけられたのものが「弾き歌い」で

あった。全体の回答のうち，38.27％の回答者が「弾き歌い」と回答している。「弾き歌い」の他

の技能の比率は 10％以下であることからも，現場で「弾き歌い」が非常に重要視されているこ

とが明らかになった。次いで回答が多い順に「コード奏法」，「読譜」，「楽しむ気持ち」，「右手メ

ロディー」と続く。ピアノや音楽を「楽しむ気持ち」を養成校で学ぶ間に身に付けてほしい，と

いう回答が 39 件(6.63％)と比較的多いことに注目したい。「子どもたちに楽しさを伝えるため

には，まず保育者自身が楽しむこと」，「ピアノが苦手な場合は，上手に弾くことよりも，簡単で

もいいので楽しそうに弾けると良い」といった回答が多く寄せられた。	
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表 28	 養成校で身に付けてほしい技能	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

質問 8 保育実習生や幼稚園教育実習生を指導して、実習生に不足していると感じるピアノや音

楽の技能があれば、点(・)を○で囲みお答えください。複数回答可。他にあれば、その他の欄に

ご記入ください。	

	

	 質問 8は，保育実習生や幼稚園教育実習生を指導して，実習生に不足していると感じるピアノ

や音楽の技能について質問した。｢歌を歌うこと｣，「指導経験なし」，「ピアノを両手で演奏する

こと」，「ピアノを弾きながら歌を歌うこと」，「ピアノで子どもの歌の伴奏をすること」，	 	 	 	 	 	 	 	 	

「ピアノを使用して，子どもに歌の指導をすること」の 6つから，不足していると感じるものを

選択してもらった。また 6 つ以外に不足していると感じていることがある場合には，「その他」

の欄に自由に記述してもらった。総回答数 571 のうち，回答なしが 99 件あり，回答を得た 472

件を集計したものが表 29 である。「その他」には 66 件の回答があった。66 件のうち，複数回答
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があったものを表 30−A にまとめ，回答が 1件のみであったものについて表 30−B に示す。	

	

	

表 29	 実習生に不足していると感じるピアノや音楽の技能	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

表 30-A	 その他(複数意見)	
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	 	 	 	 表 30-B	 その他(1 件のみ)	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	 6 つの質問項目に対する回答の中で，回答件数が も多かったものが，「ピアノを弾きながら

歌を歌うこと」であった。「弾き歌い」の技能については，質問 2，質問 3，質問 7でも多くの回

答があり，保育，教育活動の中の重要さを示している。今回の調査では，現場では「弾き歌い」

ができることが求められているが，45.13％の保育者が，実習生にはその「弾き歌い」の能力が

不足している，と感じていることが分かった。次いで回答件数が多かったのが 31.57％の「歌を

歌うこと」であった。ピアノだけでなく，歌うこと自体の重要性が示唆された。3番目に回答数

が多く 26.69％の回答があったのが「ピアノで子どもの歌を伴奏すること」であった。回答数が

多かった上位 3つは，全てピアノ単独の活動ではなく，弾き歌いやピアノ伴奏に関わることであ

った。また，その他の記述の回答からは，「ピアノが弾ける学生が少なくなった」，「実習生に積

極性が足りない」と感じている意見や，「練習が不足している」，苦手でも実習の設定保育等に取

り入れる「チャレンジしてほしい」という意見もあげられた。	

	

	

	

_�!hª�
¦�w ��e�'
���+»��+���,!/µ��,�!D
_��¦�¡ YV��#���

25?
q,�e�'�Á�
��&,�:09
q,f�
k���+�l«��	*�s ©ª���,�

�
�, ¹����"��
����� F!S¿�r{�'!/ ���,�)��

e�'!T�y�	�
*� �����

e�'/µ�Z.��q����

3?7Hb�

O��/�,���e�'��!²z/µ,���

CT �·/���©ª�����-,f�
_��

hª� �È�É�"®L/���q,�/�N�����¯��

hª�!Á��"�MDn
`���|�,�

hªB"®*��R,f�!%q	���

hª/±�����®S
q,�������/³��¥��,�¯��

a�/x-�Çhª�	*��6<=>4������

o¸!�· 1518�7=;
��½$-��,'!
�+Å�����½$���q��O�
_�!'�u�

£*����'�·/µ���,���

J�(»+��y�	�����
�,	'�-��
�K¬]!¢I�'��!�@¨ ���#���e�'"¯�µ��,�

j��Â	*§��,D��Ä~� P��	*c&�D��"�n"�*	 ¾��

������ÇAr{��� ��Ç©ª�,{�
%*-���©ª�)���,dX/¼ ��#���

°��'�©ª/��	+��f�"WU
G.,�e�' �����v��"Ãp��©ª������

������/y�� E��,�Æ/e�' m,)� �

y�	�
*� `��^�"��+�\�����#����!�& "©ª
t´�

:09
°��'¶g �/P-�#���

:09/���!iP!�	��

DT�q���!}-�

Q�:09/q���
�����[,�

)�Ãp���,�v��

©ªAº�

©ªÀ!¤K�



 53 

質問 9 現在のご自身のピアノや弾き歌いの能力について、A〜D から 1 つ選び○で囲みお答え

ください。 

	

	 質問 9では，保育者自身に，現在の自分のピアノや弾き歌いの能力についての満足度を調査し

た。A〜Dの 4択での回答とし，Aは「満足している」，Bは「やや満足している」，Cは「やや不

満である」，Dは「不満である」とした。結果を表 31 に示す。	

 

表 31	 自身のピアノや弾き歌いの能力の満足度	

	

	

	

	

	

	

	

	 C と D を合わせると，63.40％となり，今回調査した結果では 6 割以上の保育者が現状の自身

のピアノや弾き歌いの能力に何らかの不満を感じていることが分かった。これまでの調査結果

で，現場では，ピアノや弾き歌いの必要性や重要性が高いことが分かったが，保育者自身にとっ

ては，現場に出てからもピアノや弾き歌いに関する研修や自己研鑽の必要があること，またピア

ノや弾き歌いに関するリカレント教育の必要性にもつながる結果となった。	
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質問 10 ピアノや音楽に関することで、保育者養成校に伝えたい事があれば、以下に自由にご

記入ください。	

	

	 質問 10 では，ピアノや音楽に関することで，保育者養成校に伝えたいことについて，記述式

の質問を行った。571 人の回答数のうち，記述があったのは 146 人分で，複数回答を含めると回

答の件数は 184 件であった。2件以上の複数の同様の意見があったものと，1件のみの意見を「そ

の他」とし，表 32−A にまとめた。また 1件のみの意見を表 32−B に示す。	

	

	

																表 32-A	 ピアノや音楽に関することで保育者養成校に伝えたいこと(複数意見)	
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		表 32-B	ピアノや音楽に関することで保育者養成校に伝えたいこと(1 件のみ)	

	

	 保育者からの養成校への意見の中で も多かったものが「多くの曲数を弾いてほしい」という

意見であった。今回の調査の他の質問に対する回答と同様に，次いで多かった意見が「ピアノや

音楽を楽しんでほしい」という意見であった。「科目や時間を増やしてほしい」という，養成校

で学ぶ学生への意見ではなく，養成校のピアノや音楽に関する授業のカリキュラムに関する要

望の意見もあった。また今回の調査はピアノや弾き歌いに関する質問を中心に行ったが，「ピア

ノが弾けなくても歌を歌うこと」，「多くの歌を知ること」，「オルガンやギターなどいろいろな楽

器に親しむこと」などの意見に見られるような，「ピアノ」に限定した意見ではなく，保育，教

育の活動の中でのピアノ演奏以外の音楽活動の可能性，重要性についても意見が示された。	
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第 3節	 小学校教員へのインタビュー調査から	

	 2018 年 5 月に，小学校に勤務する教員へピアノに関わるインタビュー調査を行った。保育所

(園)や幼稚園，認定こども園とは異なり，小学校教育においては教科として「音楽科」があり，

主なピアノの活用の場面については，音楽の授業が大部分を占めることが考えられ，またピアノ

活用の内容や目的についても，そのほとんどが授業での指導目的のためと考えられる。小学校の

授業での，必要とされる 低限度のピアノ演奏の能力について明らかにするために，小学校教員

への調査は，詳細について双方向での意見交換ができるインタビュー調査の形式をとった。また，

調査対象の教員は，勤務形態の違いと授業担当の有無についてそれぞれ異なった立場からの意

見を収集するために，A「常勤の教諭で学級担任であり，音楽の授業を行わない」教員と，B「常

勤の教諭で音楽専科である」教員，また C「非常勤講師で，音楽の授業のみ担当する」教員の 3

種 3名の教員への調査とした。A，Bの教員へは同時に対面でインタビューを行い，Cの教員へは

単独で電話でのインタビューを行った。	

	 	

インタビューの内容は	

	

①対象者に関する質問	

・音楽専科か，学級担任か 

・教職経験年数 

・年齢 

・性別 

・勤務地 

	

②授業におけるピアノ演奏について	

・ピアノを使用する具体的な授業での場面や目的 

・どんな演奏技能が必要か 

	

③授業以外におけるピアノ演奏について	

・授業外でどんなときにピアノを演奏するか，その目的 

・どんな演奏技能が必要か	

	

④教員養成課程に在籍していたときのピアノに関する授業について	

・大学での学びで現在役立っていること 

・学生のうちに身に付けておくべき技能 
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・養成校で教えてほしいこと 

・最低限、どんな技能が必要だと考えるか 

	

⑤採用試験	

・採用試験ではどんな実技試験内容であったか 

	

について質問した。	

	

	

以下質問に対する回答を示す。	

	

①対象者に関する質問	

	 対象者 A（以下「A」と記す。）	

	 専科／学級担任	 	 		学級担任	 これまで 1〜6学年の全ての担任経験あり	

	 教職経験年数	 	 	 	 12 年	

	 年齢	 	 	 	 	 	 	 	 35 歳	

	 性別	 	 	 	 	 	 	 	 女性	

	 勤務地	 	 	 	 	 	 	 千葉県 F市	

	 出身学科	 	 	 	 	 	 児童心理学科		

	

	 対象者 B（以下「B」と記す。）	

専科／学級担任	 	 	音楽専科	常勤教諭	 全学年の授業を担当	 過去に学級担任の経験有り	

	 教職経験年数	 	 	 	 12 年	

	 年齢	 	 	 	 	 	 	 	 39 歳	

	 性別	 	 	 	 	 	 	 	 男性	

	 勤務地	 	 	 	 	 	 	 東京都 S区	

	 出身学科	 	 	 	 	 	 音楽学科	音楽教育専攻	

	

	 対象者 C（以下「C」と記す。）	

専科／学級担任	 	 	 音楽専科	非常勤講師	 通常学級と特別支援学級の両方の経験あり	

	 教職経験年数	 	 	 	 15 年	

	 年齢	 	 	 	 	 	 	 	 39 歳	

	 性別	 	 	 	 	 	 	 	 女性	
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	 勤務地	 	 	 	 	 	 	 東京都 A区，I区，N区，T区	

	 出身学科	 	 	 	 	 	 音楽学科	フルート専攻	

	

	

②授業におけるピアノ演奏について	

・ピアノを使用する具体的な授業での場面や目的 

A	

現在は 5学年の学級担任をしている。現勤務校は音楽の授業は中，高学年を音楽専科の教員が

担当しており，自分は音楽の授業を行っていない。合唱発表会などの音楽に関する行事の前に練

習を行う際，音取りのためにピアノを弾く場合がある。専科の教員と協同で行い，例えば自分が

高音部の旋律を弾き子どもたちと一緒に歌い，専科の教員は低音部の旋律を子どもたちと練習

する，などの場面が主な場面である。	

伴奏はピアノが弾ける児童が弾くことがほとんどであり，自分は弾かない。過去に 1,2 年生の

低学年の学級担任をしていた際には，音楽の授業を行っていた。低学年の場合は児童が難しい伴

奏を弾くことはなく，自分が簡易版の伴奏を弾く場合があった。また伴奏が録音されている CD

や，YAMAHA のミュージックデータプレーヤー「伴奏くん」を活用することもあった。鍵盤ハー

モニカの伴奏でもピアノを使用した。	

担任としての音楽の授業では，歌の伴奏や，鍵盤ハーモニカの伴奏の目的で使用した。低学年

の音楽の授業では，音楽に合わせて体を動かしたり，リズムに合わせた遊びを行ったりもする。

その際にもピアノを弾いた。	

	

B	

	 各学年の音楽の授業全てで使用している。歌唱や器楽の子どもたちの歌の伴奏や，歌や器楽の

指導の際の音取り，また「立つ」「座る」などの合図としてもピアノを使用する。楽器の準備の

際に BGM としてピアノを弾いたり，授業の 後の楽器や音楽室の片付けの際に学習した曲を BGM

で弾いたりする。片付けをしながら，旋律を階名や歌詞で歌う子どももいる。	

	 鑑賞の授業のときには，鑑賞する曲の一部を歌ったり，旋律を聴いたりする際にピアノを使用

する。音楽作りの授業では，リズムだけの音楽づくりの際にはピアノは使用しないが，メロディ

ーづくり，コードを使った音楽づくりのときにはピアノを使用する。子どもが作った音楽を自分

がピアノで弾いたり，子どもが作った旋律に，伴奏をつけて弾いたりなど，作った音楽を児童た

ちと共有する目的で弾く場合もある。	
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C	

	 現在の勤務校は全て特別支援学級であり，1〜6 学年全ての授業を行っている。授業のほぼ全

てでピアノを使用する。歌唱や器楽の指導や，伴奏を行う。また，起立や着席の合図として弾い

たり，次の活動の促進のために BGM を弾いたりする。歌唱の活動では，右手でメロディーを弾き

ながら歌う。メロディーを覚え，音程のガイドとしてピアノを使用する。器楽では，鍵盤ハーモ

ニカの学習でピアノを使用する。一人一人発達段階の異なる児童たちに，ドリルのような練習帳

で個別にそれぞれ異なる課題を与え，仕上げのときにピアノで伴奏する。簡単なメロディーでも，

子どもは達成感を感じ喜んでくれる。また，リトミックの活動でもピアノを使用する。鑑賞の活

動の際には，その曲の特徴的な部分をピアノで弾く，音楽づくは，音程のないボイスパーカッシ

ョンや，リズムアンサンブルがほとんどで，ピアノは使用しない。	

	

・どんな演奏技能が必要か 

A	

旋律を右手で演奏する技術が必要である。同時に歌を歌えるとなお良い。また，簡易伴奏が弾

けると良い。CD や伴奏くん等も活用するが，ピアノの場合，ゆっくりから速く，など速度を変

えて弾いたり，高い音域，低い音域など高低の差をつけて弾いたりすることを，即時に変化させ

ることができるのが良いところだと思う。活用の場面を限定すれば CD や伴奏くんも便利だが，

一部を繰り返して練習したり，子どもたちが気に入った曲をもう一度歌ったりなどするときに

は，CD 等では間延びしてしまうことがあり，授業のスムーズな進行が妨げられることがある。	

	

B	

	 右手でメロディーを弾きながら歌を歌ったり，両手で歌や器楽の伴奏をしたりする技能が必

要である。歌唱の指導の際には，児童が初めて歌う歌の場合には，音取りとして初めは単旋律で

ピアノを弾く。旋律を覚え少しずつ歌えるようになってきたら，ベースラインから少しずつ左手

で伴奏をつけ，回数を重ねるごとに本伴奏に近づけていく，ということを行っている。また，行

事の前など，伴奏する曲数が多い場合には，全ての曲の本伴奏の譜読みが間に合わない場合もあ

るので，耳コピ(聴音，聴奏)で弾いたり，コードを用いて伴奏したりすることもある。また，子

どもの様子を見ながら伴奏する必要があるときにもコードで伴奏することがある。このように，

ある程度の読譜や，簡単にするアレンジ，コードを用いた伴奏付けなどの技能が必要である。授

業では，ときには正確な伴奏を弾くことよりも，場合によってはアレンジして弾くことが大切な

こともある。	
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C	

	 右手でメロディーを弾き，歌を歌うこと，曲の伴奏を弾くことが必要。また歌唱の指導では，

右手のメロディーに，仕上げに向かってだんだんと本伴奏に近づけて音を増やしていく技能が

必要。器楽の鍵盤ハーモニカの伴奏では，前奏が無かったり，伴奏自体が無かったり，また自作

のメロディーに伴奏を付けたりするので，前奏や伴奏を付けるアレンジの能力も必要である。コ

ードで伴奏付けができると良いが，コードネームが無い楽譜もあるので，自分でコードを考えて

伴奏付ができる技能が必要である。特別支援学級では，リトミックの活動も重要であり，曲をア

レンジして弾いたり，即興演奏をしたりする技能も必要である。	

	

	

③授業以外におけるピアノ演奏について	

・授業外でどんなときにピアノを演奏するか，その目的 

A	

合唱発表会などの行事の前には，練習時にピアノを弾くことがあった。また朝の会や帰りの会

の際に季節の歌を歌ったり，行事の歌を歌ったりする際，教室の電子ピアノを弾いた。学級担任

は，行事等の本番ではあまりピアノは弾かないことが多い。学年の行事では，その学年の担任た

ちの中にピアノが弾ける教員がいれば弾くことがあるが，いない場合は音楽専科の教員に依頼

する。これまでに自分は，6年生を送る会で合唱の伴奏を弾いたことがあった。	

	

B	

	 入学式，卒業式，6年生を送る会，合唱祭，全校朝会や音楽朝会，学芸会等の行事で，合唱や

器楽合奏の伴奏としてピアノを演奏する。劇の効果音としてピアノを弾く場合もある。伴奏の他

に，行事の入退場の音楽を演奏したり，卒業式では，証書授与の間に BGM としてピアノを弾いた

りする。	

	

C	

	 学内行事では，学芸会，音楽会，芸術祭などの行事でピアノを使用する。劇の伴奏，合唱や器

楽合奏のピアノ伴奏を行う。学外行事では区ごとに行う「まとめ展」などの学習発表会で合唱や

合唱のピアノ伴奏を行うことがある。	
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・どんな演奏技能が必要か 

A	

	 授業外では学級担任はピアノを弾くことはあまりない。合唱などの行事がある前には，朝の会

や帰りの会で練習することがあり，その際には右手でメロディーが弾けると良い。ときには行事

でピアノ伴奏をすることがあるので，簡易伴奏くらいは弾けると良い。	

	

B	

	 両手で伴奏が弾けることが 低限必要であり，さらに，子どもたちの演奏を聞いて，子どもた

ちに合わせて伴奏することも必要である。劇の効果音や劇中の音楽の伴奏を弾くこともある。行

事の BGM として演奏する際には，進行の度合いに合わせて様子を見ながら曲を弾き始めたり，終

わらせたりする必要がある。これらのためには，移調や編曲の技能，曲と曲のつなぎを部分的に

作曲したり編曲したりする技能，即興演奏の技能などが必要である。	

	

C	

	 子どもの様子を見ながら，状況に合わせて弾くことが必要である。とくに特別支援学級での授

業では子どもたちから目を離すことができない。歌唱や器楽の両手での伴奏ができることも必

要である。行事での演奏には，子どもたちの保護者など，必ず演奏を聴く人たちがいる。楽譜通

りの伴奏を弾くだけではなく，子どもの能力に合わせて，単純な旋律の歌唱や器楽の演奏が聴き

映えするように，演出や編曲をして弾くことも必要である。	

	

	

④教員養成課程に在籍していたときのピアノに関する授業について	

・大学での学びで現在役立っていること 

A	

	 大学 1 年生のときに，週に 1 回 90 分のピアノのグループレッスンがあった。人数は 30 人程

度で 1 人 1 台の電子ピアノでの授業あった。この授業と抱き合わせで歌の授業もあった。ピア

ノの授業では伴奏のみを弾く試験があり，歌の授業では弾き歌いの試験があった。ピアノの演奏

としての授業はこの授業のみであった。自分は大学入学前にピアノを習っていたので，簡単な伴

奏は弾くことができたが，当時のまわりには初学者もたくさんいた。その初学者たちの授業での

様子や，教職についてからの経験から，まずは正確に楽譜が読めることが重要だと感じている。

その意味では，大学時代のピアノの授業も役に立っていると思う。	
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B	

	 ピアノ実技，声楽実技，ソルフェージュ，和声，作曲，伴奏法等の授業があり，これらが役立

っている。ピアノ実技は週に 1度個人レッスンがあった。時間は 30〜40 分程度であったと思う。	

	

C	

	 直接役に立っていると思うのはピアノ実技の授業である。主科ではなく副科のピアノ実技で

あったが，授業や試験が無ければ練習もしなかったと思うが，コンスタントに授業や試験があっ

たので，いやでも練習した経験が役に立っていると思う。	

	

・学生のうちに身に付けておくべき技能 

A	

	 まずは楽譜を読むことができるようにしておくと良いと思う。また，右手でメロディーを歌い

ながら弾けることも重要である。両手での難しい伴奏ができなくても，右手で歌いながらメロデ

ィーを弾くことができれば，ある程度までは授業を行うことができる。	

	

B	

	 右手でメロディーを歌いながら弾くことができる技能を身に付けておくと良いと思う。歌だ

けで歌唱指導をすることもできなくはないが，ピアノあると歌だけよりも，正しい音程が子ども

たちに伝わりやすい。また右手ピアノだけだと，伝えられるのは音程と旋律のリズムだけになり，

歌詞を伝えることができない。これらの理由から，歌いながら右手メロディーを弾くことは，効

果的に歌唱指導をすることができ，学生のうちに身に付けておくべきである。	

	

C	

	 簡単な伴奏でもいいので，弾き歌いの能力を身に付けておくと良い。自分の周囲には，弾き歌

いができず，教職をあきらめた人も複数いる。また，現場にでるとなかなか練習時間を捻出する

ことができなくなるので，初見の能力を身に付けておくと良いと思う。「コンコーネ」などの練

習曲を，伴奏をきちんと弾くのではなく，初見で和声だけを弾きながら旋律を歌う練習をしたこ

とが，自分には役立っている。	

	

・養成校で教えてほしいこと 

A	

リズムを含めて，楽譜を読むことができること。メロディーを歌いながら右手だけでも弾くこと

ができること。	
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B	

楽譜を正確に読み，右手でメロディーを歌いながら弾くことができること。また両手伴奏での弾

き歌いや，コードでの伴奏付け，簡単な編曲も教えてほしい。	

	

C	

	 技能としては，弾き歌いができること。右手でメロディーを弾き，左手でコードの伴奏ができ

ること。	

	 また，音楽を良い，素晴らしいと感じられるような感受性，内面的なものを育ててほしいと思

う。簡単でもいいので，楽曲をアナリーゼできると，その音楽にふさわしい表現方法の理解につ

ながると思う。また，季節ごとの歌を知ること，歌ったり，さまざまな楽器を演奏したりする経

験があると良い。器楽については，必ずしも全て必要であるとは限らないが，楽器の奏法につい

てなど，経験があるのと無いのとでは，子どもたちに伝えられることが変わってくる。	

	

・最低限、どんな技能が必要だと考えるか 

A	

	 これまでの意見と同様になるが，まずはきちんと楽譜が読めることが必要である。また右手の

メロディーを弾きながら，歌うことも必要である。	

	

B	

	 A の教員と同様に，楽譜が読めること，歌いながら右手メロディーが弾けることが 低限必要

であると考える。	

	 また，校歌等を式典や行事で弾くことがあるので，両手で伴奏できることも必要である。コー

ドでの伴奏もできると良い。伴奏は CD や伴奏くんなどもあるが，ピアノが弾けると CD 等より

も小回りがきき，授業の進行に役立つ。	

音楽の授業を行う前提として考えると，ピアノ以外にも鍵盤ハーモニカやリコーダーの技能

も必要である。	

	

C	

	 低限，右手でメロディーが弾けて，左手は単音でもいいのでコードでベースラインが弾ける

ことが必要であると考える。また弾きながら歌う，「弾き歌い」ができると良い。	
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⑤採用試験について	

・採用試験ではどんな実技試験内容であったか 

A	

	 千葉県で採用試験を受験した。小学校教員の採用試験では，ピアノの実技試験はなかった。	

	

B	

	 千葉県では中学校，高等学校の音楽科の教員採用試験を受験し，東京都では小学校の教員採用

試験を受験した。自分が受験した頃は，千葉県は音楽の教科書の歌の中から当日 1曲指定のピア

ノ伴奏での弾き歌いの課題と，ピアノ以外の楽器演奏の課題の，2つの実技試験があった。東京

都の小学校の試験では，以前はピアノの実技があったが近年はない。	

	

C	

	 自分が受験した頃は，小学校，中学校共通の音楽の教員採用試験では 2次試験に音楽に関する

実技があった。課題は初見が 2曲で，1曲は新曲視唱，もう 1曲はピアノ伴奏で弾き歌いをする

新曲視唱であった。また音楽の模擬授業の試験もあった。試験には合格したが，辞退し，専任で

常勤の教諭にはならず，非常勤での勤務を続けている。	

	

	

	 このインタビュー調査から，現場の小学校教諭からの意見として，小学校教諭におけるピアノ

演奏の 低限必要とされる技能は，「右手でメロディーを弾きながら歌うこと」，「両手伴奏で弾

き歌いをすること」，「右手メロディー，左手コード伴奏での弾き歌いができること」であること

が分かった。	

	 	

	 第 3章で示した保育者，また小学校教諭への調査の結果として，総合的に現場で必要とされる

技能として も重要であるのが「弾き歌い」を行うことである，と判断することができる。また	

「弾き歌い」の中でも，「右手でメロディーを弾き，歌を歌う」という，両手での演奏ではなく，

片手での演奏と歌という組み合わせでの「弾き歌い」も重要であることが分かった。これは例え

ば保育の現場では，歌唱指導の場面での活用であったり，またはピアノが苦手な場合でも，せめ

て片手だけでも音楽の流れを止めずに弾いたりする場面で必要とされ，さらに小学校の音楽の

授業では歌唱や合唱の旋律を覚えるための音取りや，器楽では鍵盤ハーモニカの指導の際に，ま

た鑑賞の授業では扱う曲のメロディーの一部をピアノで弾くなどの場面など，同時に歌を伴わ

ない場合もあるが，「右手でメロディーを弾く」という技能が多くの機会で必要とされることが

分かった。ピアノ演奏だけでなく，歌を歌うこと自体の重要性や，技能を身に付けるだけでなく，
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音楽を楽しむこと，その楽しさを子どもたちに伝えることの大切さについての意見も多数あげ

られた。また，現場での重要なスキルとして，「子どもたちの様子を見ながらピアノが弾けるこ

と」や，「コード伴奏ができること」，活動の場面に応じて「(簡単に)アレンジして弾くこと」な

どの必要性も提示された。これらの調査結果を活かし，このような現場からの意見を養成の段階

で学生への指導に取り入れ，教材作成に役立てる。	
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資料 1	 保育者への質問紙	
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第 4 章	 初学者への効果的な指導法の考察	

	

第 1節	 養成校のピアノ教員への調査	

	 2016 年(平成 28 年)6 月〜8 月にかけて，保育者，小学校教員養成校でピアノ指導を行ってい

る教員(常勤，非常勤両者を含む)を対象に，とくに養成校での初学者に対するピアノ指導につい

ての質問紙調査を行った。青森県，山形県，宮城県，福島県の短期大学，4年制大学の保育者養

成課程，小学校教員養成課程でピアノ実技の授業を担当している教員 32 名への質問紙による記

述式の調査を行った。質問紙は，養成校の代表の教員に簡単に説明しながら，対面で複数の部数

を渡し，その後各養成校で他の教員に渡してもらい，記入後に各養成校から郵送で回収した。	

	

	 以下，項目ごとに，質問紙での質問と集計結果を示す。なお，質問紙については，資料 2とし

て本章末に示す。	

	 	

	 まずは回答者の勤務校，指導歴について質問した。	

回答者の内訳は，4 年制大学に勤務する教員が 6 名，短期大学に勤務する教員が 26 名であっ

た。比率を表 33 に示す。	

	

	 表 33	 回答者が勤務する養成校の大学，短期大学の比率	

	

	

	

	

・ご自身のこれまでのピアノ指導の経験年数	

	 回答者のピアノ指導の経験年数について質問した。表 34 のとおり， 短は 3ヶ月， 長は 50

年で，経験年数には偏りがなく，分散していた。	

	

表 34	 回答者のピアノ指導の経験年数	
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・養成校でのピアノ初学者に対する指導の経験年数	

	 回答者の養成校でのピアノ指導の経験年数を質問した。結果を表 35 に示す。	

	

表 35	 回答者の養成校でのピアノ指導の経験年数	

 
 
質問Ⅰ	

Ⅰ．保育者養成課程でのピアノ初学者に対する指導を行うとき、心掛けている指導の要素はあ

りますか。主なこと、大切だと思うことを以下から選んで、重要だと思う順に番号で記入欄にお

答え下さい。（複数回答可。）その他にもあれば、【その他】の欄にご記入をお願いいたします。	

	 	

①姿勢	 ②手・指の形	 ③椅子の高さ	 ④タッチ	 ⑤音の高低の読み方	 ⑥音価(音符の長さ)	 	 	

⑦リズムの読み方	 ⑧テンポの取り方	 ⑨強弱	 ⑩フレーズ	 ⑪音色、音の美しさ	 ⑫和音の弾き方	 	

⑬メロディーと伴奏のバランス	 ⑭運指、指使い	 ⑮ポジションの移動	 ⑯マナー、礼儀	 	 	 	

⑰学生の精神的な面(劣等感を持たないように、など)	 	 	

	

	 質問Ⅰでは，初学者に対する指導での重要であると思う要素について質問した。重要度を数値

化するため，並べ替えられた順位に，選択できる 大値が 17 であるので，1位を 17，2位を 16，

3位を 15，4位を 14，以下を同様に得点化を行い得点化し，順位データの分析を行った。集計の

結果をグラフ 4に示す。上記の選択項目については，養成校における初学者にとってはいずれも

重要であるが，あくまで「ピアノの指導」を行う授業時に重要視されていることを明らかにすべ

く選定した。	

	 養成校の指導者が初学者へのピアノ指導で大切だと思うことのうち も上位だったのが「⑤

音の高低の読み方」であった。次いで「⑥音価」，「⑦リズムの読み方」，と順位付けられた。上

位 3つの項目は，楽典的な内容であることから，養成校でのピアノ初学者は，読譜力についても

指導が必要であり，ピアノ指導の時間の中で楽典的な内容の指導も行われていることが分かる。

また 4番目は「⑭運指，指使い」となり，次には「⑰学生の精神的な面」への配慮が重要視され

ている。6番目移行は「①姿勢」，「②手・指の形」，「⑧テンポの取り方」，「③椅子の高さ」，「⑩

フレーズ」という結果となった。姿勢や，手・指の形，椅子の高さなど，既存の養成校の教材に

はあまり触れられていなかった内容についても，順位付けの中央より上位に位置づけられてい

る。	

�����	��         ���

�
                �
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	 「その他」の意見については表 36 に示す。順位付けはできず，全て大切である，という意見

が 2件あった。読譜の際，「音符ばかりに目が行き，音部記号や拍子記号，調号を見ていない場

合が多い」という意見には筆者も同感であり，学生全体への指導や，個人への指導の際にも繰り

返し伝えるが，特に初学者にはなかなか浸透しない印象が強い。	

	

グラフ 4	
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表 36	 初学者への指導で大切だと思うこと その他	

	

	

質問Ⅱ	

Ⅱ．保育者養成課程でのピアノ初学者が苦手だと思う要素について、以下から選んで（複数回答

可）、○を付けて下さい。その他にもあれば、【その他】の欄にご記入をお願いいたします。	

	

①両手別々の動き	 ②手指の使い方、フォーム	 ③運指	 ④同音連打、音の保持	 ⑤テンポの保持	

	 ⑥楽典の知識、ソルフェージュの能力の不足	

	

	 質問Ⅱでは，養成校でピアノ指導を行う中で，初学者が苦手だと思う要素について，指導者側

からの意見を調査した。初学者にとって困難だと考えられる要素を選出した。「④同音連打，音

の保持」は，初学者が初期に練習する曲や技術的に易しい子どもの歌には，同じ音を 2回以上連

続で弾くパターンが多いこと，また初学者はその場合 1つ目の音から，2つ目の音を弾く際に正

しいタイミングまで待つことができない場合が多い(2 つの同音 8 分音符等が，いわゆる「詰ま

る」ことは，初学者に限らず，経験者にも多く見受けられる)ので，選定した。	

60 件の回答が得られた。結果を表 37 に示す。 も多かったのは「①両手別々の動き」であっ

たが，ほぼ同率で「③運指」が位置づけられた。続いて「⑥楽典の知識，ソルフェージュの能力

の不足」，「②手指の使い方，フォーム」，「⑤テンポの保持」となり，「④同音連打，音の保持」

については選択肢の中では も件数が少なかった。その他の意見についても表 37 に示す。	
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表 37	 初学者が苦手だと思う要素	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

質問Ⅲ	

Ⅲ．Ⅱで選んでいただいた、初学者が苦手だと思う要素に対して、ご自身が行っている効果的だ

と思われる指導法を支障のない範囲で、簡単にお答え下さい。	

	

	 質問Ⅲでは，質問Ⅱで選択した初学者が苦手だと思う要素に対する，効果的だと思われる指導

法について質問した。集計の一覧を表 38−A,38−B に示す。	

	 質問Ⅱで も件数の多かった「両手別々の動き」が苦手な学生への指導法として，多くの教員

から，まずは片手ずつ，ゆっくりと練習する，という方法が示された。片手ができたら，学生が

片手を弾き，もう片方のパートを教員が弾いて曲のイメージを持たせる，という方法も数多く上

げられた。片手を歌いながら弾く，という方法や，一旦鍵盤から離れ，ピアノの蓋の上や膝の上

でリズムだけの練習をしたり，右手と左手の違う動きをゲーム感覚で行ったり，という方法も提

示された。	

	 「運指」への指導については，教員それぞれによって様々な指導法が示された。単に指使いだ

けでなく，ポジションとの関わりや，指くぐり，指こえとの関連での指導や，運指に関しては基

礎，基本の徹底や反復練習に重点が置かれていることが分かった。	

	 「手指の使い方，フォーム」への指導には，初学者がピアノを弾くときに，手首がさがってし

まうこと，また手首に無駄な力みが生じ硬くなってしまうこと，指が伸びたままコントロールで

きずに弾いてしまうこと，が指摘されている点に注目する。	
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表 38-A	
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表 39-B	
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質問Ⅳ	

Ⅳ．保育者養成課程でピアノを指導する場合、ほとんどの場合 18 歳以上の年齢の学生に対する

指導になりますが、一般的にピアノを始めるのは幼児期、児童期が多いと考えられます。	

幼児や児童と、18 歳前後の青年期の学生とでは、体格の違い、理解力の速さ、などに違いがあ

ると考えられますが、幼児・児童の初学者へのピアノ指導と比べて、18 歳前後の初学者へのピ

アノ指導で気をつけていること、心がけている事があれば、簡潔にご記入下さい。	

(幼児、児童への指導のご経験がある方のみ、ご記入をお願いいたします。無い場合は「なし」

とご記入下さい。)	

	

	 質問Ⅳでは，幼児に初めてピアノを指導する場合と比べて，特に 18 歳で初めてピアノを弾く

学生への指導で気をつけていることを質問した。意見を集約した表を，表 40−A に示す。またそ

れぞれの意見を表 40−B に示す。	

	 も多かった意見は初学者が経験者と比べて焦ってしまったり，引け目を感じてしまったり

しないような精神面への配慮であった。18 歳で初めて学習することは，理解力がある，という

点は概ね前向きに捉えられていた。また，練習の大切さを根気よく伝えている様子がうかがえる。	

	

表 40-A	 18 歳初学者への指導での考慮	
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表 40-B	 18 歳初学者への指導での考慮(詳細)	
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質問Ⅴ	

Ⅴ．保育者養成校での、初学者へのピアノの指導でとくに困っている事、改善すべきと思うこと

はありますか。ご意見を自由にご記入ください。	

	

	 質問Ⅴとして，初学者への指導においての改善すべき点質問した。意見を集約した表を，表 41

−A に示す。またそれぞれの意見を表 41−B に示す。	

	 「耳から覚えでしまい読譜の能力が身に付かない」という意見が多く，また「You	Tube」で聞

く，という現代の特有の問題も見受けられた。また初学者は「練習を習慣として続けることが難

しい」，「授業でのレッスンの時間が短い」という声も複数あった	

耳から覚えることは，読譜の能力が身に付かない原因になる場合もあるが，現代における便利

なツールは，工夫次第では，初学者の練習に活用できる可能性も考えられる。	

	

表 41-A 初学者への指導で困っていること等 
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表 41-B	 初学者への指導で困っていること等(詳細)	
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第 2節	 養成校でのピアノ初学者が抱える問題と対応	

	 前節では，養成校でピアノの指導を行う教員への調査の結果から，様々な課題が浮き彫りにな

った。ピアノの初学者は，ピアノを演奏する動きそのものも未経験であり，苦手とする要素とし

て示されたが，同時に，楽譜の音の高低の読みや，音符の長さ，リズムなど，楽典，ソルフェー

ジュ的な音楽の基礎知識も未熟であることが調査により分かった。	

ピアノの授業の中で，ピアノの演奏法そのものの指導は当然ながら，楽典やソルフェージュの

内容の指導や，練習方法や，練習そのものの重要性を教えるといった，副次的な内容の指導まで

もが必要であることが示された。	

今井(2013)は，「大学入学前のピアノ経験の有無は，音楽やピアノ実技の成績に反映する」こ

とを明らかにし，「経験者の方が成績上位になりやすい」としている。同時に上級学年になると

「初心者も相応の健闘をしていることが明らかになった」39	とも言っている。これらのことか

ら，養成校での音楽やピアノの初年度教育は，より丁寧で深い理解を求める必要性がある，と言

える。	

また，阪本ら(2010)は，指導者や課題の「要求に応えられない学生は，弾く事に自信を持つこ

とが出来ず，苦手意識ばかりが先行」してしまうこと，また「苦手意識を抱けば結果としてピア

ノ学習そのものが嫌いになる」40	と指摘している。	

学生の精神的な面についての意見は，今回の調査でいくつも見られた。初学者はピアノに対し

て苦手意識を持っていたり，ネガティブなイメージを持っていたりすることが多く，それに対し

て，ピアノ指導教員は，「否定的な言葉を使わない」，「少しずつ目標を持たせる」，「トライし努

力することを大切にする」，「できるようになったら，喜んで励ます」，「小さな進歩を褒め，達成

感や意欲を持って，楽しく練習できるように計らう」，「初学者は，突然子どもの歌の伴奏を弾き

なさい，と言われても，本当に難しく，可哀想に思うことがある」といった，メンタル面に対す

る配慮を多少なりとも心掛けていることが明らかになった。このことからも，ピアノ初学者が無

理なくピアノ演奏に取り組むことができるように，初学者も対する教材や，課題の目的と内容，

難易度の妥当性，また指導の際の対応や指導法も含め，改めて丁寧に検討を行う必要性がある。	

	

	

	

	 	

                                                
39 今井由惠「保育者・教育者養成におけるピアノ学習に対する意識変容に関する調査と分析」 p.106 
40 阪本朋子ら「学生の「ピアノ苦手意識」克服への取り組み」 p.48 
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資料 2	 養成校のピアノ教員への質問紙	
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第 5 章	 教材の作成と指導の実践	

	

第 1節	 保育者，小学校教員養成課程におけるピアノ教材の変遷	

第 1項	 日本におけるピアノ教育初期の教育	

	 日本で初めての政府の許可を得た正式なピアノ教育は，1879 年(明治 12 年)に始まった式部寮

雅楽課伶人たちへの松野クララ(旧姓クララ・ツィーテルマン Clara	Zietelmann	1853-1941)に

よるピアノ指導であった。41	これより先に，1876 年(明治 9 年)に開設された東京女子師範学校

付属幼稚園の保姆(保母の旧表記)たちにクララによるピアノの手ほどきがされていたことが推

測される。武石(2009)は，明治初期の公のルートで輸入されたピアノについて購入の経緯とメー

カー，台数について調査し，公立の教育機関へのピアノの導入が，幼児教育・体操教育・音楽教

育の 3 分野にわたってそれぞれの立ち上げとともに行われたこと，また第 1 段階が幼児教育分

野であったことを明らかにしている。第 1段階が音楽分野ではなく，幼児教育分野であったこと

は，特筆されるべきことである。その中で，「明治 9年に幼児教育用のピアノが１台，東京女子

師範学校附属幼稚園に導入された」	ことを推測している。42	

	 クララによるピアノ指導は，東京女子師範学校付属幼稚園，保姆練習科に始まり，式部寮雅楽

課(後の音楽取調掛，東京音楽学校)，また学習院、学習院女子部でも行われた。その後の明治の

日本では，官立の音楽取調掛ばかりでなく，師範学校や，私立のプロテスタント系女学校でもピ

アノ教育の重要な拠点となっている。43	クララはドイツ人であったが，雅楽課の伶人たちへの

指導には，アメリカ人でドイツ留学もしたリチャードソン(Nathan	Richardson	1827-1859)の『ニ

ューメソッド』(Richardson's	new	method	for	the	piano-forte)を教則本として使用していた

記録が残っており，また日本のピアノ教育導入の重要な役割を果たし，バイエルを導入したメー

ソン(Luther	 Whiting	 Mason	 1818-1896)もアメリカ人であり，そのメーソンに助言をしたとさ

れるエメリー(Stephen	Albert	Emery	1841-1891)やトゥルジェー(Eben	Tourjèe	1834-1891)は

アメリカのニューイングランド音楽院の教授であり，さらにのちの東京音楽学校，女子高等師範

学校でピアノを指導した瓜生繁子（1862-1928）(旧姓永井)は岩倉使節団の女子留学生としてア

メリカに留学しヴァッサーカレッジでピアノを学んでいたことなどから，日本のピアノ教育の

導入期にはアメリカの音楽教育の影響を大きく受けていることが明らかである。	

	

第 2 項	 メーソンと日本のピアノ教則本受容	

	 1879 年(明治 12 年)，音楽取調掛が教育音楽の調査研究と，教師養成を兼ねた機関として,文

                                                
41 中村理平	 『洋楽導入の軌跡』p.215	
42	武石みどり	 「明治初期のピアノ−文部省購入楽器の資料と現存状況−」	
43	坂本麻美子	 「米国メソジスト派が導入したピアノ教育」p.51	
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部省内に設置された。日本で 初の学校音楽教師と，西洋音楽の演奏家が養成された。のちの

1887 年(明治 20 年)には，音楽取調掛は東京音楽学校(現在の東京芸術大学)となった。1880 年

(明治 13 年)，この機関に 初に雇われた外国人教師がメーソンである。このとき，メーソンが

日本に初めて『バイエルピアノ教則本』を持ち込んだ，というのが定説であるが，安田(2012)は，

バイエルを選定し助言したのは，当時ニューイングランド音楽院のピアノ教授であったエメリ

ーであったことを明らかにしている。	

	 1880 年(明治 13 年)5 月 25 日付の文部省官立学務局長が音楽取調掛の御用掛であった伊澤修

二へ宛てた文書の中に，米国で購入したピアノ，ならびにピアノ教則本の領収書を請求するため

の購入目録が残っており，バイエル 20 冊と一緒に購入されたものに，『エメリース 20 冊』が含

まれている。「エメリース」とは人名であり，ピアノ教則本のタイトルではなく，正しくはエメ

リー作曲の《8つの易しい連弾曲集	作品 26》（Abent	zu	House	(An	Evening	at	Home	)	8	Leichte,	

vierhändige	stücke	für	das	piano）であった。44	

	 中村はエメリーについて「エメリーもまた日本の初期音楽界の隠れた恩人の一人であった」45	

と言っている。メーソンが音楽取調掛で講義を担当していた当時，エメリーはニューイングラン

ド音楽院のピアノ教授であった。長野県の上伊那郷土館(現在の伊那市創造館)に，エメリーがメ

ーソンに宛てた書簡が残されており，その中で，メーソンは和声の講義でエメリーの著作

「Elements	 of	 Harmony」(Authur	 P.Schmidt,1880)の中からかなり自由に抜粋し講義を行って

いたこと，和声の生徒の解答用紙をアメリカのエメリーに送り，添削を受けていたこと，またエ

メリーが選んだピアノ教材について生徒にとって適当かどうか尋ねていたこと(このことから，

『バイエルピアノ教則本』を含む音楽取調掛での初めてのピアノの教材をエメリーが選んでい

たことが分かる)が記されている。	

	 安田は『バイエルの謎』の中で，エメリーがニューイングランド音楽院でピアノを教えていた

当時の教則本とバイエルとの関係を明らかにしている。当時の音楽院では音楽院が独自に編集

した『ニューイングランド音楽院ピアノメソッド』という教則本が使用されていた。序文の中で

音楽院長のトゥルジェーが，「技術課題と練習曲にはプレディー，ベルティーニ，チェルニー，

バイエル，デュヴェルノワ，ケーラーその他の標準的な作曲家のものから採った」と言っており，

初学者が学ぶべき作曲者として，バイエルをあげていた。音楽院のピアノのカリキュラムは 5段

階の課程に分かれており，そのうち第 3課程までが基礎課程で，この第 3課程まで『音楽院ピア

ノメソッド』が使用された。教則本は，3部に分かれており，それぞれが第 1課程用，第 2課程

用，第 3課程用となっている。このうちバイエルは第 1部に 26 番，60 番，66 番，79 番，92 番

                                                
44	安田寛	 『バイエルの謎	日本文化になったピアノ教則本』p.39	
45	中村理平	 『洋楽導入者の軌跡–日本近代洋楽史序説–』p.521	
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が，第 2部の 初に 106 番が採用されている。この教則本の編集者は明らかになっていないが，

ニューイングランド音楽院の創立当初からピアノ指導に関わっていたエメリーが，音楽院独自

の教則本の編集に携わっていたと考えるのは，メーソンに音楽取調掛での 初のピアノ教則本

を問われてバイエルを勧めていることからも，自然であるといえる。	

	 のちにバイエルは日本において初学者に適した教則本として，絶対的な地位を得る。『東京保

育専門学校五十年史』の中では，1929 年(昭和 4 年)の記録に，バイエルを用いてピアノの授業

が行われていたことが記されている。また，現在出版されている保育士，幼稚園教諭養成課程，

また小学校教員養成課程に対応したピアノ教材の中には，バイエルを基礎として編集されてい

るものが少なくないことや，保育士，幼稚園教諭，また小学校教諭の採用試験にピアノ実技試験

としてバイエルが課されることなどから，明治時代からの日本の保育者，小学校教員養成課程に

おけるピアノ教材の中でバイエルが継続して使用されてきたことが分かる。	

	 辻・鹿戸・田中(2017)は，日本の保育者養成校で使用しているピアノ教則本について，2016 年

度時点で，教則本を授業で使用している養成校のうち，約 60％がバイエル，またはバイエルを

底本とするテキストとして採択していることを明らかにしている。このことからも，現在におい

ても，保育者養成におけるピアノ教材として多くの養成校がバイエルを用いていることが分か

る。	

	

第 3 項	 ピアノ教育初期の教則本	

	 本項では，松野クララが使用したリチャードソンの『ニューメソッド』，メーソン，エメリー

が導入した『バイエルピアノ教則本』，瓜生繁子が自身も学び，指導に活用した『ウルバッハ教

則本』，トゥルジェー，エメリーが作成に関わっていると考えられ，バイエル導入にも関わって

おり，初期の日本のピアノ教育で使用された記録が残っている『ニューイングランド音楽院ピア

ノメソッド』の 4つの教則本について考察する。	

	

第 3項(1)	 バイエルピアノ教則本	

	 バイエル(Ferdinand	 August	 Beyer	 1806-1863)はドイツで生まれ活躍した作曲家である。ラ

イプツィヒの聖トーマス教会付属学校で学び，その後ライプツィヒ大学に入学し作曲家として

活動する。スイスやドイツなどを転々とし， 終的には楽譜出版社のショット社の専属編曲者の

ような形で仕事をしながら，マインツに定住した。特に当時流行した管弦楽曲やオペラをピアノ

曲に編曲した作品を多く残している。ピアノ教則本は 1850 年，バイエルが 44 歳のときに出版

された。	

	 日本で初めてのバイエルの受容は，前述のとおり，1880 年(明治 13 年)，音楽取調掛に受入番

号 1番の楽譜として受け入れられたものである。バイエルの楽譜は，メーソンによって日本に持
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ち込まれ，そこにはエメリーの助言があった。このアメリカから持ち込まれたバイエルの楽譜は，

出版年は不明だが，ボストンの出版社の Carl	Prufer 社版であった。当時 20 冊持ち込まれたが，

現在は 16 冊が東京芸術大学図書館に所蔵されている。国の公的な教育機関に初めて教育用の楽

譜として持ち込まれたものの 1 つが「バイエル」ということになる。『バイエルピアノ教則本』

は日本での受容からこれまで 130 年以上の年月を経てもピアノ入門書の 1 つとして圧倒的な存

在感を示している。	

	 メーソンが帰国したあと，1882 年(明治 15 年)から音楽取調掛でピアノ教育を担当したのがア

メリカ留学から帰国した瓜生繁子であった。瓜生は教則本として『ウルバッハ教則本』を導入し，

バイエルとウルバッハが音楽取調掛での 4 年間のピアノ教育の課程に組み込まれた。しかしウ

ルバッハにはクーラウ(Friedrich	 Kuhlau	 1786-1832)やクレメンティ(Muzio	 Clementi	 1752-

1832)のソナチネなどが含まれ，当時のピアノ初学者にとっては演奏するのは困難なものもあっ

た。そのため，1890 年(明治 23 年)，式部寮雅楽課伶人で，松野クララやメーソンにピアノの手

ほどきを受け，のちに東京音楽学校の教官となった奥好義は，親しみやすく音楽的な教則本が必

要であると考え，『バイエルピアノ教則本』をもとにし，バイエルを簡略化した『洋琴教則本』

を出版した。この『洋琴教則本』は東京音楽学校だけでなく，師範学校を中心に用いられ，日本

にバイエルが広く普及することとなった。		

	 安田はバイエルの日本での受容期から現代までの歴史を，「簡略化」から「翻訳」，そして「拡

大化」という態度で向き合ってきたと定義している。1890 年の奥好義の『洋琴教則本』による

「簡略化」から始まり，日本に定着したバイエルは，大正時代になって，ペータース版などの権

威のある出版社の版を翻訳した版を出版しようとする変化を迎える。1915 年(大正 4 年)にペー

タース版を底本とした『バイエル著	ピアノ教則本』が日本音楽協会から出版され，1924 年(大

正 15 年)には萩原英一編著『バイエルピアノ教則本』が共益商社書店から出版されている。	現

在の『標準バイエル教則本』や『全訳バイエルピアノ教則本』(いずれも全音楽譜出版社)はこの

流れから続いている。その後，戦後の高度成長期のピアノの普及によるバイエルの爆発的なブー

ムが起こる。特に，園田清秀，一宮道子，田中スミ，酒田冨治により，音感教育や，子ども向け

の配慮などを取り入れ，楽典的内容や，指使いの指定，併用曲の追加など，拡張したバイエルが

普及した。ピアノを習う入門書として「バイエル」が定着し，日本の文化としても「バイエル」

という名前が浸透することとなった。多くの出版社からさまざまな「バイエル」が出版され 1995

年にはおよそ 40 種類のバイエルが出版された。		

	 しかし 1990 年前後から，バイエルへの風向きが変わり，バイエル批判が始まった。バイエル

批判を決定的にしたのは，ロナルド・カヴァイエと西山志風共著の新潮選書『日本人の音楽教育』

である。1897 年に初版が出版され，1997 年までに 13 回重刷されている。この頃から，ピアノを

学ぶにはバイエルだけでは足りない，バイエルは使用しない，といったバイエル離れが始まった。	
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	 バイエルが批判された理由として，『日本人の音楽教育』の中で，カヴァイエは 5つの理由を

挙げている。1 つ目として，新しい音楽教育メソッドや，ピアノ入門教材が数多くある今日に，

130 年前(『日本人の音楽教育』出版当時)の時代遅れの教材を使う理由はない，と言っている。

ただし，古いことだけが悪いのではなく，バッハ(Johann	Sebastian	Bach	1685-1750)	の《アン

ナ・マグダレーナのためのクラヴィーア小曲集	》(Die	Klavierbuchlein	für	Anna	Magdalena	

Bach)のように古くても芸術的に素晴らしく，初学者向きの比較的易しい曲を一部に含んだもの

もある，とも言っている。2 つ目は，つまらなく，退屈な曲ばかりであること，を挙げている。

子どもにとって，バイエルの曲は音楽的な刺激を掻き立てず，イマジネーションを膨らませない

ものであり，カヴァイエは，ここでバイエルはバッハと異なり「二流，三流の作曲家である」と

言い切っており，とくに 初の部分は極めて単純なメロディーに，単純なハーモニーが伴うだけ

の二流の音楽家の典型である，と批判している。また同時に，チェルニー(Carl	 Czerny	 1791-

1857)のことも批判している。3 つ目として，初心者，とりわけ幼い子どもの初心者にとって，

指の運びが難しい曲が含まれていることを指摘している。ピアノという楽器が元来大人向けに

作成されており，幼い子どもが弾く場合には，ピアノの鍵盤の重さで子どもの指が不自然な動き

をしないような十分な配慮が必要だが，バイエルはその配慮が十分ではない，と言っている。4

つ目には，教則本で使用する鍵盤が 20 個と限られていること，を挙げている。現在のピアノは

88 の鍵盤があるのになぜ 20 しか使わせないのか，と言っている。5つ目は，「 大の問題点」と

して「指の運動」のための練習しかなく，ピアノを弾くのに必要な手，下腕，上腕，肩，腰など

の運動のための練習がまったく欠けている，と論じている。ただし，安田はこのバイエル批判に

ついて『バイエルの謎』の中で，カヴァイエは良いテキストを聞かれた際にクルターグ(Kurtág	

György	1926-	)の練習曲を提案しているが，カヴァイエはクルターグの直弟子であり，著作の中

で自身の先生であるクルターグのピアノ教則本を推薦するために，バイエルを扱き下ろした，と

補足している。	

	 バイエルの序文を読むと分かることだが，バイエル自身がこの教則本を「子どもの初歩の段階

で使用する教則本」，と言っている。しかし日本でのバイエル受容ではまず大人が使用し，序文

のバイエルの意図が十分に理解されていなかったことが批判の理由として考えられる。現在の

日本で使用されているピアノ教則本では，例えば 1951 年に音楽之友社から出版された『メトー

ドローズ・ピアノ教則本』（エルネスト・ヴァン・ド・ヴェルド(Ernest	Van	de	Velde	1862-1951)

著，安川加寿子訳）のように，教則本のほぼはじめから右手のト音記号(高音部記号)とともに左

手のヘ音記号(低音部記号)が出現し，右手と左手が異なる音部記号での大譜表の練習曲が課さ

れているが，それに比べてバイエルでは 53 番まで両手ともト音記号の大譜表で演奏する指定に

なっており，初学者へのヘ音記号に対する抵抗を生む要因として捉えられる。また拍子について

も 51 番までは全て単純拍子で書かれており，複合拍子を学ぶ機会が後半までない。106 番まで
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の全曲を通して，ポリフォニーの要素が含まれるのは 60 番の 1曲のみであり，バロック音楽の

導入を学ぶことができないことなどが，他の教材に比べて足りない部分であると考えられる。	

	 現在では，しかしながらバイエルが日本のピアノ教育界において，ないがしろにされているわ

けではない。2017 年 9 月現在，「バイエル」というタイトルが楽譜の名称に含まれ，『バイエル

ピアノ教則本』をもとにして出版されている楽譜を，併用曲集やワークブック，また「バイエル

○○番程度」といった曲集を除き，主要な楽譜出版社別に調べてみると，全音楽譜出版社から 18

種類，音楽之友社から 8種類，ドレミ楽譜出版社から 28 種類，ヤマハミュージックメディアか

ら 8種類，カワイ出版から 3種類が出版されており，（『こどものバイエル１』や『こどものバイ

エル２』のように，数巻に分かれて出版されているものは，それぞれを１種類として数えてい

る。）現在でもピアノの入門段階においての，バイエルの存在感を示していると言える。また，

現在発行されている保育士，幼稚園教諭養成課程，また小学校教員養成課程に対応した養成校向

けに作成されたピアノ教材の中には，バイエルを基礎として編集されているものが少なくない。

2016 年度時点で，教則本を授業で使用している養成校のうち，約 60％がバイエル，またはバイ

エルを底本とするテキストとして採択しているという研究結果	46や，現在でも保育士，幼稚園

教諭や小学校教諭の採用試験の課題として課されることからも，現在においても，保育者，小学

校教員養成におけるピアノ教材として多くの養成校がバイエルを用いているということが分か

る。	

	

第 3項(2)	 バイエルの原題と序文	 	

	 日本では「バイエル」という作曲家の名前だけで『バイエルピアノ教則本』のことを示すまで

に一般的になっているが，原題のタイトルには作曲家自身の名前は入っていない。音楽之友社か

ら出版されている『「バイエル」原点探訪	知られざる自筆譜・初版譜の諸相』によれば，初版は

バイエルが数多くの編曲した作品を出版したドイツのショット社から，フランス語で出版され

ている。原題の表記は「École	Préliminaire	de	Piano」(ピアノのための予備的な教本)であっ

た。当時の音楽文献カタログであるホフマイスターの月刊楽譜カタログ(1851 年 1 月号)には，

原題がドイツ語で次のように表記され	，「Vorschule	 im	 Klavierspiel	 für	 Schüler	 des	

zartesten	Altes」（幼い生徒のためのピアノ演奏の予備教本）その後に括弧書きでフランス語表

記も併記されている。	

	 序文には，教則本がピアノを全く初めて弾く人のために，また子ども，特に幼い子どものため

に作られたことが記されている。現在の『バイエルピアノ教則本』で，全音楽譜出版社の『全訳

                                                
46 辻，鹿戸，田中「ピアノ初学者のための使用テキストの実態と傾向−全国の幼稚園教諭・保育士養成校

のシラバスに基づいて− 」p.33 
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バイエル教則本』には，ドイツ語と日本語での序文の表記があり，日本語訳は	

	 	

	 	 この本は，はじめてピアノをひく人が もやさしい方法で，良いピアノ奏法を会得する	

	 ように手ほどきをするという目的をもっています。これはこどものために，特に幼い者の	

	 ために，あまり広い範囲にわたらないで，段階を追って進んでいくように考慮されていま	

	 す。	

	 	 ピアノのあらゆる困難な奏法を完成し，装飾音をもれなくとりあげて検討するなどと	

	 いうことが，ここで目的とされていないことは前に述べたとおりであります。ただ初歩の	

	 学習書があっても良いと思うので，生徒が 1年か 2年けいこをするために必要な教材を	

	 示しただけであります。	

	 	 このような本は今までなかったといえましょう。そしてこの本はこどもが幼い時から	

	 先生の教授をうけるようになるまでの間，音楽の素養がある両親にとっても入門指導書	

	 として役立つものと思います。	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 フェルディナント	 バイエル	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 （全音楽譜出版社『全訳バイエル教則本』序文より引用）	

	

とある。	

	 ただし，小野・多田・長尾・安田らによる『「バイエル」原点探訪	知られざる自筆譜・初版譜

の諸相』の初版譜の序文を見ると，全音楽譜出版社のものは，ドイツ語も日本語も序文の 後の

一文が省略されていることが分かる。全音版の省略された序文は以下のとおりである。	

	 	

	 (原語（ドイツ語）)	

	 	 Eine	ausführliche	Klavierschule,	welche	bis	zu	dem	Grade	mittlerer	Schwierigkeit	

reicht,	gedenke	ich	später	folgen	zu	lassen.	

	 	 	 	 	 	 	 (『「バイエル」原点探訪	知られざる自筆譜・初版譜の諸相』p.1 より引用)	

	 (日本語訳)	

	 	 私はこの後に，中級程度の難易度まで進む詳しいピアノ教則本を出版することを考え	

	 ている。	 	 	 	 	 	 (『バイエルの謎	日本文化になったピアノ教則本』p.20 より引用)	

	

	 このように，バイエルが『バイエルピアノ教則本』のあとに，さらに進んだ学習者のためにも

う少し難易度が高い教則本を作成しようとしていたことが分かる。残念ながらこの意志は遂げ

られることがなかった。	
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第 3項(3)	 リチャードソンのニューメソッド	

	 リチャードソンは，1827 年アメリカのマサチューセッツで生まれ，ボストンでピアニスト，

作曲家，教育者として，また音楽出版社としても活躍した。1848 年にはヨーロッパへ渡り，イ

グナーツ・モシェレス(Ignaz	 Moscheles	 1794-1870)や，アレクサンダー・ドライショク

(Alexander	Dreyschock	1818-1869)と一緒に学んだ。ドライショクとは約 2年間ともに学び，こ

の期間に学んだ練習法，特にドライショクの練習法には大いに影響を受け，後に作られるピアノ

教則本の一部に使用された。その後はアメリカとヨーロッパを行き来し，特にピアノの指導法に

ついて，解剖学的な手の使い方，ピアノを弾く際の筋肉や腱の役割についての研究を行った。

1858 年秋に『ピアノフォルテのためのニューメソッド』が完成し，翌 1859 年に OLIVER	DITSON

社から出版された。同年 11 月に 32 歳という若さで亡くなっている。『ピアノフォルテのための

ニューメソッド』は，1859 年の出版から 20 世紀初頭までの も重要な貢献の一つである。	

	 記録に残っているものの中で，国の公式な機関で松野クララにより用いられたピアノ教則本

として， 初に使用されたものがこのリチャードソンによる『ニューメソッド』ということにな

る。また，1879 年(明治 12 年)に創立した長崎の活水女学校(現在の活水女子大学)の，1889 年

(明治 22 年)の音楽科の予科 1年と予科 2年のカリキュラムにリチャードソンの『ニューメソッ

ド』が用いられていた記録が残っている。	

	 2017 年現在，ノースカロライナ大学チャペルヒル校（University	 of	 North	 Carolina	 at	

Chapel	Hill）のインターネットアーカイヴで，OLIVER	DITSON	&	CO.社が 1859 年に出版した初

版の全てのページを閲覧することができる。	

	 タイトルと副題は以下の通りである。	

(原題)：「Richardson's	new	method	for	the	piano-forte」	

	 	 		:	an	improvement	upon	all	other	instruction	books	in	progressive	arrangement,		

adaptation	and	simplicity	

	 		 	:	founded	upon	a	new	and	original	plan,	and	illustrated	by	a	series	of	plates,	

	showing	the	position	of	the	hands	and	fingers		

	 			 :	to	which	is	added	rudiments	of	harmony	and	thorough-bass	

(訳)：『リチャードソンによるピアノフォルテのための新しいメソッド』	

	 			 ：他の全ての教則本の進化的な編曲，改作と単純化による改善	

	 	 		：新しく独創的な計画に基づいており，イラストで手と指の位置を示している	

	 			 ：和声と通奏低音の基礎が加えられている	 	 	 	 	 	 	 	

	 序文には，リチャードソン自身が多くの著名な作曲家や教授陣に相談しながら教則本の作成

にあたったこと，彼らが，ピアノを勉強する課程において，生徒の迅速な成長のために，生徒に

とって難しい進め方をすることや，多くの重要な機能の複雑さはいつも認めない，と言っている
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ことが記されている。	

	 さらに，フンテン(Franz	Hünten	1793-1878)，ベルティーニ(Henri	Bertini	1798-1876)，チ

ェルニー，バイエル，クレメンティ，モーツァルト(Wolfgang	Amadeus	Mozart	1756-1791)，ヘ

ラー(Stephen	Heller	1813-1888)，ドライショク，メンデルスゾーン(Felix	Mendelssohn	1809-

1847)，タールベルク(Sigismund	Thalberg	1812-1871)，などの有名な作曲家の練習曲や課題は，

生徒が音楽的知識を得られるように，多くの場合そうであるように，ある特定の作曲家だけの単

調な練習に自分自身を限定するのではなく，これらの有名な巨匠たちの様式をある程度身に付

けるために取り入れたこと，また作品にはあえて作曲家名を記さなかったこと，初歩の段階から

ピアノ演奏の芸術的な 高の音楽を生徒が身に付けるために，一歩一歩徐々に生徒がまっすぐ

進めるよう努力したこと，これまでの教則本にあった不要なつまらない exercises［練習課題］

を避け，練習課題をメロディーの形をもとに作成し，ドライな練習で生徒が音楽に無関心になら

ないよう，生徒が興味と喜びを持って練習できるようにした，などのことが書かれている。	

	 腕，手および指の位置を示す図版については，ドイツの教授の中で も権威のあるケーラー

(Louis	Heinrich	Köhler	1820-1886)の論文から選出していることが記されている。	

	 序文に続いて 4 ページにわたり，ケーラーの論文から選出された 10 のピアノを弾く際の腕，

手，指のポジションが図とともに解説されている。	

	 その後は，音価と記譜を中心とした楽典的内容，続いて装飾音(前打音やターンなど)やトレモ

ロ，トリルの奏法がパターン別に細かく説明されている。	

	 次に，鍵盤と五線譜の関係について，ピアノを弾く際の位置(ポジション)について，運指につ

いて，練習時間についての文章での助言があり，本編が始まる。	

	 本編では，指使いが記入されているが，現在普及しているピアノの指使いである，親指が 1，

人差し指が 2，中指が 3，薬指が 4，小指が 5の番号ではなく，親指が+，人差し指が 1，中指が

2，薬指が 3，小指が 4という，ヴァイオリンの左手の指番号とほぼ同じである，19 世紀までピ

アノにも用いられた古い時代の指使いで記入されている。	

	 本編は 238 ページあり，指の練習課題と，練習曲，「楽しみ(Amusement)」と題された楽曲とで

構成されている。序文にあるように，バイエルの 59 番，またチェルニーの《初歩者のためのレ

クリエーション》から，モーツァルトの《きらきら星変奏曲》のテーマのみ，またベルティーニ

の《25 のやさしい練習曲	 Op.100》から，クレメンティの《ソナチネ》，メンデルスゾーンの無

言歌集から《春の歌(Op.62-6)》などの作品が採用されている。始めの数作品は両手ト音記号の

大譜表だが，すぐに左手にヘ音記号が導入され，右手ト音記号，左手ヘ音記号の大譜表での表記

となる。手首のポジションを移動せずに両手とも 5音，6音のみで弾ける練習曲ははじめの数作

品だけで，重音や跳躍はバイエルより早い段階で登場している。また，すべての曲に指番号が細

かく指定されている。さらに，練習課題は非常に系統立てて配置されており，その登場順序にも
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配慮が感じられるが，初学者にとっては，簡単な課題ではない。例えば，右手の 5指を 1の指か

ら順にド，レ，ミ，ファ，ソのポジションに置き，左手も同様に 5の指から右手の 1オクターヴ

下の同じ音に配置し，両手でド，レ，ミ，ファの 4音を同時に全音符で保持し，ソの１音のみ 8

分音符で同音連打し，そのパターンで 1音ずつ順に上行し，1オクターヴ進行した後，下行する，

という練習課題がある。(プレディー(Louis	 Plaidy	 1810-1874)やピシュナ(Josef	 Pischna	

1826-1896)，ドホナーニ(Ernst	von	Dohnányi	1877-1960)の練習曲集，また『メトードローズ・

ピアノ教本』にも同様の練習曲がある)この練習課題が一定の間隔で登場し，後半に進むに従っ

て，保続する音の組み合わせや，保続しない同音連打や 2 度，3 度 4 度の連続で弾く音が増え，

かなり複雑で難易度が上がってくる。指の独立のための良い練習であるが，初学者にはかなりの

忍耐が強いられる課題である。同様に，音階も，右手，左手が単音で別々に始まるが，すぐに両

手単音でオクターヴ間隔での平行する音階練習から始まり，中央のドの音から両手で反行する

音階，さらに 6度間隔での平行，6度の反行，4度の反行，3度の反行，5度の反行，3度の平行，

さらに右手，左手とも単音ではなく，オクターヴでの平行，反行，3 度重音での平行，反行，3

度重音での半音階の平行，反行などが取り入れられている。他に分散和音も同様である。巻末に

は和声と通奏低音の基礎が掲載されている。全体を通して，基礎的な奏法を身に付けることに重

点が置かれ，また目的は明確ではあるが，練習するために楽典的な知識が必要な課題が多く，全

くの初学者や幼い子どもにとっては，とても難しい印象である。	

	

第 3項(4)	 ウルバッハ教則本	

	 ウルバッハのピアノ教則本が音楽取調掛で使われるようになったのは，前述のとおり明治 15

年以降のことである。音楽取調掛で教えていたメーソンが帰国することになり，帰国後，(1882

年(明治 15 年)7 月)音楽取調掛で洋琴(ピアノ)伝習の担当となったのは，1871 年(明治 4 年)か

ら 10 年間のアメリカへの留学を経て日本に帰国した瓜生繁子であった。瓜生はアメリカで自身

も学んだウルバッハの教則本を音楽取調掛でのピアノ指導に導入した。ウルバッハ教則本は，瓜

生も在学中に教えを受けた，ヴァッサーカレッジのピアノの教授であったエリザ・M・ウィリー

がドイツ語の原版を英訳したものである。47	瓜生が教員としてピアノ指導を行うことになった

1882 年(明治 15 年)の 8月に，教育プログラムが大幅に修正され，ピアノ教育は 4年間で行うこ

とになり，教科規定も新しく細かく具体的に編成された。以下は教科規定のうちの，ピアノ実技

の主要なものである。	

	 	

	

                                                
47	生田澄江	 『舞踏への勧誘	日本 初の女子留学生永井繁子の生涯』p.138	
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	 洋琴	

	 第一学年前期・・・一週九時	

	 	 右手，左手，雙手練習	

	 	 「バイエル」氏教則本ヲ用ヒテ右手練習及匕左手練習ノ両手法ヲ終リ雙手ノ練習ニ進ミ	

	 	 其第一課ヨリ第六十四課マデヲ授ク	

	 第一学年後期・・・一週九時	

	 	 雙手練習	

	 	 「バイエル」氏教則本ヲ用ヒテ雙手ノ練習ヲ授ケ其第六十五課ヨリ第百五課ニ至ラシム	

	 第二年前期・・・一週九時	

	 	 手指運用法，長音階練習等	

	 	 「ウルバヒ(ウルバッハ)」氏教則本ヲ用いて手指運用法ヲ授ケ其第七十ニ課ヨリ第百零	

	 	 九課マデヲ授ケ兼テ長音階ノ各調ヲ練習セシム	

	 第二学年後期・・・一週九時	

	 	 前期ノ法ニヨリテ「ウルバヒ」氏教則本第百十課ヨリ第百四十六課マデヲ授ク	

	 第三学年前期・・・一週八時	

	 	 粧飾弾法，短音階練習等	

	 	 「ウルバヒ」氏教則本ヲ用ヒテ諸種ノ粧飾弾法ヲ授ケ其第百四十七課ヨリ第百六十五課	

	 	 ニ至リ兼テ短音階ヲ練習セシム	

	 第三学年後期・・・一週八時	

	 	 粧飾弾法，歌曲練習等	

	 	 前期ノ法ニヨリ「ウルバヒ」氏教則本第百六十六課ヨリ第百八十四課マデヲ授ケ兼テ唱	

	 	 歌掛図中ノ歌曲其他進行曲連弾曲等ヲ練習セシム	

	 第四学年前期・・・一週八時	

	 	 半音階練習，歌曲練習等	

	 	 「ウルバヒ」氏教則本ヲ用匕半音階ニ就キ第八音第六音[オクターヴ，六度]等ノ練習ヲ	

	 	 授ケ其第百七十五課ヨリ第百九十七課ニ至リ兼テ高等ノ学校用歌曲ヲ練習セシム	

	 第四学年後期・・・一週六時	

	 	 前期ノ法ニヨリテ「ウルバヒ」氏教則本第百九十八課ヨリ第二百零九課ニ至リ且各種ノ	

	 	 歌曲ヲ授ケ又既ニ学習セシトコロノモノヲ復習セシム	

(東京芸術大学音楽取調掛研究班編，浜野政雄・服部幸三監修『音楽教育成立への軌跡』

p.347,348 より)	
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	 バイエルが 1 年で終わるのに対し，ウルバッハは 2 年から 4 年までの 3 年間を通して使用さ

れていることから，ウルバッハのほうがバイエルよりも高い難易度の教則本であること，またウ

ルバッハの方を重要視していたことが分かる。	

	 ウルバッハの人物像については，ドイツで活躍し『ウルバッハ教則本』を作成したこと，また

この教則本以外に，1886 年に《Goldenes	Melodienbuch	Musikstücke	Karl	Urbach	Piano	alte	

Klaviernoten	Op.78	》という作品が出版されていることくらいしか分からず，人物についての

詳しい情報は得られなかった。	

	 音楽取調掛で使用され，現在東京芸術大学図書館に所蔵されている『ウルバッハ教則本』はド

イツ語第 8版の英訳で，ニューヨークの E.Schuberth 社から，1881 年に出版されたものであり，

したがって初版は 1881 年よりも前に書かれたと考えられる。ライプツィヒの楽譜出版社である

ホフマイスター社の音楽文献カタログのインターネットデータベースには一番古い記録として，

1878 年に，原題「Preis-Klavierschule」で出版されたことが残っている。またこの記録はオー

ストリア国立国会図書館のデジタルデータベースでも確認することができたので，初版は 1878

年と考えられる。	

	 比較的長い序文は，この教則本でピアノ演奏における徹底した基礎を指導する，ということと，

生徒の個性，才能，身体的，精神的発達，熱意，勤勉さなどによって練習にどれくらいの時間を

費やさなければならないかは決まってはいない，ということから始まる。 初の練習には，機械

的および技術的な問題の基本原則を，記譜法，リズム，音程，ハーモニー，その他の音楽的アイ

デアを含み，取り入れている。さらにこの教則本が 4つの異なる段階に分かれており，常に各段

階が慎重に研究されることによって，徐々に芸術的な完成度が高まっていく，と記されている。	

	 国府(1999)は，『ウルバッハ教則本』について，先行研究を踏まえ，順序よくピアノ奏法が学

べ，技術的側面と音楽的側面の両方が学習できるよう構成されており，ただピアノを弾くことを

学ぶだけでなく，基礎的な楽典や和声の内容が学べ，簡単な作曲を可能にする能力育成の可能性

も見いだせるが，指の練習課題が身体的にかなり困難なものであること，また取り上げられてい

る小品が音楽的に無理があること，を指摘している。	

	 筆者は筑波大学図書館所蔵の 1886 年にアメリカの OLIVER	DITSON 社から出版された，英語訳

と原語のドイツ語の両方が記された「URBACH’S	PRIZE	PIANO	SCHOOL」を閲覧することができ，

内容を確認した。練習曲は第 1段階から第 4段階の 後まで，1番から 209 番の課題で構成され

ている。序文に続き，当時のピアノの種類と鍵盤の音域などが図と文章で説明されている。続い

てリチャードソンの『ニューメソッド』と同様に，ピアノを弾く手や腕の形が図と文章で示され

ており，さらに五線譜の読み方，音部記号，音符の種類と長さの説明が丁寧にされ，ここまでで

9 ページ使われている。第 1 段階は 1 番から 71 番まであり，始めのうちは『バイエルピアノ教

則本』と同様に両手がト音記号の練習課題が続く。57 番からが右手がト音記号，左手がヘ音記
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号の大譜表の表記となる。音楽取調掛では第 2 学年から，ウルバッハの第 2 段階から教材とし

て用いられたが，これは 1 学年にバイエルが使用されており，ウルバッハの第 1 段階がバイエ

ルとほぼ同程度の練習曲であるためであったと考えられる。異なるのは，ウルバッハの 48 番か

ら 55 番までの練習曲が，リチャードソンにも採用されていた，5 指で，ド，レ，ミ，ファ，ソ

の 5音のうち 1の指でド，2の指でレを交代で弾き，その間 3，4，5の指はミ，ファ，ソを全音

符で保続する，というプレディーやピシュナのような保続音付きの指の独立のための練習課題

が含まれていることである。第 2 段階は 72 番から 146 番までであり，保続音や，3 度の重音，

シャープやフラット，スラーとスタッカート，アクセント，6度の重音，音階の予備練習，長音

階，短音階，民謡の連弾曲やコラールの練習曲が含まれる。基礎的な内容を網羅しているが，バ

イエルと比べると幾分難しい印象である。第 3段階は装飾音(前打音，ターン，トリル，プラル

トリラー，シュネラー，モルデント，アルペジオ)の説明から始まり，147 番から 183 番までの

練習曲で構成されている。第 2段階で学習したテクニックを発展した内容であり，3度，6度の

同音連打や重音での音階，3和音，半音階の練習曲や，2オクターヴの長音階と分散和音，右手

と左手での 3度と 6度の音階練習，その間にモーツァルトやウェーバー(Carl	Maria	von	Weber	

1786-1826)のオペラなどのピアノ編曲(独奏用，連弾用)，クレメンティの《ソナチネ》，シュー

ベルト(	Franz	 Schubert	 1797-1828)の歌曲《野ばら》の連弾編曲などが取り入れられている。

第 4段階は 184 番から 209 番までで，さらに高度になる。半音階や，長音階の反行，分散和音の

反行，長調と短調それぞれの和声進行，3度，6度，オクターヴのそれぞれの両手での音階，ク

ーラウ，デュセック(Jan	Ladislav	Dussek	1760-1812)の《ソナチネ》，シューベルトの歌曲《セ

レナーデ》，《アヴェマリア》のピアノ編曲，ウェーバーの《祝典序曲》から終結部の「God	Save	

The	Queen」の旋律のピアノ連弾編曲などが含まれている。	

	

第 3項(5)	 ニューイングランド音楽院ピアノメソッド	

	 トゥルジェーはアメリカで音楽教育者，合唱指揮者，オルガニストとして活躍した。イースト・

グリニッジ神学校で一般教養を学び，プロヴィデンスで音楽を学んだ。1853 年にボストンで音

楽学校の設立に失敗し，その後，マサチューセッツ州のフォールリヴァーで生徒数約 500 の音楽

学校を開設した。この学校は等級別のクラス分けを採用した音楽院方式の学校であり，アメリカ

でこの方式を採用した音楽教育施設はここが初めてだといわれている。1855 年に，ロードアイ

ランド州ニューポートに移り，オルガニストを務める傍ら，音楽の個人指導をした。1861 年に

イースト・グリニッジ神学校の音楽監督になり，1863 年には短期間ドイツに音楽留学した。1867

年からボストンに住み，同年ロバート・ゴールドベッグと協力してニューイングランド音楽院を

創設した。1869 年と 72 年にボストンで行われた平和記念祭で，大掛かりな合唱団を組織するこ

とに尽力した。公立学校での音楽教育促進にも活躍し，音楽教師の 初の全国集会がトゥルジェ
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ーの提唱により全米音楽会議として 1869 年にボストンで開催された。全米音楽教師連盟が 1876

年に組織されると，トゥルジェーは初代会長に就任した。また 1879 年から 1882 年にかけては，

メーソンの求めに応じて，日本の学校に西洋式の音楽教育を導入する教師団の手配に奔走した。

1869 年にはウェスリアン大学から名誉音楽博士号が授与され，1873 年のボストン大学創立と同

時に，音楽カレッジの学部長に就任している。	

	 『ニューイングランド音楽院ピアノメソッド』(The	New	England	Conservatory	Method	For	

The	 Piano-Forte)が誰によって編纂されたかは明らかになっていないが，音楽院を創設したト

ゥルジェーはもちろん，創設時からピアノ科教授として教鞭をとっていたエメリーが関わって

いると考えるのが自然である。また，この『ニューイングランド音楽院ピアノメソッド』そのも

のは音楽取調掛の 初の購入目録には含まれていないものの，その内容にはバイエル，プレディ

ー，ベルティーニ，チェルニー，ケーラーなどが含まれており，これらの作曲家の楽譜は購入目

録に含まれていることから，音楽取調掛の教育課程には，メーソンだけでなく，『ニューイング

ランド音楽院ピアノメソッド』自体，また音楽院の教員であったエメリーが深く関与しているこ

とが分かる。	

	 リチャードソンのピアノメソッドと同様に，ニューイングランド音楽院ピアノメソッドも長

崎の活水女学校で用いられていた記録が残っている。活水女学校は，音楽取調掛と同時期の 1880

年(明治 13 年)に音楽教育が開始された。48	1889 年(明治 22 年)の，予科２年，高等科４年の６

年制の教育課程のうち，予科１年にニューイングランド音楽院ピアノメソッドが用いられてい

る。この教育課程は 1888 年(明治 21 年)9 月に赴任したニューイングランド音楽院出身のアン

ナ・L・ビング(Anna	L.	van	Zandt	Bing	1864-1923)により「米国の 優秀
ベ ス ト

の音 楽 校
コンサーバトリー

の課程と

同様のもの」として改訂されたものである。49	

	 2017 年 10 月 11 日現在，アメリカのボストンパブリックライブラリー所蔵の 1870 年出版の楽

譜(初版)をインターネットアーカイヴで閲覧することができる。	

	 全 271 ページ，3部で構成されている。トゥルジェーによる序文から始まっており，序文の原

文訳は以下の通りである。	

	

	 	 この教則本に含まれる演習は，ピアノフォルテのための徹底した研究体制を，初歩的な	

	 ものから順を追って，高度なポイントに達するまで提供するという観点から，音楽院での	

	 使用のために準備されたものである。	

	 	 多数の教科書，方法，エチュードの中で，音楽院で確立することが望まれていたような	

                                                
48	活水学院百年史編集委員会	 『活水学院百年史』p.18,22	
49	活水学院百年史編集委員会	 『活水学院百年史』p.38,43	
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	 研究体制の要件を完全に満たすものは見つからなかった。それらの多くは価値があるも	

	 のの，それでも十分に進歩的ではなく，練習の以前に，生徒の熟練を必要とする困難さが	

	 導入されることが多い。他のものは無駄なものが多く，または整理が不十分である。	

	 	 したがって，すでに使用されているすべてものからの卓越性を確保することを目指す	

	 べきであり，その欠陥から解放されるべき新しい教則本を編集することが必要であるこ	

	 とが判明した。その結果は今や公衆の前にある。	

	 	 技術的なエクササイズ(Exercise)と訓練課題(Study)は，プレディー，ベルティーニ，	

	 ツェルニー，バイエル，デュヴェルノワ，ケーラー，および他の標準的な作曲家からのも	

		のである。	

	 	 レクリエーション(Recreation)で紹介されている楽曲は，一般的に，直前のレッスン	

	 で提示されたいくつかの技術的な課題を示しており，第一に漸進的な学習過程を提供す	

	 ること，第二に音楽的趣味の教育に，第三にピアノフォルテの研究を可能な限り興味深く	

	 魅力的なものにすることを目的とし，したがって，ハイドン，モーツァルト，ベートーヴ	

	 ェン，ウェーバー，シューベルト，シューマン，メンデルスゾーン，ヘンゼルト，ヘラー，	

	 マイヤー，ブルクミュラー，オーベール，および他の著名な作曲家から楽曲が導入されて	

	 いる。	

	 	 ここに提示された学習のプランは，徹底した良心的なすべての教師に賞賛され，また全	

	 国の教師が長い間欲しいと思っていたものを供給するだろうということを確信している。	

	 (「The	New	England	Conservatory	Method	For	The	Piano-Forte」序文(筆者訳))	

	 	

	 序文の後は，リチャードソンやウルバッハの教則本と同様に，楽典的内容の説明から始まる。

初めから細部に渡り細かく丁寧な説明がされており，項目は，アルファベットを用いた音名，五

線，加線，小節線，小節，音符(全音符から 32 分音符まで)，休符(前出の音符と同様)，付点音

符と付点休符，音部記号，音程(インターヴァル)，シャープ，フラット，半音，全音，ナチュラ

ル，リズム，2 拍子，3 拍子，4 拍子，コモンタイム，複合拍子(2 拍子系，3 拍子系，4 拍子系

と，特に 3/8 拍子，6/8 拍子，12/8 拍子，16/8 拍子)，自然なアクセント(強拍)，人工的なアク

セント(記号によるもの)，タイ，シンコペーション，複縦線と終止線，リピート記号，フェルマ

ータ，ダ・カーポ，ダル・セーニョ，オッターヴァアルタ，オッターヴァバッサ，3連符，レガ

ート，臨時記号，速度記号，強弱記号について，それぞれ記号や図と文章で詳しく説明されてい

る。初めから細部に渡り詳しく説明されていることから，この教則本がピアノ初学者はもちろん，

経験者を含む，音楽を専門として学ぶ学生を対象にしていることがうかがえる。	

	 続いて第 1部の第 1節が始まる。高音部記号による五線の読み方と，鍵盤と五線の関係，音符

と小節の長さについて説明され，続いて文章で，手の位置，指の動きについての説明がされてい
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る。さらに，こちらもリチャードソンやウルバッハと同様に，図によって鍵盤と正しい手，腕の

高さや位置が示される。図には，指からのタッチ，手首からのタッチ，肘からのタッチがそれぞ

れ描かれており，続いてピアノの座る位置について，またレガートのタッチと，適切なアクセン

トなどを会得するための規則について，文章での説明があり，実際の演奏へとつながる。序文か

らここまで 9ページが割かれている。	

	 次に，実際にピアノを弾く練習が始まる。1番，2番と番号がついた練習には，序文にもある

ように「エクササイズ」と「訓練課題」，「レクリエーション」と称される曲がそれぞれに配さて

いる。この構成はリチャードソンの『ニューメソッド』と類似している。エクササイズは技術を

身に付けるための基礎的，機械的なものであり，訓練課題は前エクササイズで得た技術を用いて

表現をする練習曲に，レクリエーションには音楽的な楽曲が採用されている。テクニックの機械

的な練習だけでなく，音楽的な内容も楽しく学習できるような配慮が感じられる。 初は右手が

高音部記号，左手も高音部記号の大譜表で，右手，左手ともに，ド，レ，ミ，ファ，ソが 1，2，

3，4，5の指で，1つのポジションで弾ける練習からはじまる。これは，バイエル，リチャード

ソン，ウルバッハと全て共通している。初めのうちは 2度の順次進行で四分音符と二分音符のみ

の構成だが，進むにつれて 3度，4度と音程が広がり，また 8分音符やタイ，シャープも出現す

る。12 番の練習曲まで進むと，低音部記号の説明があり，13 番目からは右手が高音部記号，左

手が低音部記号の大譜表での練習となる。バイエルとは違い，リチャードソンやウルバッハと同

様に，比較的早い段階で左手に低音部記号が出現する。3 番，4 番，8 番，9 番，10 番，11 番，

12 番，13 番，14 番など，両手での 5指の運動の練習では，同じ音ではなく，対称の動きとなる

反行の動きの練習から始まるパターンで作られている。両手の音は異なるが，両手の指は同じ指

を動かすことになるので，15 番の両手が単音でオクターヴ間隔の，同じ音で違う指を動かす並

行の練習よりも演奏しやすい練習であり，先に反行を行うのは初学者が学習しやすくするため

の配置である。このような 初の導入から反行で 5指の運動の練習を行う方法は，プレディーの

『ピアノ教本』(Technische	Studien)から採用したものである。ニューイングランド音楽院ピア

ノメソッドの全体を通して，練習曲についてはその多くがプレディーのピアノ教本から採用さ

れている。6番の練習曲のレクリエーションには，バイエルの 26 番が採用されており，15 番の

練習曲のレクリエーションには，バイエルの 66 番の曲が登場する。ただし，66 番はバイエルで

はハ長調であるが，ニューイングランド音楽院ピアノメソッドでは，完全 4度高く移調され，ヘ

長調となっており，調号でのシのフラットは記入されず，シには臨時記号でフラットが付けられ

ている。続いてのレクリエーションとして，バイエルの 60 番が，こちらは原調で採用されてい

る。バイエルで唯一ポリフォニーの要素を含む練習曲である。16 番の練習のレクリエーション

にはバイエルの 92 番が採用されている，原調のヘ長調のままだが，調号は用いず，臨時記号で

シがフラットになっている。15 番の練習曲からは，前述のとおり並行での練習曲が続く。18 番
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の練習曲のレクリエーションには，バイエルの 79 番が，原調のイ長調からト長調に移調されて

採用されている。こちらも調号は使われず，ファのシャープは臨時記号で書かれている。11 番

の練習曲のレクリエーションには，日本では「埴生の宿」として知られている，讃美歌第 2 編

147 番の前半部分が登場する。元の歌は，イギリスの作曲家ビショップ(Henry	 Rowley	 Bishop	

1786-1835)のオペラ《クラリ，ミラノの乙女》(Clari,	 The	 Maid	 of	 Milan)のアリア「Home!	

Sweet	 Home!」であり，作詞は脚本も担当したアメリカのハワード(John	 Howard	 Payne	 1791-

1852)である。メソッドが作成された当時，広く知られていたメロディーを採用したものと考え

られる。第 1部の第 1節は，全て両手とも単音のみで，和音は用いられていない。バイエルから

複数の曲が抜粋されていることから，バイエルを軽視していなかったことが分かる。	

	 第 1 部の第 2 節から，和音が登場する。2 和音，3 和音，4 和音が同時に練習課題になってい

る。4 番の練習曲には，スラーの記号が登場する。2 音間のスラーについて，1 つ目の音が強調

され，2つ目の音は軽く弾くことを，文章での説明と，実際の奏法の表記(1 つ目の音にはアクセ

ント記号が付き，2 つ目の音は音価が短くなり 後には短い休符が挿入されている)の両方で丁

寧に説明されている。6番からは音階の練習が始まる。導入として，両手の 3の指でオクターヴ

間隔でドの音を保続しながら，鍵盤上で隣のレとシの音を 1 の指で 2 回ずつ交互に弾く練習が

提示されている。また音階の仕組み(全音と半音の組み合わせ)や，五線譜の記譜法，長音階，短

音階，半音階について，音階の練習の方法についても記述されている。6番，7番では実際に両

手でハ長調の音階練習をし，続いてハ長調以外の調について，シャープ系，フラット系それぞれ

について説明があり，8番からは第 1部第 2節の終わりまでに，ト長調，ニ長調，イ長調，ヘ長

調，変ロ長調，変ホ長調の順で調号が増えた練習曲が構成されている。8番の練習曲のレクリエ

ーションには，ベートーヴェン(Ludwig	van	Beethoven	1770-1827)の《パイジェッロの歌劇《水

車屋の娘》の二重唱〈わが心もはやうつろになりて〉による 6つの変奏曲》(6	Variationen	über	

das	Duett	“Nel	cor	piu	non	mi	sento”	aus	der	Opera	“La	molinara”	von	G.Paisiello	

WoO.70)のテーマが，また，9番の練習曲の 1つ目には，シューマン(Robert	Schumann	1810-1856)

の《子どものためのアルバム》(Album	für	die	Jugend	Op.68)から，第 4曲「コラール」が，同

じく 2つ目のレクリエーションには，第 2曲「兵士の行進」が採用されている。8番，9番の練

習曲のレクリエーションの 3 曲は原調がト長調のものである。さらに，10 番はニ長調の練習曲

で，レクリエーションはシューベルトの歌曲《野ばら》のピアノソロ編曲が採用されている。11

番の練習曲には，保続音の練習が登場する。右手 1の指と，左手 5の指を 2オクターヴ間隔でド

の音におき，右手は 1，2，3，4 の指(ド，レ，ミ，ファ)，左手も 1，2，3，4 の指(ソ，ファ，

ミ，レ)を全音符で保続し，両手とも 5 の指(右手はソ，左手はド)の音を 8 分音符で連打する。

連打する指を 4，3，2，1 と変えていき連打しない指は音を保続する，という形で進んでいく。

この保続音の練習も，初めての練習は反行の形になっている。またこの練習はやはりプレディー
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から採用されている。17 番には 6度の分散和音の音階練習が，19 番には連打音の練習が，20 番

にはポルタートのタッチ(メゾスタッカート)の練習がそれぞれ採用され，第 1 部が締め括られ

る。	

	 続いて第 2部第 1節はハ長調の 3和音，4和音の分散和音の練習から始まる。その後，3度の

順次進行，ホ長調の音階，分散でのオクターヴの音階，ロ長調の音階，変イ長調の音階，ニ長調

の分散和音，変ニ長調の音階，前打音，装飾音の奏法，変ト長調の音階，変ホ長調の分散和音，

6度の順次進行の練習が課題となっている。レクリエーションには，ベートーヴェンの《ピアノ

ソナタ	作品 49-2	第 2楽章》(Piano	Sonate	Op.49-2	2mov.)や，シューベルトの《36 の独創的

舞曲	D.365	作品 9-2》(36	Originaltänze	D.365	Op.9-2)のワルツの編曲，ルモワーヌ(Henry	

Lemoine	1786-1854)の《子どものための 50 の練習曲	作品 37	第 11 番》(Etudes	Enfantines	for	

Piano	Op.37-11)，ドニゼッティ(Gaetano	Donizetti	1797-1848)のオペラ《ルクレツィア・ボル

ジア》(Lucrezia	Borgia)のプロローグ第3場の2重唱〈まあ!これは一体?〉(Ciel!	Che	vegg'io?)

の編曲，ウェーバーのオペラ《オベロン》(Oberon)より第 2幕の〈人魚の歌〉の編曲，ブルクミ

ュラー(Johann	Friedrich	Franz	Burgmüller	1806-1874)の《25 の練習曲》(25	Études	faciles	

et	progressives	Op.100)の第 21 番「天使の合唱」，第 22 番「帰路」，シューマンの《子どもの

ためのアルバム》(Album	für	die	Jugend	Op.68)から第 10 曲「楽しき農夫」が，またゴバーツ

(Jean	Louis	Gobbaerts	1835-1886)(別名ストリーボッグ)の《12 の易しく旋律的な練習曲	作品

63》(12	Very	Easy	and	Melodious	Studies	Op.63)の第 11 曲「蝶々を追って」，クラック(Theodor	

Kullak	1818-1882)の《子どものくらし	作品 62》(Kinderleben	Op.62)より第 5曲「ゆりかごの

歌」，オーベール(François	Auber	1782-1871)の歌劇《ポルティチの物言わぬ娘》(La	Muette	de	

Portici)から第 4 幕のアリア〈貧しい一人の忠実な友人から〉の編曲など，ピアノ曲だけでな

く，歌の作品をピアノ用に編曲したものや，様々な国の作曲家の作品が採用されている。第 2部

第 1節の 後には連弾曲が取り入れられ，作品はディアベリ(Anton	Diabelli	1781-1858)の《ソ

ナチネ	作品 24-1	第 2楽章》(Sonatine	Op.24-1	2mov.)が採用されている。	

	 第 2 部第 2 節は半音階の練習から始まる。半音階もまずは反行から，続いて並行の練習とな

る。この練習課題にバイエルの 106 番が採用されている。続いて旋律を歌う練習，イ短調の音

階，軽いタッチの練習，ホ短調の音階，同音連打(トレモロ)，ペダルの練習，ロ短調の音階，手

のポジション移動の練習，嬰ヘ短調の音階，トリルの準備練習，3 連符，ニ短調の音階，2 拍 3

連の練習，ト短調の音階，ハ短調の音階，ヘ短調の音階，トリルとターンの練習の順で構成され

ている。訓練課題やレクリエーションには，ヘラー，ライネッケ(Carl	 Heinrich	 Carsten	

Reinecke	 1824-1910)，シューベルト，ブルクミュラー，メンデルスゾーンなどの作品のほか，

現在ではあまり知られていないロゼラン(Henri	Rosellen	1811-1876)，エドゥアール・ヴォルフ

(Édouard	Wolff	1816-1880)，マイヤー(Carl(Charles)	Mayer	1799-1862)，ミュルデル(Richard	
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Mulder	1823-1874)，クロワゼーズ(Alexandre	Croisez	1814-1886)などの作品も含まれている。	

	 第 3 部第 1 節は長調の音階練習から始まる。シャープ系から 1 つずつ調号が増え，ロ長調の

次はフラット系の変ト長調で，調号が 1つずつ減っていく。4和音(長七の和音)や 6度の分散和

音での練習も含まれる。続いて短調の音階練習が，長調の練習と同様にシャープ系からフラット

系への 5度圏の順で始まる。短調も 4和音や 6度，オクターヴでの分散和音の練習や，オクター

ヴの同音連打や音階練習も含まれる。訓練課題やレクリエーションにはベルティーニ，シューマ

ン，ヘラー，メンデルスゾーン，ケーラー，モーツァルト，シュミット(Aloys	 Schmitt	 1788-

1866)，スピンドラー(Fritz	Spindler	1817-1905)，レシュホルン(Carl	Albert	Loeschhorn	1819-

1905)，ハイドン(Franz	Joseph	Haydn	1732-1809)の作品や，日本では唱歌の「庭の千草」とし

て知られる，アイルランド民謡の「The	Last	Rose	of	Summer」が採用されている。	

	 第 3 部第 2 節は，分散和音の練習から始まる。ハ長調の主和音で 4 オクターヴを分散和音で

弾く練習だが，これも始めは反行から始まり，次に並行を練習する。次に半音階の練習が続く。

ハ長調両手オクターヴ間隔で，並行で 2 種類の指使いでの練習を行った後，反行，3 度間隔，6

度間隔での練習と進む。ニ長調と変ロ長調の分散和音，両手でのトリル，ト短調，ロ短調の分散

和音，オクターヴを含む同音連打，属七和音の分散和音，保続音を伴ったトリル，減七和音の分

散和音，両手オクターヴの跳躍と音階，拡張された分散和音，ハ長調，ト長調，ニ長調，イ長調

での両手 3 度と 6 度の音階練習で技術的練習が構成されている。訓練課題，レクリエーション

には，デュヴェルノワ，ハイドン，チェルニー，シュミット，シューマン，クラック，シューベ

ルト，ヘラー，スピンドラー，ベルティーニ，メンデルスゾーン，イェンゼン(Adolf	Jensen	1837-

1879)などのものが採用されている。練習の内容が高度になるにつれ，訓練課題，レクリエーシ

ョンで取り上げられている楽曲も難しいものになっている。	

	 後の第 3部第 3節は，全調での両手 3度，6度の音階，短 3度，短 6度，完全 4度，オクタ

ーヴでの半音階，3 和音での音階，両手交替での単音，和音の音階，2 オクターヴまでの単音，

和音での跳躍，長いトリルとトリルでの指替え，両手同時のトリル，重音トリルが練習内容とな

っており，技術的な練習のみで，訓練課題，レクリエーションとしての楽曲は取り入れられてい

ない。巻末にあとがきが付され，この教則本の次に取り組むべき課題（バッハの《インヴェンシ

ョン》や《パルティータ》，《平均律クラヴィーア曲集》やチェルニーの《40 番練習曲》，クレメ

ンティの《グラドゥス・アド・パルナッスム》，クラーマー(Johan	Baptist	Cramer	1771-1858)

やモシェレス，ショパン(Frédéric	 François	 Chopin	 1810-1849)の練習曲など）が記されてい

る。あとがきには引き続き，練習の方向性について，初見演奏について，また「自身を過大評価

せず継続して努力を」といった内容のプレディーの言葉を引用して結論とし，巻末に楽語の説明

が載せられ，締め括られている。	
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第 3項(6)	 4 つのピアノ教則本の比較	

	 バイエル，リチャードソン，ウルバッハ，ニューイングランド音楽院ピアノメソッドのそれぞ

れの教則本を概観し考察すると，日本のピアノ教育において，リチャードソンやウルバッハ，ま

たニューイングランド音楽院ピアノメソッドが忘れられ，なぜバイエルが残ったかが見えてく

る。	

	 リチャードソンは，4つの教則本のうち， も技術の習得に重点が置かれ，教則本のはじめの

段階から比較的難易度が高い内容の練習曲になっている。また，全体的に技術を身に付けること

に重点がおかれ，練習曲は基礎的な技術の要素を習得するために作られているので，旋律を歌う

ような練習曲が少ない印象である。リチャードソン自身は，練習が無味乾燥にならないよう配慮

した，と言っているが，教則本全体を通して見ると，忍耐が必要な練習曲も数多くあり，やはり

技術的側面に偏重していると言わざるを得ない。4つの教則本の中でバイエルに継いで古く，装

飾音の演奏の方法や，通奏低音の説明など，バロック，古典派の時代の名残も感じられる。	

	 ウルバッハは，リチャードソンと比べると，全体的に技術的な練習曲を中心に作られているも

のの，現在も『ソナチネアルバム』に収録されている作品や，オペラアリアの旋律や民謡などの，

耳馴染みのある楽曲をピアノ用に編曲した作品が随所に取り入れられ，技術を習得する練習曲

と，音楽的な表現を身に付けるための曲の両方で構成されており，また段階ごとに詳しい文章や

図での説明が掲載されており，学習者が喜びを持って練習できるような配慮が感じられる。ただ

し，技術的な練習曲はリチャードソンと同様，初学者にとっては難しいものも含まれており，あ

る程度の手の大きさや，良識のある指導者の助言が必須である。	

	 ニューイングランド音楽院ピアノメソッドは，リチャードソンやウルバッハと比較すると，音

楽用語や楽典的内容の説明が詳細に記されており，また技術を身に付けるための練習と，音楽的

表現を学ぶための楽曲が，適切な比率で配置されている。また古典派，ロマン派前期の多くの作

曲家による多岐にわたる音楽的な作品が取り入れられ，ピアノ作品だけでなく，歌曲やオペラア

リアなどのピアノ編曲も採用されるなど，様々な様式を学ぶことができる。リチャードソンやウ

ルバッハと比べても旋律を歌う作品や，音楽的に様々な表現を楽しむ作品が多く採用されてい

る。前半は初学者に対する配慮が感じられるが，後半は技術的に難しい練習曲や作品も取り入れ

られている。ただし，ポリフォニーの要素を学ぶための作品はほとんど取り入れられていない。

これには，初学者がポリフォニーを学習するには，ある程度の演奏技術が伴ってから始める方が

良い，という考え方があると推測することができる。この教則本に数多く取り入れられているプ

レディーの『ピアノ教本』には次のようなあとがきが記されている。	
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	 	 この本に集めてある練習課題は，ピアニストの完全なテクニックをつくるための教育	

	 材料です。	

	 	 これ以上のことは，チェルニー，ベルティーニ，クレメンティ，クラーマー，またモシ	

	 ェレスなどのエチュードを練習することで修得されるでしょう。更に，メイヤー，ケーラ	

	 ー，ヘラー，シュミット，デーリング，レッシュホルン，カルクブレンナー，クリントヴ	

	 ォルトなどを推薦します。しかし，J.S.バッハの平均律クラヴィーア曲集は，一般にあま	

	 り早く手をつけさせますが，年数の経っていない生徒たちには，見合わせる方がよろし	

	 い。もっと後にいろいろなテクニックをおぼえ，十分に理解が深まるまで待つのです。こ	

	 れらのエチュードを終えたら，ショパン，リスト，ルービンシュタイン，タウジッヒ，ヘ	

	 ンゼルト，サン＝サーンスのエチュードを研究するのがよいと思います。	

	 	 (全音楽譜出版社『プレディー	ピアノ教本』あとがきより引用)	

	

	 同様にニューイングランド音楽院ピアノメソッドには，ショパンやリスト(Franz	Liszt	1811-

1886)の作品が 1つも取り入れられていない。同時代の作曲家のシューマンの作品は複数採用さ

れているが，これもやはり前述のポリフォニーと同様の考え方によるものと推察することがで

きる。	

	 バイエルは，リチャードソンやウルバッハ，ニューイングランド音楽院ピアノメソッドと比べ

ると，元来幼い子どもを対象として作られていることもあり，技術的な程度は 4つの教則本のう

ち も易しい。また練習曲はバイエルのオリジナルの曲であるが，音楽的に旋律を歌うようなも

のもあり，ある程度の技術と，音楽的な表現との両方を身に付けられる構成でできている。加え

て，シンプルであり，難易度が急に上がらないので達成感を味わいながら進めることができるこ

となども，バイエルが現在まで残っている所以である。ただし，単純で短い曲が多いこと，また

リチャードソンやウルバッハ，ニューイングランド音楽院ピアノメソッドと比較すると進度が

非常に遅いこと，使用している音域が狭いこと，などから，大人や中級者が使用する教材として

は物足りない部分もある。	

	 日本におけるピアノ教育と教則本の歴史は，ピアノ教育の受容期である明治時代初期に，アメ

リカの影響を強く受けて始まった。リチャードソンや，ウルバッハ，またニューイングランド音

楽院ピアノメソッドなどの教則本や，様々な作曲家の練習曲が取り入れられたが，中でも『バイ

エルピアノ教則本』を中心にして変遷してきた。保育者養成や小学校教員養成課程でも，東京音

楽学校と同じように師範学校でバイエルが取り入れられ，ピアノ教育全体の流れの中でリチャ

ードソンやウルバッハ，ニューイングランド音楽院ピアノメソッドのように，時代を経て中心か

ら外れ，次第に忘れられてしまった教則本もある中，『バイエルピアノ教則本』は重要な入門教

材として扱われ，受容期から今日まで 130 年以上の年数を経ても残っている。	
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	 バイエルは 1850 年に，リチャードソンは 1859 年に，ニューイングランド音楽院ピアノメソ

ッドは 1870 年に，ウルバッハは 1878 年にそれぞれ初版が出版されている。全て 19 世紀後半に

作られているが，この時代はロマン派後期であり，近代の音楽への橋渡しの時代でもある。その

時代の中で教則本が作られ，今回取り上げた 4つの教則本の中でもっとも古いバイエルが，現代

の日本に残っていることは，注目すべきことである。	

	 1990 年前後を境に，バイエル批判が行われるようになり，世界各地の教則本や，日本での新

しい教則本が数多く取り入れられるようになった。	

	 バイエル批判がはじまった頃から 25 年以上が過ぎた現在でも保育者，小学校教員養成課程で

使用される教材として『バイエルピアノ教則本』そのもの，またバイエルを底本とした教材が多

くの養成校で使用されている。	
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第 2節	 フォルマシオン・ミュジカル	

	 フォルマシオン・ミュジカル（Formation	Musicale）とは，フランスの文化省が 1978 年に制

定した，統括的な音楽教育を目指した新教育システムである。従来のソルフェージュ教育の科目

名が改められたものであり，内容についても，徹底を重んじるあまり分断化され，器楽教育との

結びつきから遠ざかってしまったソルフェージュ教育を，ソルフェージュと器楽教育との間に

広がった溝を回復することを目的とし，従来のソルフェージュ教育の否定ではなく，既存の音楽

作品をソルフェージュ課題の中に取り入れ，音楽作品の理解と表現をより深め，身に付けること

を目標としている。	

近年，日本においても「フォルマシオン・ミュジカル」という言葉自体を聞く機会が増えたり，

フォルマシオン・ミュジカルに関する書籍が発行されたり，研修会やセミナーが開催されたりと，

フォルマシオン・ミュジカルへの注目が高まりつつある。	

日本における先行研究は，初期のものは 1989 年に船橋らによって日本語訳され出版された，

ミシェル−オディル・ジロー(	Michélle-Odile	Gillot	1926〜)著「シューベルトを歌いながら学

ぼう	全 3巻」があり，また野平(1994)による「フランスの「フォルマシオン・ミュジカル-音楽

家の基礎形成」の行方」（『国立音楽大学研究紀要第 29 集』：191〜201）や，泉谷(1999)による

「フランスの「フォルマシオン・ミュジカル」の変遷と改革」（『青森明の星短期大学紀要第 25

号』：1〜29）などがある。	

	 また保育者養成課程や教員養成課程での音楽の授業にフォルマシオン・ミュジカルのアイデ

ィアを取り入れるべく検討している先行研究もいくつかある。泉谷(2000)は保育者養成課程の

音楽やピアノの授業展開にフォルマシオン・ミュジカルの応用の可能性を試みており50，また船

橋(2015)は「新しいソルフェージュ	−	フォルマシオン・ミュジカルへの展開」の中で，音楽大

学や音楽科での教職課程として学ぶソルフェージュ教育について，フォルマシオン・ミュジカル

の考え方に基づいた音楽基礎教育が必要である51	と提起している。また，長崎(2015)は，フォル

マシオン・ミュジカルのアイディアを取り入れた保育者養成課程でのソルフェージュ指導，ピア

ノ指導の一例を提示している。52	

このフォルマシオン・ミュジカルの特に「既存の音楽作品をソルフェージュ課題の中に取り入

れる」という方法は，保育者，小学校教員養成課程でのピアノ教材の作成にあたっても，非常に

有用であると考えられる。泉谷（2006）は「初心者のためのピアノ・グループ指導の研究〜保育

者養成課程における実技のカリキュラムの工夫〜」の中で，保育者や教員の養成課程におけるピ

                                                
50 泉谷千晶 「保育者養成課程の「音楽」の視点と総合的な授業展開の試み−フォルマシオン・ミュジカル

の応用の可能性−」 
51 船橋三十子「新しいソルフェージュ ‒ フォルマシオン・ミュジカルへの展開」 
52	 長崎結美「保育者養成課程におけるソルフェージュ指導−フォルマシオン・ミュジカルの視点から−」 
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アノ学習のための教材について，養成校の「教材として，何を，どの時期に，何の目的で，どの

ように取り入れていくか，ということについて考える時，私自身の指針となるのはフランス音楽

教育の根幹を支える「フォルマシオン・ミュジカル」（Formation	musicale）の概念である。」53，

続けて「例えて言うならば，音楽理論の学習には音楽理論用のテキストを，ピアノの技術的訓練

のためには練習曲を，というような訓練自体が目的として作られた教材を使用するのではなく，

実際の楽曲を教材に選び，教材自体を通して音楽の知識と理解を深め，演奏技術を高めていくと

いうような考え方」54	であり，「保育現場で通用するレパートリーとなる楽曲を教材としてリス

トアップし，それらの楽曲を構成している様々な要素を分解しながら，読譜の手立てを示し，構

造や理論を把握し，演奏の技術的な問題を抽出しながら，音楽の理解と演奏を切り離さずに総合

的に学習していくこと」55	と論じている。同時に，教材の体系化の難しさについても指摘してい

る。	

	 フォルマシオン・ミュジカルについては問題点も議論されている。長崎(2016)は，「本場フラ

ンスでは，その指導法の困難さや学習範囲の広さ故，音楽の基礎が正しく身につかないまま年月

が経過してしまう生徒が少なからず存在するという話も耳にする」56	と論じており，また高田

(2016)はその著書の中で，フォルマシオン・ミュジカルの欠点として，長崎と同様に「扱う内容

がとても広く，限られた時間の中ではすべてを網羅することはできない」ことをあげ，さらに「音

楽史や音楽理論の難しい知識を増やすということに重きが置かれがちで，音感やリズム感を習

得するための訓練が少なくなってしまっている傾向もある」ことを指摘している。また，「音楽

のひとつひとつの要素を習得するためには，繰り返しの訓練もやはり必要である」57	と論じて

おり，これまでのソルフェージュ教育のすべてを否定している訳ではない。	

	 保育者養成課程や，小学校教員養成課程における音楽の学習では，クラシックの作品を学ぶこ

とはもちろんあり，広義では同じく「音楽」を学習するが，音楽大学などの音楽の専門的な学習

と大きく異なるのは，1つの専攻，専門分野について深く探求することや，音楽史や音楽理論な

どの幅広い音楽的な知識の蓄積が，保育，教育の現場からはさほど求められていない，というこ

とである。聴衆に向かってピアノや歌を芸術的に演奏することが第一の目的なのではなく，子ど

もたちと一緒に歌を歌ったり，音楽に合わせて体を動かしたりする活動で同じ時間を共有し，同

じ楽しさを味わうことが，保育や教育の分野ではより重要なことである。このことは，第 3章で

                                                
53 泉谷千晶「初心者のためのピアノ・グループ指導の研究〜保育者養成課程における実技のカリキュラム

の工夫〜	 p.34 
54 同上 
55 同上 
56 長崎結美「「フォルマシオン・ミュジカル」教育内容の変遷に関する一考察−初級者用教材の分析を通し

て−」	p.17	
57 髙田美佐子『はじめてのフォルマシオン・ミュジカル 音楽力を育てる新しいソルフェージュ』p.10 
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の保育者や小学校教諭への調査によっても明らかになっている。	

		学習の目的と内容を考えれば，保育者，小学校教員養成課程における初学者へのピアノ指導は，

読譜や指使い，またバイエルや練習曲などの訓練そのものを優先して学習することも重要では

あるが，それよりも，将来現場で子どもたちと歌う歌を，フォルマシオン・ミュジカルの概念で

の「音楽作品」として捉え，その音楽作品である子どもの歌をピアノ学習の初期段階から取り入

れて，音高や音価，拍子やリズムなどの基礎的な音楽理論や，音楽の構造について，総合的に学

習することのできる教材が養成校でのピアノ学習にとっては，合理的であり，効果的であると考

える。	
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第 3節	 初学者への効果的な指導に向けて	

第 1項	 ピアノ奏法の変遷の概要	

	 ピアノの奏法について歴史は，ピアノ以前のチェンバロ，クラヴィコード，フォルテピアノ等

で用いられた，指だけの動きのみによる奏法から，腕の重量を利用して演奏する重量奏法や，脱

力奏法と言われる，現代的なピアノ奏法へと移っていく歴史であるといえる。クレメンティやフ

ンメルは，指のテクニックを機械的に訓練するための訓練課題の作品を多く残している。クレメ

ンティの弟子であるクラーマーが，ピアノの「練習曲」を初めて作曲し，その後チェルニーは練

習曲を体系的に完成させた。チェルニーは，練習曲を「単に機械的な身体能力の向上を目指すた

めだけ」58	でなく，「高度な様式表現」59の学習をも目的とした。その後 19 世紀には，1827 年に	

ブロードウッド社が金属製支柱機構で特許を取るなど，ピアノの構造が改良され，ピアノ曲が求

める演奏技術の可能性が広がった。奏法もそれに伴って，指だけではなく，手首や腕，肩，また

全身まで使う技術が必要になった。運指についても，18 世紀の考え方とは異なり，特にショパ

ンはピアノ奏法草稿の中で，「人間が本来持っている各指の弱点を有効に美しい特徴として利用

し，生理的な自然さを取り入れるような運指法」60	を創案した。リストの超絶技巧やブラームス

の急速に移動する和音など，手首の柔らかさと腕の重量を自由に使う近代的な奏法が始まるが，

まだ一般的にはならなかった。19 世紀後半にはハイフィンガー奏法が流行するが，20 世紀にな

りデッペ(Ludwig	Deppe	1828-1890)らにより否定され，またマティ(Tobias	Matthay	1858-1945)

は腕の重量によるタッチを重要視し，ブライトハウプト(Rudolf	Maria	Breithaupt	1873-1945)

は腕の重さ(重量奏法)と弛緩(脱力奏法)を基本とした奏法を提唱した。その後は解剖・生理学派

から心理学派へ，そして現代へと繋がり，現在においては様々なピアノ奏法やメソッドが提唱さ

れている。	

	

第 2 項	初学者に対するピアノ奏法指導	

	 ピアノ奏法理論における解剖・生理学派が隆盛した時代からやや遅れ，1954 年にハンガリー

のヨゼフ・ガート(József	Gát	1913-1967)の『ピアノ演奏のテクニック』が出版された。特に，	

第 26 章「初歩者にテクニックの問題点を教える際の注意事項」については，主に「初歩者」を

子どもとして扱っているが，「すべてのピアノのテクニックは，直接，音楽的概念にもとづいて

いる」61という理念から，まずは運動の練習，歩く練習，リズミックな手の運動などのピアノを

弾く前段階からの準備，教育法が提唱されており，これは保育，教育における音楽表現との親和

                                                
58 上田泰史 「チェルニー30 番の秘密 練習曲は進化する」p.142 
59 同上 p.134 
60 浦田真理子「ピアノ指導に関する一考察 −音と心の関係に視点をあてて−」p.126 
61 ヨゼフ・ガート著 大宮真琴訳「ピアノ演奏のテクニック」p.285 
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性が強い。ここで詳細を論じるのは省略するが，養成校での初学者を対象としたピアノ指導に有

効であると考えられるため，教材作成の参考とした。	

	 以下，同様に養成校でのピアノ初学者を対象とした教材作成のために参考にした主なものを

記す。	

	

・ショパンのピアノ奏法草稿	

ショパンが執筆し未完に終わっているピアノ奏法の草稿が，エーゲルディンゲルによる『弟子

から見たショパン	そのピアノ教育法と演奏美学』の中で明らかにされている。	

ショパンはその中で，ハ長調でピアノの音階練習を始めることは，譜読みは易しいが，手の動

きはまったく支点がないので も難しく，5指のうち，2，3，4の長い指が黒鍵を，1，5の短い

指が白鍵を押さえる調から始めるのがよい，と言っている。	

	 指をミ，ファ♯，ソ♯，ラ♯，シ(譜例 1)の鍵盤に置き手の位置を決める。長い指で黒鍵を，

短い指で白鍵を押さえる。レバーにほぼ均一な力を加えられるように黒鍵を押さえている指を

一直線に揃える。白鍵の方も同じ。こうすると手が丸くなり，必要とされる柔軟性が得られるが，

指を伸ばしてもこうはならない[あくまで手に力を無理にかけずに丸めることで，指を伸ばして

しまっては得られないような柔軟性が得られる]。柔軟な手，手首，前腕，腕，すべては手が命

じるままに動く62。	

	

譜例	2	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	

	 	

作成する教材では，手のフォームを学習する際に，理想的な手のポジション，形を身に付ける

ために，まずは譜例 2の音に手を置いてみることから始める。ただし，子どもでなく大人であっ

ても，物理的に黒鍵を弾いたり，楽譜に調号や変化記号が出現したりするのには抵抗がある場合

が多く，難しく感じられる可能性がある。その場合，楽譜を見ずに，まずは 2，3，4の 3つの指

だけを，3つ並んでいる黒鍵に置くところから始めると，抵抗を感じにくい。2，3，4を置いた

後に，1，5の指が自然に発見のミ，シの場所にあることを意識してもらう。	

	 この手の形，肘や腕のフォームを学習してから，楽譜の音と鍵盤が一致した課題を始める。	

	

                                                
62 エーゲルディンゲル 米谷治郎，中島弘二訳『弟子から見たショパン そのピアノ教育法と演奏美学【増

補・改訂版】』 音楽之友社 
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・ジャンヌ・ブランカール『初心者のためのピアノ・テクニックの基本的原理』(1995)	

・レシェティツキー『ピアノ奏法の原理』(1973)	

	 上記 2 つは，どちらも 5 指のうち 4 指を押さえたまま保続し，残りの 1 指を動かす練習から

始まる。カルクブレンナー(Frédéric	Kalkbrenner	1785-1849)の《手導器を補助としてピアノ・

フォルテを学ぶためのメソッド》(1831)は， 初の練習課題として 5 指のうち 4 指を押さえた

まま保続し，残りの 1指を動かす練習を早期に提示している。『メトードローズ・ピアノ教則本』

にも同種の練習課題が掲載されている。	

	

・プレディー『ピアノ教本』	

	 『ニューイングランド音楽院ピアノ教本』にも採用された，反行からの練習の開始を採用して

いる。	

	

・アルフレッド・コルトーの『ピアノメソード』	

・Miyoshi メソッド	

・セイモア・バーンスタイン『ピアノ奏法 20 のポイント	振り付けによるレッスン』	

上記 3点はピアノの椅子への座り方，体，腕，手，指の動かし方が詳細に分かりやすく掲載さ

れている。	

	

・フランク・メリック『ピアノの練習』	

・井上直幸『ピアノ奏法	音楽を表現する喜び』	

	 「考える→演奏する→評価する(→「考える」に循環)」という練習方法が紹介されている。	

	 メリック(Frank	Merrick	1886-1981)はレシェティツキー(Thodor	Leschetizky	1830-1915)か

ら，井上(1940-2003)はアクセンフェルト(Edith	Picht-Axenfeld	1914-2001)からこの指導を受

けた。	

	 	

・樹原涼子『プレ・ピアノランド』	

	 第一段階「聴く，歌う，動く，見る」→第二段階「ピアノの演奏」という「二段階導入法」を	

提示している。幼児を主な対象としているが，効果は子どもだけでなく大人にもある。	

	

・フォルマシオンミュジカルの理念	

	 前節のとおりである。	

	

	 参考にした主要なものを記した。これらの理念や奏法，指導法を教材作成の参考とする。	
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第 3項	 効果的な教材の作成に向けて	

学習の目的と内容を考え，これまでの調査や考察から，以下のものを採用し教材を体系的に作

成した。	

・簡単な「弾き歌い」ができるようになることを目指し，課題を構成する。	

・フォルマシオン・ミュジカルの視点から，早い段階で，楽曲から音楽の基礎的な内容を学習で

きるようにする。本教材は，保育者養成，小学校教員養成課程での活用を前提にしているため，

採用する楽曲は，保育所(園)，幼稚園や認定こども園，また小学校で歌われるような歌の曲とす

る。曲の選定には，第 3 章で示した保育者への調査の中から，「現場で歌う機会が多い曲」や，

「活用している楽譜，曲集」についての調査結果を踏まえる。	

・初学者が，体の使い方や姿勢を自ら留意しながら学習できるよう配慮する。	

・初学者も経験者も，自ら学習を進められるような構成とする。	

・簡単な「コード伴奏」ができ，コード伴奏での弾き歌いができるようになることを目指す。	

・学習するテクニックの項目を限定し，意識的に学習できるようにする。初学者が無理なく学習

できること，子どもの歌のメロディーや伴奏が弾ける程度のテクニックであることを目標とし，

意識的に学習するテクニックは，「指ひろげ」，「指ちぢめ」，「指かえ」，「指こえ・指くぐり」と

した。	

・反行と並行	

	 初学者にとって難しいと考えられる 1つに，「両手の指が別々の動きをすること」がある。こ

れは第 4章の養成校のピアノ教員への調査からも明らかになった。	

ポジション移動のない，ド，レ，ミ，ファ，ソの 5指の動きでも，右手，左手をオクターヴ間隔

で同時に弾く場合（並行），左手はドの音を 5の指で弾くのに対し，右手は 1の指で弾くことに

なり，動かす指が左右で異なることから混乱を招く場合がある。その前の段階として，両手の同

じ指が動く反行の動きを先に行う方法が，『プレディーピアノ教本』をはじめとした教材で採用

されている。反行の動きの場合，両手で弾く音が異なるが，両手を同時に動かす感覚を養うこと

が期待できる。まずは反行での練習を行い，つぎに並行での練習を行うという方法を採用した。	

・初めから「弾き歌い」を行うことを想定して教材を作る	

	 第 3章の保育者への調査では，保育者にとって も必要なピアノのスキルは，ピアノを弾きな

がら歌を歌うこと，すなわち「弾き歌い」ができること，であることが分かった。しかしながら，

既存の養成校向けのテキストには，「弾き歌い」の学習方法について説明されているものは見当

たらない。ピアノ学習のための教材ではあるが，後に弾き歌いに対する抵抗を感じることがない

よう，初めから弾きながら歌うことを取り入れる。「弾き歌い」は，ピアノ伴奏のパート譜(高音

部譜表，低音部譜表)を見て認知し，右手で高音部，左手で低音部を弾き，その音が合っている

かどうかを耳で確認し，歌のパート譜を見て，声を出し，自分の声を聴き音程を確認し，歌詞を
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読む，など，同時に多数のことを行わなければならず，初学者にとって難易度が高い。まずは 1

つの音でこれらを行い，同時に行う作業や処理を減らした段階から始め，複数作業の同時処理に

慣れるところから進める。	

・奏法の指導を取り入れる	

	 現在出版されている保育者，小学校教員養成向けの主な教材の多くには，ピアノを弾く際の姿

勢や椅子の座り方，鍵盤と体の距離，肘や手首の高さ，手の形や向きについて，簡単に短い説明

で済ませているものや，中には全く触れられていないものもあり，あまり重要視されていないと

捉えることができる。また初学者は，楽譜の音の高低を読むことに集中し，指を動かし音を出し

て「弾く」ことにのみ集中してしまい，指導者による授業やレッスン時には口頭で指導されてい

るとは考えられるが，ピアノを弾く際の自身の体について，姿勢や，ピアノとの位置関係などに

ついて，無頓着になりがちである。	

	 保育者養成向けではない，現代の一般的にピアノを学習するための教材には，奏法を重要視し

ているものが多くあり，これは保育者や小学校教諭を目指す学生にも非常に有用であると考え

る。奏法に着目するという点で，養成校向けの教材として新しい点と言える。例えば指くぐりの

際の手指のフォーム，音階上行の際の手，手首，腕のフォームの下行の際との違い，などが理解

しやすいように，要素ごとに画像等を用いて説明し，独習の際にも意識できるようにする。	

・「両手伴奏」	

これまでは「両手でのコード伴奏」の学習項目があった。コードでの両手伴奏は，右手でメロデ

ィーを弾く必要がないため，歌がしっかり歌えていれば，右手でメロディーを弾き左手でコード

伴奏をする弾き歌いよりも，低い難易度で弾き歌いが成り立つ。「歌がしっかり歌えている」と

いう条件付きではあるが，初学者にとってはより短い時間で現場に活用できる可能性がある技

能である。しかし，今回の保育者への調査で，現場では「両手コードでの伴奏」はほとんど用い

られていない，という結果がでたため，新教材への採用は見送った。	
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第 4節	 新しい教材での授業実践と教材の評価	

S 女子大学における 2018 年度前期の「ピアノ入門」の授業で，これまで使用されてきた教材

(以後「旧教材」と示す)と，今回本論での考察を経て作成した教材(以後「新教材」とする)の両

方を比較するために，クラスを分けて行うグループレッスンの際に，旧教材を使用して授業を行

うクラスと，新教材を使用して授業を行うクラスの両方を設定し，実際に授業を行った。なお，

学生には研究の目的を説明し，授業の内容や到達目標は同様であるが，使用する教材が異なるこ

と，個人名は出さずに成績や授業後のアンケートのデータを研究目的のみに使用することにつ

いて説明し，了承を得た上で行った。	

	 授業は新入生のうち 49 名の履修者を対象に行った。「ピアノ入門」は通年科目であるが，前期

はグループレッスン，後期は個人レッスンの形態で行う。前期期末，後期期末にそれぞれ試験と

評価を行い， 終的な成績は前期期末と後期期末の評価を平均化し総合の評価とし，学生への評

価は後期期末のみに行う。今回の教材を使用し授業を行ったのは１年生の前期の部分であり，教

材の評価に用いた学生の成績，評点も，前期のみの成績である。	

2015 年度から 2017 年度まで，「ピアノ入門」の授業は通年の授業として行い，前期がグルー

プレッスン，後期が個人レッスンの形態をとってきた。グループレッスンは，前半の 45〜50 分

を全体への指導の時間とし，後半の 40〜45 分を個別の指導時間としてきた。2015 年度から，こ

の科目を担当する S 女子大学の非常勤講師 2 名と筆者の 3 人でオリジナルの参考教科書を作成

し，他に教科書としてチャイルド社の『こどものうた 100』と，ピアノ初学者には音楽之友社『メ

トードローズ・ピアノ教則本』を使用した。前半のグループレッスン時に，オリジナルの参考教

科書を使用しグループ全体への授業を行い，後半の個人レッスン時に初学者には『メトードロー

ズ・ピアノ教則本』を個人の能力に合わせて進め，ピアノ経験者には，各個人の能力に合った課

題（ピアノソロの楽曲や，『こどものうた 100』の中から弾き歌いの曲など）を担当教員が与え，

授業を行った。	

S 女子大学でのこれまでの経緯を鑑み，2017 年度までの実施形態と同様に，2018 年度の「ピ

アノ入門」の授業のグループレッスンも 1授業時間(90 分)のうち，前半の 45〜50 分を全体への

指導の時間とし，後半の 40〜45 分を個別の指導時間とした。この前半に使用する教材として，

半数の学生の授業に今回作成した教材を使用した。	

グループレッスンは，1授業時間に指導できる学生の数が限られる。2018 年度は，授業のコマ

数を 3コマとし，学籍番号順に，クラス分けを行った。学籍番号の前半 24 名を Aグループ，後

半 25 名を B グループとし，A グループはさらに 12 人ずつに分け，1 コマ 12 人を筆者が単独で

授業を行った。Aグループの授業の前半のグループレッスンには，2017 年度まで使用した参考教

材である旧教材を使用し，Bグループの授業の前半のグループレッスンで新教材を使用した。ま

た B グループは 1 コマで 25 人を筆者と非常勤講師の 2 人で授業を行い(客観的な視点から新教
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材の評価を行うために，筆者だけではなく非常勤講師とのティームティーチングとした)，授業

時間後半の個別指導は，筆者が 13 人，非常勤講師が 12 人の学生の指導を担当した。Aグループ

と Bグループとで，授業時間前半のグループへの指導時間や，後半の個別の指導の時間に差が生

じないように配慮した。（表 42 参照。）	

なお，2018 年度の受講者 49 名中，ピアノ未経験者は A グループが 9 名，B グループが 11 名

で計 20 名であり，全体の 40.81％であった。	

	

表 42	 グループレッスンの授業の形態	

	 	

	

	

	

	

	

	

	

2015 年度から 2017 年度まで使用した旧教材についても，作成した担当者同士で十分な議論と

検討を重ね，一部は年度ごとに改編しながら作成した。新教材での授業と同じく，授業の到達目

標は，初学者も経験者も，簡単な「コードネーム」での演奏ができること，簡単な弾き歌いがで

きることを大きな目標としている。	

旧教材と新教材の違いを，表 43 に示す。	

	

表 43  旧教材と新教材の主な違いの比較	
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2018 年度前期の全 16 回の授業について，授業回数と内容を，旧教材と新教材それぞれの授業

回数ごとの概要の比較を表 44-A，44-B に示す。なお，新教材については，本論文の末に付録と

して示す。	

 

表 44-A	 授業内容の比較（第 1 回〜第 8 回）	

	

	

	

	

	

	

	

o o

4 ( P

P 8 8 	

4 P P

8 8 8

4 P 4 P

4

P
4 P

4 c P 4 ) c P

(

o 9 c c c

45013 sm pe

6 32. 	Pi r

7 45013 d

o sn P

o 9 c c c

45013 sm pe

6 32. 	Pi r

7 45013 d

)
4 4 P

o sn

4 P

4 	9 P i r

4 i r

P

4



 116 

表 44-B	 授業内容の比較（第 9 回〜第 16 回）	
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これまでの旧教材と，今回作成した新教材との授業実践後の数値的な比較，分析を行う。	

まずは Aグループと Bグループの前期授業の成績(満点 100)を比較した。この成績はそれぞれ

のグループでの各小テスト，また期末試験の点数と教員による評価を総合して評価したもので

ある。	

A グループと Bグループの平均点の差が統計的に有意か確かめるために，有意水準 5％で両側

検定の t検定を行ったところ，t(47)=0.87，p	=.39 であり，Aグループと Bグループの平均点の

差に有意差は見られなかった。検定の結果を表 45 に示す。	

	 	 	 	 	 	 	 	 	

表 45	

	

	 	

	

	

	

	

	

	

	 	

	 この結果により，A グループと B グループの成績には，有意差は無いということが分かった。	

	 	

	 授業後の学生のアンケートによる自己評価についても両グループの比較を行った。	

授業後のアンケートには，自己評価の観点から 20 の質問項目を 4択で選択する質問と，授業の

感想や意見等を自由に文章で記述する 1項目のアンケートとした。本章末に資料 3として示す。	

	 選択肢 A〜Dの回答を，4〜１に点数化し，自己評価についての 20 の質問への全ての回答の点

数を，対象者ごとに平均化したものが表 46-A，46-B である。	
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	 	 	 	 	 	 	 	 	 表 46-A                  表 46-B	

	 	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	 自己評価の点数の平均についても，両グループの結果の有意差について分析した。表 47 に検

定の結果を示す。	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 			表 47	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

有意水準 5％で両側検定の t検定を行ったところ，t(47)=0.39，p	=.70 であり，Aグループと

Bグループの自己評価平均値の平均点の差に有意差は見られなかった。	

	 これらの結果から，2018 年 4 月〜7 月の授業期間において，使用する教材や指導の方法の違
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いによる，成績や自己評価に関する大きな違いは無かったことが明らかとなった。この結果は，

まず両グループの授業の目的，内容や，到達点，評価の観点が同じであること，実際の教育現場

での調査であり，授業の期間や回数が同じであること等が理由であると考える。		

	 続いて，両グループの，成績と自己評価の関係について分析，考察を行う。	

他者(この場合は教員)からの評価による成績と，学生自身の自分への評価である自己評価との

関わりについて図式化するために，前期末の成績の数値について，90〜100 点を 5，80〜89 点を

4，70〜79 点を 3，60〜69 点を 2，60 点未満を 1と 5段階の評価に分類した。	

この成績評価の平均値との差，また自己評価の平均値との差について，各グループの分散をグ

ラフ 5-A，グラフ 5-B にそれぞれ図式化した。グラフの横軸は成績と成績の平均との差であり，

縦軸は自己評価と自己評価の平均との差である。	
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グラフ 5-A	 	 A グループ	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

グラフ 5-B 	B グループ	
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	 縦軸と横軸の中心 0から見て，右上は成績が平均より高く，自己評価も平均より高い。右下は

成績が平均よりも高いが，自己評価は平均よりも低い。左上は成績が平均よりも低いが，自己評

価は平均よりも高い。左下は成績が平均よりも低く，自己評価も平均より低いことを，それぞれ

表している。	

	 A グループのグラフと Bグループのグラフを比べると，明らかに差が見てとれる。Aグループ

は成績が平均よりも高いのに自己評価が平均よりも低い，自己を過小評価している学生や，成績

が平均より低いが自己評価は平均よりも高い，自己を過大評価している学生がそれぞれ複数散

見される。それに比べると，Bグループのグラフは，中心 0から見て右上と左下に分布が集中し

ており，成績が平均よりも高い学生は自己評価も平均より高く，成績が平均よりも低い学生は，

自己評価も平均より低くなっている。新教材を用いて授業を行った Bグループのほうが，旧教材

を用いて授業を行った Aグループよりも，成績評価と自己評価が一致している実例が多く，ほと

んどの学生が一致していた。	

分析を行ったところ，A グループの相関係数が	 0.57，B グループの相関係数が	 0.71 となっ

た。両グループとも相関があるが，Bグループのほうがより強い相関があることが示された。	

B グループは Aグループに比べて，授業の成績と自己評価について自己認識が客観的に，適切

になされている。	

	 この結果から，今回作成した新教材で授業を行ったグループのほうが，旧教材で授業を行った

グループよりも，自己認識が適切にされており，このことは学習への意欲向上や，課題や練習へ

の取り組みへの動機づけにつながるものと考える。	

	

	

	 学生の授業後アンケートの自由記述についても考察する。A グループからは 18 件の記述が，

B グループからは 25 件の記述が得られた。A グループの記述を表 48-A に，B グループの記述を

表 48-B に示す。	

後期の授業に向けての意欲的な記述や，グループレッスンに対して好意的に感じている内容

の記述が多かった。中には両グループから 1件ずつ「授業の進度が速く，ついていけなかった」

という趣旨の記述があったので，対応の検討が必要である。協同で学びの体験ができる「連弾が

楽しかった」という意見や，経験者が「改めて初歩的な内容を復習できたことが良かった」，な

どの，全体的には前向きな意見が多かった。	
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表 48-A	 授業後アンケート A グループの自由記述内容 
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表 48-B	 授業後アンケート	 B グループの自由記述内容	
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客観的な評価，意見を求めるために，T・T(チームティーチング)で，共同で授業を行った本学

非常勤講師，聖和学園短期大学准教授の岩淵摂子氏と，宮城県の保育者養成の音楽教育に長年携

わっている聖和学園短期大学特任教授の松村万里子氏の両氏に，教材に対する意見を仰いだ。	

以下に，両氏からのコメント記す。	

	

聖和学園短期大学准教授	岩淵摂子氏からのコメント	

「以前の教材と比べて，指ひろげや指ちぢめ等のテクニックを，その要素だけを取り出して繰

り返し練習するだけではなく，学生が知っている曲でもある子どもの歌の曲の中から「例」とし

て該当する部分を抜き出し練習することで，興味や意欲を持ってテクニックの練習ができてお

り，初学者が学習する上で，この点は効果的であったと言える。曲の中で，演奏するのに必要な

指ひろげ等のテクニックを意識することができ，これは今後の学生自身が新しい曲を学習する

際にも役立つと考えられる。また，本務校では習熟度別にクラス分けをしてピアノの授業を行っ

ているが，それと比較すると，本授業では，受講した学生の中にはピアノの経験者も複数おり，

初学者と経験者がグループレッスンで授業を行い，習熟度別にクラス分けを行わなかったこと

で，初学者にとっては同じ教材を，自身よりも能力が高い経験者が弾く様子を間近で見ることが

でき，良い学習経験になったと感じる。さらに，経験者が初学者に助言し，協同で学習する姿が

見られたことや，経験者の授業後アンケートのコメントにあった，「改めて基礎を学び直すこと

ができて良かった」等の意見から，経験者にとっても初学者への効果とはまた違った良い効果が

あったと考える。	

教材にテクニック的な「練習曲」が多かったことは，授業の進め方がやや難しくなる印象であ

った。教材に練習曲を掲載する分には良いが，すべての曲を授業時間の中で行うのは時間的にも，

初学者の学生が行うという意味でも，難しい印象である。また，教材の p.8「練習 7」は，それ

までの練習に比べ急に難しくなる印象がある。これまでは順次進行であったが，この曲から右手

に 3度の跳躍が出現し，また右手と左手の異なる動きがあり，初学者にとっては困難であると思

われる。p.13 にバルトークのミクロコスモスからの引用で，両手ユニゾンの 5 指のポジション

の練習が登場するが，この練習は，p.8「練習 7」の前においたほうがよいのではないかと感じ

た。	 	 	

文章表現の部分では，分かりにくいと感じる部分が複数箇所あった。例えば p.4 の「右手の場

合，1の指をミ，5の指をシ，左手の場合 1の指をシ，5の指をミの音の〜」という部分である。

また，p.15 の「弾き歌いにチャレンジ」の文章での説明は，細かく説明されているが，項目が

10 項目と多いので，見やすく分かりやすくする工夫が必要であると感じた。教材の中には，変

化記号について，特に調号と臨時記号の違いの説明や，繰り返し記号についての説明が不足して

いたので，それらを追加すると良い。	
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全体的には，ピアノを弾く姿勢や，手指の形が写真で掲載されていたり，また，指ひろげ，指

ちぢめや指かえについて初学者にとって分かりやすく，テクニックの習得に子どもの歌を例と

して扱うことで興味や意欲を持って取り組めるような配慮がされていたりと，教材として概ね

良好であったと考える。今後のさらなる改良，改善にも期待したい。」	

	

	 また，第三者からの評価，意見として，宮城県立保育専門学院の教員を経て，聖和学園短期大

学保育学科の教授，学科長を務め，現在は同短期大学特任教授であり，宮城県における保育者養

成校の音楽教育に長年携わり，保育者への音楽教育に関して多大な貢献をなさっている，松村万

里子氏に，教材への評価を頂いた。	

	 	

聖和学園短期大学特任教授松村万里子氏からのコメント	

「保育者，小学校教員の養成校に入学する学生のうちの約半数は，ピアノの経験が全く無いか，

幼少時に少し経験があるだけの，ピアノの初学者です。養成校ではこれまで初学者に対するピア

ノ指導について，指導の手段や方法，またカリキュラム等の多様な観点から継続して研究がなさ

れてきました。	

	 この教材には，これまでの教材にはほとんど掲載されていない，心身をリラックスし，ピアノ

を弾く姿勢や，特に手や指の動かし方，使い方について，初学者にとって分かりやすく説明され

ていて，そして学習者が自学自習できるように，一人でも練習できるように配慮されて作成され

ています。また，音の読み方，拍子，調号等に関する知識のうち，初学者にとって必要な，初歩

的な音楽のしくみについて，順を追って理解し，ピアノを弾くことと並行して学習できるよう組

み立てられています。	

短い期間の中で，初学者が無理なく効果的に，音楽の基礎的なことや，ピアノを弾く，弾き歌

いをする初歩的な技術が理解しやすく書かれていると思います。近年は，養成校で学ぶ学生でも，

童謡や子どもの歌，わらべうたなどの，歌そのものを知らない学生も増加しています。ピアノを

弾くテクニックを，子どもの歌を通して，子どもの歌を弾き，歌いながら学べることは，初学者

にとっても，また経験者にとっても「保育現場での音楽表現」という観点から学習効果があると

感じました。	

	 私は不肖ながらこれまで 40 年余，保育者養成校での音楽教育，ピアノ指導に関わって参りま

した。その経験と，保育現場との関わりの中から得られたものとして，「子どもと歌う」ときに，

保育者も子どもも「楽しい」と感じるためには，一定のピアノや歌を歌う技能，技術が必要であ

る，ということです。 低限必要な 1つの技能として，右手でメロディー，左手でコード伴奏を

弾くことができること，が必要だと考えます。右手でメロディーが弾け，さらにコードで伴奏が

できれば，歌を歌う活動だけでなく，さまざまな保育，教育活動の中に音楽を取り入れ，「表現」
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の活動を発展させることができる可能性が生まれるからです。	

	 この教材の日常の繰り返しによって，読譜力を養い，音楽を総合的に学習することができ，さ

らにはピアノに対する学生の意欲が向上すること，豊かな音楽性が身につくことが考えられ，ま

たゆくゆくは音楽の「楽しさ」まで感じられるようになることと考えます。今後も教材の推敲，

考察を重ね，改良を継続し，教材としての完成を目指し，完成した際には，ぜひ多くのピアノの

初学者にお使いいただき，「ピアノは楽しい」と思えるように養成の現場で活用されてほしいと

願います。」	

	 	

	 両氏からは，概ね良好である，との評価を，また今後に対する期待感を含む意見を頂くことが

できた。	
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第 6 章	 結論	

	

	 筆者は，自身のこれまでの保育者，小学校教員養成課程におけるピアノ指導に従事してきた経

験の中で，大学に入学し初めてピアノを学習する学生が，困難を抱え苦労しながらも，単位の履

修や，実習のため，また就職試験といった将来のために，何とか目の前のピアノに関するそれぞ

れの課題をクリアしようと，懸命に取り組んでいる姿を見てきた。また，途中で挫けてしまった

り，諦めてしまったりという学生とも少なからず関わってきた。その中で，養成校でのカリキュ

ラムの編成や，授業の内容や指導法に目を向け，特にピアノ初学者へは，導入段階である初期の

教育の重要性を感じ，また現状の養成校で用いられているピアノ教材にまだ再考の余地がある

のではないか，と考えるようになり，今回教材を開発，作成しようと考えるに至った。	

	 教材を作成するにあたり，保育所保育指針や幼稚園教育要領，小学校学習指導要領が改正，改

訂される過渡期を過ごしている現在，今一度現場からの声に耳を傾ける必要性を感じ，その結果

を教材作成への指標とすべく，作成前と，作成中にも保育者や小学校教諭への調査を行った。そ

の結果，「ピアノはもちろんできるに越したことはないが，それよりも音楽の楽しさを子どもた

ちに伝えられるような保育者，教員になってほしい」という意見が多く見られた。また，ピアノ

の技能についても，弾けることは大切であるが，現場では片手で旋律だけでも弾けて同時に歌う

ことができれば，保育や教育の表現活動は可能である，という多くの声や，ピアノ単独の活用よ

りも弾き歌いができること，子どもたちに目を向けながらピアノを弾くことができること，など

の重要性についての意見を受け取ることができた。	

	 ただし，初学者のことを考えると，上記のピアノや歌を伴った保育，教育の活動を行うには，

やはり知識と理論を身に付け，活用できるようになるまでには，基礎的，基本的なある一定の訓

練的な練習も必要である。表現に至るまでの，練習への意欲や気持ちが途切れずに，将来まで継

続できるような音楽経験を，養成校で経験できればどんなに素晴らしいことであろうか，と考え

る。	

	 今回作成した新しい教材での，試み的に行った授業では，成績や自己評価の数値の結果には，

旧教材と新教材を使った両者で明らかに大きな変化は見られなかった。これには，教育現場での

調査であり，授業の期間や回数，さらに到達する目標や，学習内容，評価の観点等が同様であっ

たこと，また前期のみと期間が比較的短く，受講する学生の人数も多くはなかったこともその一

因であると考える。	

	 しかしながら，成績と自己評価の関係について分析，考察を行ったところ，明らかな違いを見

出すことができた。教員が評価した成績と，学生自身の自分への評価である自己評価との関わり

では，新教材を使用し授業を行ったグループは，旧教材を使用して授業を行ったグループよりも，

成績評価と自己評価が一致している実例が多く，ほとんどの学生に一致が見られた。授業での他
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者からの評価と自己の評価について自己認識が客観的に，適切になされている，と言える。教材

の違いだけがこの結果の原因であるとは言えないが，少なくともこのことは，学習への意欲向上

や，課題や練習への取り組みへの動機づけに，また適切な自己肯定感につながり，目標の設定や

達成への適切な見通しを持ち，能力向上のための主体的な活動をするにあたって，有用な一助に

なり，ピアノ初学者の効果的な学びへとつながる。	

	 学生たちが将来，子どもたちとの豊かな音楽表現活動を共有できるように，保育者，教育者の

育成に貢献したい。そのためにも，今後も継続して教材の改善に取り組み，また本論の成果を活

かし，教材の続編の作成を推進していきたい。	
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